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参 加 会 費 会 員 6 ，000円( 資料代含む) i

ト当日受付ーにていただきます。

会 員 外 7 ，000円 ( "  )  )  

プ ロ グ ラ ム 及 び 講 師

13  :  40→ 15  :  00 i 公 社 分 譲 住 宅 に お け る 品 質 保 証 」

中 居 誠 之 助 氏 ( 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 建 設 苦li 建 設 第 1・2謀 長 )

15 :  10→ 16 :  40 i 建 築 技 術 の 果 す 役 割 と 将 来 」

福 嶋 孝 之 氏 ( 附 長 谷 川 工 務 底 大 阪 支 社 常 務 取 締 役 技 術 本 部 長 )

16 :  40→ 17 :  00 質 疑 応 答 ・閉 会

申 込 往 復 は が き l 名 に 1 枚 と し 、 氏 名 ・年 齢 ・勤 務 先 名 及 所 属 音rs謀 名 ・所 在 地 ・屯

話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 ・会 貝 、 会 貝 外 の 区 別l を記入し、 「集合分譲住

宅 に お け る 品 質 保 証 研 修 会j と明記の上、 11 月 9 日 制 ま で に 建 築 協 会 事 業 謀 ( 大

阪 市 東 区 北 浜 3 - 37.  T E L  06- 231- 9640) へ お 申 込 み 下 さ い 。 定 員 超 過 の 場 合 、

抽 せ ん に て 決 定 し 、 お 知 ら せ し ま す 。

強療と社全/ 1983年 10)1 号 1  



一 一 一日本建築協会会告

昭和58年度・第 2 回 茶 室 見 学 会

4 晩 秋 に 美 濃 ・ 尾 張 を 訪 ね る ・ ・ ・ … ( 懇 親 と 見 学 の 旅 )

( 国 宝 茶 室 明 。 と 国 宝 ・ 犬 山 城 、 志 野 ・ 織 部 ・ 瀬 戸 焼 の 安 藤 日 出 武 氏 の 陶 舎 、 )

開 山 窯 イ ン タ ー セ ラ ム 、 サ ン ゲ ツ の イ ン テ リ ア プ ラ ザ 、 そ の 他 の 見 学 会 j  

本会恒例の茶室見学会は、 20数年にわたり岡凹孝男先生のご指導 、

ご案内で京 ・大和の主な国宝 . : i l l : 文級の茶室をほぼ見学して参りま

したが、今回、念願の愛知県犬山の国宝茶室河口庵H を訪ねること

にしました 。

この機会に 1 泊 2 日の懇親をかねた小旅行を企画し、如 j奄をはじ

め、犬山の名建築 ( 犬 山 城、有楽苑内の書院及び復原茶室元庵など)

と伝統のやきもの ( 志 野 ・織 部 ・瀬戸 ) の安藤日出武氏の陶舎並び

に開山窯のタイル工場や、トータルインテリアをめざす壁紙のト ッ

プメーカー ・サンゲツの名古屋本社新社屋 ( インテリアプラザ) を

見学いたします。

また、自由行動の時間を設けて、話題の「リトルワールド j また

は「明治村」を選択見学とするなど、多彩な催しになりました 。

久ぴさの東海地万の見学に、多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 11 月11 日幽・ 12 日u一) 1 泊 2 日( 附雨不問)

集合11 日倒 ・8 :  00→ 解 散12 日u: ) ・19 :  00ごろ

( 全行程 貸切パス利用 )

集合場所 大阪、国鉄 ・大阪駅西ロカ、ード下 ( 中央郵便局の北側の

高架下付近 ) ・目標会旗

講 師 岡田孝男氏 ( 工学博士帝・塚山学院大学教授)

定 員 40名 ( パス 1 台)

参加会費 会 員 15 ，000円/ 宿泊懇親会費、昼食 ( 2 回) 、その他1

会員外 18，000円 切IJ に補助いたします 。 J

主なスケジュール

〈第 1 日〉

サンゲツ ・インテリアプラザ、開山窯インターセラム工場、

安藤日出武氏の陶舎見学

・見学先のご紹介

(1) 国宝茶室、如庵"

国宝の茶室四カ所のうち、妙、喜雄の待庵は昨年

秋、飛茎閣の憶昔:q.・は昨年春、そして大徳寺の能

光院の密J m; は数年前に見学したから、残りの有

楽好みの如1奄もぜひ見たいという希望が多く寄せ

られたので、今回 、こ れを見学することになった 。

如庵は、信長の未弟で利休七哲の一人、織田

長益有楽斎が元和 4 年 ( 1614年) ごろ、京都建仁

寺の塔頭正伝院の境内に隠居所として建てた書院

に接続した 3 帖半向切り下座床の茶室で、腰張り

に古い暦紙を張 ったところから、 「暦の席 j とも

いわれ、床脇の三角地板や中柱にとりついた隔板

の火燈窓など、有楽の独創的な好みの多いおもし

ろい茶室てがある 。

この君子院と茶室は、明治初年、正伝院が廃され

て永 i原院に合併してからは紙園町の宴会場とな っ

ていたが、明治41年、三井家が買収して東京の本

邸へ、ついで大磯の別邸に移築された 。

戦後、名鉄の有に何; し、昭和47年、犬山ホテル

の前庭、有楽先に再移築されたものである 。

そして、有楽苑内には有楽好みの茶室を復I京し

'た長 4 帖主人床の珍しい元庵も新築されている 。

2  

如庵南面刻ロ

〈第 2 日〉

国 宝 茶 室 、rlTttt " 並びに有楽先内の名建築と犬山城の見学、「リ

トルワールド j または「明治村j の選択見学 ( 自由行動)

宿 舎 リバーサイドホテル「迎帆機J . 木曽川河畔( 犬山城に jFr

接 ) ( 国際観光旅館 T E L  0568- 61 - 2205)  

申 込 往復ハガキ 1 名に 1 枚限りとし、ハガキには必ず氏名 ・

年 齢 ・勤務先名及役織 ・述絡電話番号 ・返信用宛名 - 郵便

番号を記入し、「晩秋に美濃 ・尾張を訪ねる J と明記の上

11月4 日幽までに建築協会卒業課へ。定員超過の場合は

会員優先にて抽せんの上お知らせします 。

〔備与) (1) 1 泊旅行のため、業者には上記申込記，I&'J'; 項は必ず全

部ご記入下さい。( 会員 ・会員外の区別も明記のこと )

(2) 詳細スケジュール、参考資料は当日お波しします 。

(3) 会伎は当日受付にていただきます。

(4) 宿舎での部屋割は恐紛iながら委員、事務局にご一任願

います 。

(5) 全行程貸切パスの関係上、移動 ・解散時間を多少変更

する場合もあります。

(6) 無断欠席は厳禁。参加者で11月9 日かぬまでに欠席述絡

のない方は欠席負担金 ( 10 ，000円 ) を申し受けます。

ただし、代人参加でも結構です。

。今回は、下記各社のご賛助、ご協力により参加会費が必要経費の

半額になっております。

誌上より厚くお礼申しあげます。

ご資助会社名( 五十音 )1煩 ・敬称略)

株式会社エービーシー商会 ・織部製陶株式会社

株式会社サ ン ゲ ツ ・八 木 惣 株 式 会 社

(2)国宝・犬山城

別名「白帝城」と呼ばれ、飛島車・木曽川固定公

園の中心部に位置し 、今から 440年ほど前に築か

れた城で、桃山風の天守閣は、日本最古のものと

いわれ、国宝に指定されている 。

この木曽川南岸にそそり立 った犬山城の展望台

からは、木曽御岳をはじめ、美濃の山々、広大な

濃尾平野、岐阜城までを一望し、見事な眺望であ

る。

ヒヂ..

(3)安藤日出武氏( { 山山陶舎) ・昭和 13年生

志野は日本で生まれた初めての白いやきもので、

この純白な肌の美しさが桃山時代の茶人たちを魅

安藤日出武氏

了し、愛用されてきた 。

厚い22かな器体にかけ

られた、た っぷりとし

た自の志野柄l J は 、挑め

て美しく、手にして茶

のぬくもりを伝えて、

心のなごみを党える 。

日出武氏の志聖子荊bは、

美濃陶工の中でも最も

白〈 、雪の ような美し

‘、
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‘ 本会事務所の移転について

昭 和31年 以 来 、 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7、近畿建築会館に事務所を

設けておりましたが、このたび、理事会、評議員会、総会の議を経

て昭和58年 12月下旬、大阪市北区梅凹 l ー 1 、大阪駅前第 3 ビル21

1
I皆の一隅に移転することになりました。

なお、次号にて新しい電話番号、事務室などにつきお知らせ申し

上 げ る 予 定 で す。

. )  

.... r現代建築と空間造形」と「現

代建築とステンドグラス」開催

主 催 / 朝 日 新 聞 社 協 賛 / 現 代 壁 画 研 究 所

後 援 / 日 本 建 築 協 会

・「現代建築と空間造形」セミナー

会 場 建設交流館グリーンホール( 定員 300名 ・大阪市西区)

日 時 昭 和58年 11 月 15 日 午 後 1 時 - 5 時

- 講 演 ルートヴィ ッヒ ・シャフラット氏

. ノマネ/ レテ' イスカッション

シャフラ ッ ト氏、光藤俊夫氏 (竹中工務庖設計部長) 、ルイ ・フランセ氏

(現代唆画研究所長 ) ほか 1 名 予 定

. 集中講座「現代建築とステンドグラス」

会 場 建 設 交 流 館702号室( 定員 30名)

日 時 昭 和58年 11 月 16 日、 17 日、18 日 ( 3 日間)

詳 し く は 、 朝 日 新聞社 大 阪 卒 業 開 発 室 ( 06- 231ー0131) へ 。

4 建築技術選書第36号

「日本壁- 技術と意匠J( 山田幸一著) 発刊

かねてより刊行中の逮築技術選告( 企画 : 日本建築協会、編集発

行 . 学芸出版社) の第36号として、若葉記図書が、この 9 月20 日に発

刊されました 。

最近、木造建築の良さが、わが国風土環境のなかで、見直されて

きている折柄、日本壁への関心 が高まってきても良い時期にあると

恩われますし、新しい技術を加味して、その活性化をはかることも

大切ではないでしょうか。 本書は、その要望にこたえた手近な書で

す。

著 者 の 山 田幸一氏は、ご承知のように、神戸工高 、京大で建築史

学を専攻し、卒業後、大阪市立大学 ・関西大学で教えられるととも

に、長年、左官工事の研究と実務に携わってこられた第一人者です。

とくに、桂離宮の昭和大修理に参画、壁関係の技術指導をされて、

すぐれた功績を残されていることは、その道ではよく知られていま

す。

本舎の内容はつぎの通りです。

1 章 : 序 論 :  6 章 : 日 本 壁

2 章 左 官 工 事 概 説 7 章 : 古 代 の 壁

3 章 : 左官材料について :  8 章 : 日本壁の成立

4 章 : 下 地 :  ＹｾＺ 職人芸の壁

5 章 : 施 工 :  10章 明日の左官工事

定価は￥ 1300です。 全国の主要企府で販売していますが、日本建

築協会事務局までお求めにこられた方には、￥ 100 割引して￥ 1200

で頒布しております。ご購読をおすすめいたします。

見 学 先 の ご 紹 介

さといわれている 。 また瀬戸泉のf 11i . i 1司も漆のよう の専門工房でもある 。

な黒のさわやかさに好感が持たれていると聞く 。

瀬戸の高名な陶芸家、 JJnd露出九郎氏にr . 11 i 事された (5)サンゲツの新本社「インテリアプラザ」

新進気鋭の陶芸家である 。 壁装材のト y プメーカー「サンゲツ J は、昨年

ークなモデルルームが設置され、ホテルの内部の

ような大規棋な建物で、名古屋の新名所として訴

判lにな っている

名古屋本社にショールーム「インテリアプラザJ (6) リトルワールド ( 人間博物館) と明治村

(4)関山梨インターセラム を新築され、自ら定めた「サンゲツ 3 QIJJ ( 創造 ・リトルワールドは、世界各国から集めた笠富

タイルの原点である装飾性を追求し、ぶ野 ・織 的デザイン ・信頼される品質 ・適正な市場価格) な民族資料と復元家屋を通じて、世界の人びとの

苦11 ・瀬戸など伝統のやきものの風合いを現代に再 の規範をもとに、インテリアを総合的にコーディ くらしと文化を一堂に見られる野外民族博物館で、

現した味わいのあるタイルの創造をめざして躍進 ネートすることをモ ッ トーにして、トータルイン 愛知県と岐阜県にまたがる 123 万 m'の広大な丘陵

されているＨ附 ｬｾｦｊ 山窯インターセラムは、例性笠か テリアをめざして飛躍をつづけている 。 地にあり、今年 4 月に一部がオープンした 。本館

なやきものの美しさを求めて、外壁タイル、室内 このショールームは、 「インテリアは実物を、 は日控設計の設，0 - 。

装飾用インテリアタイルに新境地を| 刻き、また近 笑物のサイズて梢見て初めて効果がわかるもの J  ・博物館、明治村は、昭和40年に関村し、維新

年、公共的なさを附lに数多く制作されている陶壁函 との思いから建てられたもので、 25ヶ所に及ぶユニ 以後の欧米文化を取り入れた、明治の息、吹きが|苅

えるような ftili な建物や資料を氷久保存するとと

もに広〈公開することを目的とした博物館て' ， 100

万m'に放ぷ村内には、現在. i l l 文 8 棟を含む50数棟

の由緒ある ill 物が移築されている 。
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日本建築協会企画

建築技術選書図

A 5判・ 160頁 ・定価1300円

技術と意匠・山田幸一著

木舞下地の詳細 ( 桂離宮昭和大修理の試作壁)

〈目録進呈〉

序 論 壁とは何か壁の織目立日本の左官工事

左官工事概説 左 官 工 事 の 長 所 左 官 工 事 の

問題点

左官材料について 塗壁材の椛成 因結材

育・材 補助材料( 窃，糊，モルタ J レ混和材)

下 地 躯 体 下 地 と 組 立 下 地 木 舞 下 地 と 木 摺

下 地 下 地 一 般 の 注 意

施 工 施 工 面 で の 問 題 点 路 工 上 の 一 般 的 注

意 養 生 と 工 期

日本壁 日 本 壁 の 概 要 荒 壁 土 と 中 塗 土 ち

り回りと食伏せ 中 塗 ま で の 路 工 上 塗 木

舞以外の下地を用いたときの日本量産

古代の壁 法 隆 寺 の 土 壁 高 松 塚 の 漆l喰

日 本 壁 の 成 立 城 郭の 壁 茶 室 の 壁 桂 出 住 吉

の 壁 壁 の 技 術 革 新 大 阪 土 と 楽 楽 土

戦 人 芸 の 鐙 角屋 の 壁 入 江 長 八 の 漆 喰 彫 刻

日月日の左官工事 セメントモルタルと木舞下

地土壁の比較 左官工事の未来像

6 学 芸 出 版 社

三井銀行旧京都支庖

京都市下京区木津屋絡通西洞院東入 ft 075- 343- 0811  

高層集合住宅の維持管理

一一建築技術の果す役割と将来一一

包也 : 続・a・・ 88也君権た〈掃羽，. . ・

設計者が明かした建築技術からみた維持管理

マンションの維持管理に関して，今日まで設

計者はどのような役割を果してきたのか. 建

物を良好に保つための修繕のやりやすさをど

う配慮してきたのか. 長年マンションの設計

に携ってきた著者によってはじめて明かされ

た，建築技術と維持管理の重要な関わり.

主要目次

1.  5 つ の 課 題

2 . 高層分譲集合住宅の維持管理の原点

3 . メンテナンスフリーへのあゆみ

4 . 設計仕様の変遷

5 . 災害と補修

6. 将来の維持管理の形態をさぐる

7. 高層分譲集合住宅の維持管理の担い手

A 5 ・176頁・定価 1400円

鴎包 ".ドア

福嶋孝之著

?  プレスト?

tt.. 州侭 "  

Z  7 ラ ヲ 戸

t'tt'F.， ・町内 ｾｕＱＱＧ

，，ｾ＠ 111 ，050 

_ _ j  

〈目録進呈〉 6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 劃 7日 3- 0811

... 
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特集. プレストレスト・鉄筋・コンクリート構造

SPECI AL  F E A T URE S  ON  P R E S  T R ES  S E D.  RE I NF ORCE D.  

CONCR E T E  S T RUCT URE  

法令コー ナー 187

新建材紹介コーナ - 84

読者の頁

集合分設住宅における品質保証に関する研修会ーかし補修基準と耐久性能に関する建築技術の来

す役 ＧｊｾｊＭ Ｎ 晩秋に美濃 ・ 尾張を訪ねる 国宝茶室、、古川奄' ほか. 本会事務所の移転について . ｩｬｬｾ＠

技術I; 盤、If m36号 「日本盛一技術と意匠J 発干11. セミナーと集中講座開催 ・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ l  

ゴールドプラザ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 設計監理 : 安井正I t 築設計室 施工 。藤木工務活大阪本府・. ... 6  

兵庫内本町 ビル ・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・・・・設計盟主型 安井建築設計事務所 施工. 山 I口組・・・・・・ 10

天理II 市立総合体育館 ・・・・・・・・・・・・・・設計 : 桝谷設計 民連 : { 玉毛、都市整備公団 施工 ・奥村組・ ...12  

大阪府モーターボート競走会会館 ・・・・・ 設計監理: 森京介建築事務所 施工 : 松村組大阪本病・・・・・・ 14

同和火災海上保険妹式会社千葉支庖 ・・設計監理 亦松 'jj' 野建築設計事務所施工 : J也崎工業・... . . 16

最近竣工した新建築 9 点 (No.l 712- 1720)  ・・・・・・・ ・・・・・ ・・...... ....... ..... ... ... ............... .. . 18

新 設 ・浄化槽法の経緯と内谷 {その 2 ) / 森 田通・・・ ・・・・. . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . ・-・. . . ・・・・・・ ・・・・・・ ・・19

大型美術陶板/ 松本共良 ・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・ ・・ .......................... ... .... 21 

アメリカ建築巡礼記 ( その 10) ハイヤットレージェンシー( ; ダラス) / 小 竹 達 也 海 外 工

ｾ ｉ ｔ， のワンポイント Ｈその Ｔ ) 気をつけたい横文字の使い方 ・その 1/ 乾哲 ・ ........... . ... . . . . .22 

ｩｾ ｲ 評 ・ 「かたちと ｾ ｉｊｊｪ Ｍ 多次元世 界 の軌跡 ｊ (7gi l削処二新 ) / 荒木兵一郎 ・・・・・・ 田・・・・・・・・・ ・・ ・23

来 ｾｦ ，止 ｬｬｊｩ 状者 ＱＱ 市 ＮｭＺｦ 昨氾Ａ ー交 通網盤備に強い ｊｾ ｪ 待 Ｎ 産業時物 館な ど提案 愛知県現状占11市 計

固 で 一. 鉄線入りカ、ラスを用いた 乙種| 坊火 戸について ・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・・ 回目 ・・・・ ・・・ .. . . . . .23

河口恭行氏を訪ねる Ｏ インタピュア ・ 本 ｉｂｊ 利 ￭ｦｾ ・ ・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・25

一心寺姐i鐙/ }JII 総力 ・・ ・・ ・・ ....・ ・・・・・・ ・・・・・・・ ・ .. . . . . . . . . ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 目・・・・ ・・・・ 26 

受託試験におけるコンクリート圧縮強度の澗公結来( 昭和57年度) / 吉本重明 ・・・・・ ・・・・・・・29

千分のーのタ氾v 大 石 点 理 子・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・30

居住現境の自Ij 山に向けて / 中島 一 . 瓦 / 西 方 脱 始

民霊長と ill 築 日/ i上野純徳. 中之島遊歩道/ 閉村兵二 ・・・・・・ ・・・・・ 一・・・・ ・…・・・・ ・・ ・・ ........ .32

プレストレス ト( 鉄筋) コンクリー ト構造

住 友 'dl 気 工 業伊丹製作事務糠・・ ・・ ・・ ・・・. . . . . .. . .. .. ・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・34

設，1I ' : [1 雄設計/ 大 阪 航 型 日建設計/ 大 阪 住 友 ' ，IL気 工 業 施 工 : 鹿島建設大阪支附

組 原 辺ili7J 公 必|控 上 競 技 場 メ イ ン ス タ ン ド ・ ・・・・・ ・・ ・・・ ・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・ ・・40

ｾ幻 Ｑ Ｚ ｴｩ ，［，ｯｦ［Ｚ設計監理奈良県桜井土木・ ｊ ｾｾ ［￭Ｉ所地工中尾組 P C地工・ 7 ドウ総研

プ レ ス ト レ ス ト 鉄 筋 ・コ ン ク リ ー 卜 構 造 の 現 状 と 将 来 へ の 発 展 ・ ・・・・・鈴 木 計 失 . . . 43

プ レ ス ト レ ス ト- 鉄 筋 ・コ ン ク リ ー 卜 構 造 の 設 計 ・ ・ . . . . . . . . . . . . . . . ・・・・・下 伊 豆 隆 三 ・・・ 51

プ レ ス ト レ ス 卜 ・鉄 筋 ・コ ン ク リー 卜 柿造 の 設 計 例

小 学 校 体 育 館 の P C 構 造 ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・松 井 克 俊 / 山 本 剛 史 . . 54

香 川 県 営 野 球 場 ス タ ン ド 棟 の P C 柿 造 . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . 一. . . ー石 ヶ 谷 充" ' 56

ハ ウ ス 食 品 工 業 側小 牧 物 流 倉 庫 の P R C構 造 ・- 松 谷 輝 雄 / 佃 安 弘/ 中 出 弘 光" ' 58

ニ ッ タ ム ー ア グ1 仮 工 場 と 日 本 材 料 学 会 会館 の P R C構 造 ・・・ 須 幻 好 日 / 1刻 口 恭子 ・. 61
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P C構造、 P R C柿 造 に よ る 建 築 作 品 10点 ・・・・・・ . .. . .... .. . ...... •............ ... .. ・・66
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建築 と社会ニュ ース

東海だより

日本建築総合試験所だ より

P C構 造 建 築作 品

各 論 1
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吹抜よりの見よげ 外装ｻ士上 。 アルミ Ｇ Ｑ ｴｌ解 Ｒ 次 ｾｩ 色パネルｾｾ一部花筒布張

撮 影 P hot os U  



正面玄関附近

ゴールドプラザ

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 室

施 工 藤 木 工 務 庖 大 阪 本 庖

所 在 地 神 戸市 中 央 区 加 納 町4丁目 7 - 4

敷 地 面 積 355 . 35m'  

建 築 面 積 289 . 19m'  

延 床 面 積 1，997 . 85m'  

精 進 規 模 S R C、8 1 、8 F

工 期 昭 和 57年 9 月~ 昭 和 58年 9 月

最 寄 駅 阪急( 阪神 ・国鉄 ) 三 ノ 宮 駅

道 路 よ リ の 正 函



ゴールドプラザ

正面玄関

¥ -"  '" 

‘' 

吹抜をみあけ. る 吹抜をのぞく



街の移り変わりの現象は、その都市の計画によっ

て、人の流れが移動したりまた、新しい鉄道の駅

や道路の設定などによっても、大きく変貌する場

合がある。

この北野坂も永年神戸市の計画によ って 山手に通

じる幹線になったようて¥そのために東門筋より

の人の流れが移行したように思われ、特に夜の街

としての北野坂界限の繁栄は j インストリートと

しての様相を呈している 。

ここに計画した COL D PL AZA ビルは、総合レ

ジャービルとして企 l可したもので、神戸の地域、

環境の向上に、いささかの影響を提供することに

意義を持っている。

建築物の性格上、各々のテナントのメンテナンス

を効果的にする配慮を部分部分( ベランダの設世

およびメーターボ ックス廻り等) に採用すること

によって、防災上の問題解消と、ヒ' ル全体の機能

の向上および従来のレジャービルの不調性の部分

を改善する方向に考1芭した 。外装の問題について

は、アルミの屯解発色のパネルを採用した点につ

いては、われわれの創り出すイメージを先行しな

がら何時までも、美しい姿でありたい願いとメン

テナンスの配慮からである 。

建築物の性格上、各々のテナントのメンテナンス

ということが重要になり、たとえばメーターボ ッ

クスの点検については共用部から行うことが出来

る。また、空調の室外機も専用のバルコニーを設

けた 。同時に工-:J i . についてもテナントエ ιJi . の設備

とピル本体の設備は同ーの3走者で行う等配慮を行

った。また 上記のバルコニ一、オープン廊下、 2

つの外部階段等を採用し、防災上の問題解r肖と、

ビル全体の機能の向上、および従来のレジャービ

ルの不調性の部分を改普ーする方向に配層、した 。

( 山中六日11 / 安井建築設計室)

⑧ 

!p;・

主な↑ 品 1) 業{' i - ( 501Y順)

夜景

J O( m)  

1 階平面図

基準際平面図

断

面

図

パネル ・ 三協 アルミニウ T 550 大阪，Ij 西区制本町

1-9 15 

サッシ ム工業 大 阪 支庖 T E L 06- 448一5461

大 塚石 材 工 業 所 72YEzrarol 石 電気設備 河 野電 機興 業

f 652 神戸市兵/，11区点山町

ト 11-2

T E L  078- 511- 3667 

給排水衛生

空調設備 不 二 熱 学工業 唐舗内装 インテルニテラサ

'1' 650 /11' ド市中央区 [' .1丹jJ!j

2- 3- 8 

T E L  078 242 1881 

菱 電 エ レベ ー タ 〒540 ) <阪市東区谷町2- 1

工レベーター

一 施 設 大 阪 支底 T E L 06- 944- 1071  

干541 大阪市車区高関崎2-63

T E L  06- 203 1331 

干542 大阪市南区南船場2-1-}

T E  L  06- 261 - 2436 

底舗内装 高 島屋 大 阪 支 庖 干叩太阪市南区Ft 庄5・1-5 庖舗内装 大 丸 装 工事業 部 干叫占星市街区堕谷中之

装 飾 部 T E L  06 632- 3091 Ｑｉ ［Ｚ［ ｉ ｑｬｴｬｮｾ＠ /' . . . l ' L. =l ' C. . . L- . . ?Ra: ; : ，}J  T E L  ￕＶｾＵＲＭＰＶＴＲ＠

三 越 大 阪 支庖

腐舗内装

関 西建 装 部



交差点由、らの全景( 撮影: 河野豊) 外装仕上アルミ製カーテンウオール( 二次iR解;{i f!>.) 



兵庫内本町ビル

所在地大阪市東区内本町 Ｒ 丁目 Ｓ 番 ｾ Ｖ 番

敷 地 面 積 425 . 04m'  

建 築 面 積 375 . 82m'  

延 床 面 積 3 ，032 . 3 0 m'  

構 造 規 模 5 、 9 F 、 P 1  

工 期 昭 和57年 8 月 ~ 昭 和58年 8 月

最 寄 駅 地 下 鉄 谷 町 線 谷 町 4 丁目駅

または堺筋線堺筋本町駅

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 山 田 組

コーナ一部見上げ (撮影 s s 大阪)

兵庫 内本町ビ ルは、大阪都心を東西に走 る本町通

りと玩具卸 しで名を知られる松屋町筋の交差点に

面している 。 この周辺は、堺筋の業務街と大阪府

庁を中心とした官庁街の中間にあたり、都心なが

ら古くからの低層家屋が多〈残 っている地域であ

る。 ここ数年来、交通の便利きや比較的良好な生

活環境などの立地条件が見直されて、 7 ンショ ン

の建設が盛んに行なわれている 。

このビルが主主つ場所も北側と東側に? ンショ ンが

建設され、道路と 7 ンションに囲まれた形で、い

ずれも 5 0坪足らずの 4 区画の土地が残されていた 。

これらの土地を一体化して有効に 利用することを

狙い、貸事務所として計画 ・建設されたのがこの

ピ/ レで也ある 。

計画にあた って目標としたことが二つある 。一つ

は貸ビルとして経済効率の良い建物であり、いま

一つは交差点という目につきやすい立地にふさわ

しい個性のある建物である 。

この敷地は台形で、しかも間口に比べて奥行きが

浅い。 そこで平面計画においては、コア ・タワー

ノマーク等を片側にまとめ、非常階段を反対恨IJ の鋭

角部分に設けて、その聞にまとま った形の事務空

間を最大限緩保した 。

立面計画は、交差点に面して連続する l 枚のガラ

スの壁として扱い、 玄関廻りには陰影のあるデ ィ

テールを施こして、ビルの個性 と親しみ易さを生

み出そうとした。 ( 安井建築設計事務所)

基準階平箇図

北面外観〔リプ付 A L C 版( 吹付タイ ノレ) ) (嫌影 ・s s 大阪)

王 な協力業者 ( 50ft' 順)

立体駐車場 石 川 島 矯 磨 540 大阪市東区本町 5 丁目 15- 7  

設 備 重 工 業 T E L 06- 251- 6695 

昇降機 神 奈 川 電 気 542 大阪市南区松屈町 7 - 7  

設 備 ( 三董電橿鮒tt 理屈) T E L  06- 762- 3511 

給排水 衛 生 550 大阪市西区土佐地 1- 2-30

空 調 設 備 須 賀 工 業 T E L ω - 44 1- 5171  

553 大阪市悩島区福山 7 - 22- 8  

電気 太 陽 工 藤 工事

T E L  06- 452- 1151  

本 町 通

1 階平面図・配置図
)
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天理市立総合体育館

設 計 桝 谷 設 計

監 理 住宅・都市整備公団

施 工 奥 村 組( 建築) ・ 近 畿 電 気 工 事 奈 良 支 庖( 電気)



所 在 地 奈 良 県 天 理 市 西 長 柄 町595

敷 地 面 積 14 ，500m'  

建 築 面 積 3，069 . 45m'  

延 床 面積 5，328 . 32 m'  

機 造 規 模 R C  部 S R C 、 3 F 、 軒高20 m 

工 期 昭 和57年 3 月~ 昭 和58年 5 月

長十両辺oJ i i J 公 1.:11にはすでに、総子干グランド、 di l( フ

ール、テニスコートなどの屋外地設が税制i I されて

いるが、当体育館は、行 ＱＱ 市公開法にＩ，ｾづき、住築

1(liH[ を 5 %以 1
1、

l に1[11え る と い う 条nと 、 ま た 、 市

l ( スポーツ の 中心的な機能をもち、 lりl るくて、! ム

が り の あ る 空 川 を 光 し つつ 、かっ ill 動公1o: i 1( 7) シン

ボルとなる施設として. J ，I - iffii されたむのである

機 能 性 を 弔 祝 し て プ ロ ッ ク lji .fv:1止に集千六し、メイ

ンアリーナを伎とする仰と、ｾｾ・ＮｦＧ ＱＡ ・サ ブアリーナ

を 核 と す る 械 の 2械にわけで、 'WMI¥' !f.本mnとし

た JUII スベースを阪) ; 1fll えることを 11 (1リにして、

出1::1の 刷 1{1，曲線1;1:、 11祈 ( メイン油断 ) のみとし、

2 、 H 併は、それぞれ独占: 1"1ーをもたせて J I<川 i'i l; 分

の集約化を，: 1 っ ている

在lI. i作 と 競 技 れ と の 助 線 (I(;fιii'l: づ け を l則的にするた

め、ＱｩｊＯＮ ｦｴ はすべてアフローチデ ｹ キより、 ＱＨＨＱｾ 2  

1; 持主! 日午 I，tt，'へi与びかれている

ｬ り ｩ る〈、 ｬ ムがりのある全 ＱＺＺＱ を侃悦し、可能なＱｩｊｾり

の 1lf.J llilll をぷ ii' ，' .して n 然保光の与八を，;1' っている 。

また、アリーナ ＧＱＧ うた ｩｾｬＩ へは、越Ｉ［ｻ似より ｍ￬ｊ 止し、

アリーナ全体に1 ' 1然保光; をとり入れ 、4モ;/t ll 与の ri

エネ ｘ ＭｊｾＧミとしている

アリーナ! ! 日 11)) は、，:':jl( ナトリウム士J " ( 7 0 0 W) お

ぴ、マルチノ、ロゲン士J " ( 220W) を l 応、"，' ) ｾ＠ - 5  

h ミ ソクスして 1山口し 、 11止，:':j 1754 Lx をしつ、 8

ｉ 立ｼ析の ＱＱＨ ｜ｊ文 ｳ 拘 ＱＮｾｾ を十行咋 ｩｩ ぷよリコントロール Ｂｦ 能

としている

ア リ ー ナ 換 気 装 ii' l: は、 31府機械ぶよりダクトにて、

ノズルよりアリーナに' ，TI lI l，lj 給公し、アリーナ球目11

よリ外 ;111ヘドj I し n1r し、 JAくドの j泊公を( ' ，;1 っている

メンテナンスを々 I . . . ¥: i : して、 i"lli 水、給水、 1JI ノk 等 の

内 ｌｾｾＺ をすべてヒ ソ 卜 ｬ 付 ｉｾｾ Ｇ￬ｾーとし、オＺ￭ＢＮ ［ｪ ｾＨｉＨｊ な ｊｦｬＮｩ 止 ＱＳ ・

を，:] っている 。

以 外 附.;g: ｴＯｾ＠ ｦｾｩｪ＠ L 、1I ( {f Il 59年 「 わ か く さ 川 体J をめ

ざして 2. ヒ ッチ でj l HJ一' i ' である

( 桝f i . ｉ ｾ 丸 ｮ ー Ｉ

断面図 1 :  800 

メイ ンアリーナ

玄関ホール サブアリ ーナ

liul 

「 器具庫 1  

， lf ・

1  ，皆平面図 1:  800 





大阪府モーターボート競走会会館

設 計 監 理 森 京 介 建 築 事 務 所

施 工 松 村 組 大 阪 本 庖

この会館は、モーターボートの選手遠の宿舎と、

協会の事務センターおよび同役只諸室を包含する

建物であるが、特に選手強化のための体育施設は、

地域社会にも開放されることを前提としている 。

建物の敷地が限られており、体育館施設はその平

面積を充分に取るため最上階に設け、 2 棟のビル

の上にまたがらせた形を取らざるを得なかった。

この発想、の基に、半地下ノマーキング、 1 階ノ マーキ

ング、中央ロータリ一等の計画が、全体として建

物に造形的独創性をもたらすことになったと思っ

ている。

体育館のシリンダー状の屋根は、球技の弾導を最

も有効に受け入れられる形状であり、また観覧席

は可動で、完全にしまい込めるコトプキロールパ y

クスタンドを用いた 。小さいが、テニス ・ノ〈スケ

γ トポール等に有効に用いられる、魅力ある体育

館が出来たと思っている。

また音響的には、かまぼこ型ドームは非常に不利

であるが、 l吸音材やスピーカーの配置等を苦心し

て、音響的にもまあまあの状態にな ったと 思われる 。

外観の仕上げは、外壁タイルの白色にコントラス

トを与える、僅かな真紅と金属部のつや消シルバ

ーを用いたが、新鮮なイメージが造れたと考えて

いる 。

正面突き当たりロビー壁面は、岩田糸子女史にデ

ザイ ンして裁き、水のしぶきのま軍きをロビー一杯

に広げ、この建物に近づく人々に印象を強〈与え

て い る 。 ( 森 京 介 )

外噌: 磁器f UイJ レ鮎り

li 十J-l: ..l' i 色ステ ンレス徽J . loき

ＺｾＮ ＺＮＮｬＧ ｪ｀ＮＷ Ｉ レミ製サ ［ｴＯ

撮 影 : 河 野 豊

配置図 ・1階平面図 (1 ・800)

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 新 北 島8丁目 1 - 6 0  

敷地面積 2，808. 42m'  

建築面積 1，319 . 67m'  

延床面積 7，OI 7 . 61 m'  

構 造 規 模 S R C ( 一 部 5) 8 1 、6 F、Pl

工 期昭和 ＵＶ 年 Ｕ 月ｾ昭和 ＵＸｾ 手 Ｔ 月

最 寄 駅 地 下 鉄四 ツ橋 線 住 之 江 公 園 駅 下 車

ニュートラムに乗り換え平林駅

体 育 館 ( 6F)  

断面図 (1 ・800)



同和火災海上保険株式会社千葉支庖

設計監理 赤松菅野建築設計事務所

施 工 地 崎 工 業

所 在 地 千 葉 県 千 葉 市 神 明 町542ー 1

敷 地 面 積 1，122 . 0 0 m'  

建 築 面 積 366 . 30m'  

延 床 面 積 1，993 . 90m'  

構 造 規 模 5 R C、6 F  

工 期 昭 和57年 8 月 ~ 昭 和58: 年 5 月

最 寄 駅 国 鉄 千 葉 駅

一 一 一 一 一 」

外観正面( 外段 ・47f1j2丁品トタイノレ I!品、アノレミ製カーテンウ方 - J L' : I正解消色i. l : 七、熱線反射ガラス⑦8 % 艮J ニアス7 アルト 防水( 歩行flll 経: ，: :コンク リートドl' え、 一部アス7 アルト 係: J j 防水)

撮 影 5 S 東 京



るため白色の47角二丁掛タイルでまとめた。

平面計画では建物の持つ特性、すなわち県下の

起点であり、将来の営業拡張により事務スペー

スの培大と変化に対応するために、ダブルコア

形式の無柱EE聞の事務室をつくりあげ、平面グ

リッド を 1. 8mとし、照明、空調等もシステム

化を計り機能的に処理した。

(加藤慶二/ 赤松菅野建築設計事務所)

に多〈樹木を植えることにより周辺環境を鐙備

し、また 5 階フロアーは市民ホールとして開放

されている 。

外装は事務空間に出来得る限りの自然光を得る

ために全面アルミカーテンウオールガラス貼と

し、サンコントロール性能を考慮し熱線反射ガ

ラスを採用した 。

両サイドのコアの仕上は明るい社風にマ ッチす

千葉市街地の南西に位置し、千葉港の埋立地を

走る国道14号線に面する敷地は何か砂漠のよう

に殺伐とした環境である 。千葉支庖は県下の営

業業務の起点としての機能を持ち、地域社会に

聞かれた空間、施設を有する建物をクライアン

トと共に求めた 。

配置計画においては、敷地北西部に建物を配し

南西中央部に駐車スペースを設け、敷地周辺部

穆 楊ヨE

花壇

2

階

平

面

図

0 5 t O( m )  ⑧ 

配置図・ 1 階平面図

主な協力業者 ( 50音順)

石 佐 藤 石 材 141 東京郎品川区大崎トト14 百103- 491- 0101  

鉄 骨 新 興 産 業 136 東京都江東区大助5- 34- 7 T，I  03- 681- 9116 

昇降機設備 東 芝 エ レ ベ ー タ ー 販 売 105 東京都港区虎ノ門 1- 23- 7 在103- 595ー 1031

タイル 美 創 タ イ ル 176 東京郎練. 1 . 1&区小竹町1-36 T，I ω - 958ー 7251

硝子 力 ガ ト ラ 硝 子 160 東京都新宿区北新宿 4 - 3 4 - 14  T，I  03- 371 - 8 511 

電気設備 山 陽 電 気 工 事 102 東 京 都 刊t 悶区二番町 9 T，I  03- 265- 6187 

金属製建具 神鋼ノース ロップ 104 東京都中央区京繍 2 - 1  - 2  T<I 03- 278べ∞7

空調衛生設備 東 芝 空 調 101 東京都千代田区神田須郎町2- 2日 制 03- 257- 5580

左 官 真 下 建 材 興 業 170 東京加盟品区県明 5 - 16- 7 叩 03- 918- 6576



- 写真と 概要をど しどしお送 り下さ い。

九例 a . 所在地 d . 敷地面積 C . 建築面 積 d . 延床面 積 e . 構造規模

1712 あ す け 地 域 消 防 組 合 消 防 庁 舎

設 計 ・ 長 谷 部 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 石 田 組

a . 愛知県東加茂郡足助町大字桑田和

b . 8，696m'  

C .  666m'  

d .  1，09I m'  

e .  R  C 、 2 F  ( 訓 練 熔 P 3 )  

f . 昭和56年 8 月~昭和57年 3 月

1715 足 助 町 立 足 助 保 育 所

設 計 ・ 長 谷 部 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 啓建 設

a . 愛知県東加茂郡足助町大字岩村i

b .  1，716m'  

c .  661 m'  

d .  636m'  

e .  S.  1  F  

f . 昭 和57年 9 月~昭和58年 3 月

〆

1718 ｾ 柑八神製作所名古屋分室
設 計 . 野 口 良 一設 計 事 務 所

施 工 : j真柄 建 設 名 古 屋 支 庖

a  名古屋市名東区4昔日町大字上社

b .  357 .  13m'  

c .  210 .00m'  

d 目 1，00001'

e .  R  C 、 B 1 、 4 F  

f  昭和57年 i 月~昭和57年 8 月

g . 地下鉄上社駅

18 挫築と社会/ 1983年 10月号

1713 学校法人事直学園南館・

名古屋電気通信工学院高等部

設 計 : 三 共 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 熊 谷 組 名 古 屋 支 庖

a . 名古屋市熱田区図書町 3 丁目 1 ー 15

b .  1，799 .3I m'  

c .  1，553 .  78m'  

d .  7，622. 12 m'  

e .  S  R  C 、 8 F  ( 1音119 F )  

f. 昭和56年 7 月~昭和57年 5 月

g . 地下鉄名城線熱回f¥l J 馬町駅

1716 学校法人いづみ学園砂川第二幼稚園

設 計 A . R .  I 建 築 事 務 所

施 工 : 村 本 建 設

a . 大阪府泉南市新家4527- I  

b .  2，659 .62m'  

c .  638. 88m'  

d .  980. 62m'  

e .  R  C 、 2 F  

f  昭和57年 9 月~昭和58年 3 月

g . 国鉄阪和総新家駅

1719 知 多 市 立 岩 村 野 外 教 育 セ ン タ ー

設 計 : 長 谷 部 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 佐藤 工 業 名 古 屋 支 庖

a  岐阜県必司 ＱＱＱｾＱ 岩村町高松 ＴＸＲ

b .  48，21401'  

c .  921m'  

d .  91l m'  

e .  S  ( 屋外使所W)

f . 昭和57年 10月- 1昭和58年 3 月

1714 福 徳 相 互 銀 行 巽 支 庖

設 計 : 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : フジタ 工 業 大 阪 支 底

a . 大阪市生野区巽北 4 下目 81- 1  

b .  550. 62m'  

c .  259 .33m'  

d. 502 .05m'  

e .  R C 、 2 F  

f . 昭和57年 7 月~昭和57年 11月

g . 地下鉄千日前線北巽駅

1717 サ ン パ テ ィ オ II

設 計 ・ 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 金 山 工務 局

a  吹田市江坂町 1 丁目 18 - 3 .  18- 4  

b .  1，430. 32m'  

c .  857. 89m'  

d . 4 ，284. 67m'  

e .  S  ( 一部 R C ) 、 B I 、 4 F  

f. 昭和57年 2 月~昭和57年 12月

E  地下鉄御堂筋線江坂駅

1720 上 新 電 機 王 寺 庖

設 計 ・ A. R.  1建 築事 務 所

施 工 ・鴻池 組

a . 家良県北必城i刊i王 寺町王 寺2丁 目3463- 2 ，7

d . l ，858. 00m'  

c .  556. 19m、

d.  1，042. 52m'  

e.  S 、 2 F  

f 、昭和57年 8 月~昭和57年 12月

g . 国鉄関西線王寺



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 8 7  

新設・浄化槽? 去の経緯と内容( その 2 )  

4  . 浄 化 槽j去の要綱 ととした。ただし、当該浄化槽に闘し 、建築基準法の

規定による建築主事の確認を申配iすべき場合等におい

1  目 的 (第 1 条関係) ては、この限りでないこととした。

この法律l立、浄化槽の設置、保守点検、消婦および (2) 都道府県知事は、 (1) の腐出を受理 L た場合にお

製造について規制するとともに、浄化糟工事業者の登 いて、当該届出に係る浄化槽の設置または変更の計画

録制度および浄化槽清掃業の許可制度を務備し、浄化 について、その保守点検および消婦その他生活環境の

槽設備士および浄化槽管理士のまを絡を定めること等に 保全および公衆衛生上の観点から改普の必要があると

より、浄化糟によるし尿等の適正処理を図。) 、生活環 認めるときは、( 1 ) の届出が受理された日から 21 日 ( 認

境の保全および公衆衛生の向上に寄与することを目的 定を受けた型式に係る浄化滑については、 10 日) 以内

とすることとした。 に限り、その届出をした者に対し、必要な勧告をする

2  . 定 義 (第 2条関係) ことができることとした。たfごし、次項の特定行政庁

この法律において、浄化槽とは、便所と ill 給してし の権限に係るものについてはこの限りでないこととし

尿をまたはし尿と併せて雑排水を処理し、下水道法に た。

規定する終末処理場を有する公共下水道以外に放流す (3)  特定行政庁は、 (1)の届出を受理した場合におい

るための設備または施設であ って、同法に規定する公 て、当該届出に係る浄化楠の設置または変更の計画が

共下水道および流域下水道並びに廃棄物処理および消 当該浄化槽の精進に附する法律並びにこれに基づく命

婦に| 到する法律に基づき市町村が市町村の区域におけ 令および条例の規定に適合しないと認めるときは、 (2)

るし尿を処理するために設置したし尿処理施設以外の の期間] 内に限り、その届出をした者に対し 、当該届出

ものをいうこととした。 に係る浄化槽の設世または変更のSi 固め変更または廃

3  . 浄 化 相 に よ る し 尿 処 理等 ( 第 3 条関係) 止を命ずることができることとした。

(1)  何人も、下水道法に基づく公共下水道および流 (4)  (1)の届出をした者は、 (2)の期間を経過した後で

域下水道並びに廃築物の処理および消婦に l刻する法律 なければ、当該届出に係る浄化精工事に着手してはな

に基づくし尿処理施設で処理する場合を除き、浄化槽 らないこととした。

で処理した後でなければ、し尿を公共用水戚等に政流 6  . 浄 化 槽 の 設置 後等 の 水 質 検 査 ( 第 7 条関係)

してはならないこととした 。 新たに設置され、またはその精進もしくは規模を変

(2)  浄化糟を使用する者は、浄化憎の機能を正常に 更された浄化槽については、その使用開始後 6 月を経

剥主持するための浄化憎の使用に l刻する厚生省令で定め 過した日から 2 月間に、厚生省令で定めるところによ

る準日IJ をi墨守しなければならないこととした。 り、当該浄化槽の所有者、占有者その他の者で当該浄

4  浄 化 槽 に 関 す る 基 準 等 (第 4 条関係) 化槽の管理! について綿限を有するもの ( 以下「浄化槽

(1)  浄化相の構造基準に関しては、建築基準法並び 管理者」という ) は、厚生大臣または都道府県知事が

にこれに基づ く命令および条例で定めるとこ ろによる 指定する者 ( 以下「指定検査機関J という ) の行う水

こととした。 'i'l に| 渇する検査を受けなければならないこととした。

(2) 建設大臣は、浄化糟の綿i立基準を定め、または 7  . 浄 化 槽 管 理 者 の 義 務 ( 第 10条関係)

変更しようとする場合には、厚生大臣に協議しなけれ (1)  浄化槽管理者は、厚生省令で定めるところによ

ばならないこととした 。 り、毎年 l 回 ( 厚生省令で定める場合にあっては、厚

(3) 浄化槽工事の技術上の基準は、厚生省令 ・建設 生省令で定める回数) 、浄化槽の保守点検および消掃を

省令で定めることとした。 しなければならないこととした。

(4) 都道府県は、地域の特性、水域の状態等により、 (2) 政令で定める規模 ( 501人以上) の浄化憎の浄化

(3) の技術上の基準のみによ っては浄化槽工事に伴う生 僧官: 選者は、厚生省令で定める資格を有する技術管理

活環境の保全および公衆衛生上の支障を防止し難いと 者を置かなければならないこととした。

認めるときは、条例てー浄化糟工事の技術上の基準につ (3) 浄化糟管理者は、伶化糟の保守点検を条例lて' 浄

いて特別の定めをすることができることとした 。 化11/Iiの保守点検を業とする者の登録制度が設けられた

(5) 浄化槽の保守点検の技術上の基i . VJ は、厚生省令 場合には当該登録を受けた者その他の場合には浄化柁i

で定めることとした。 包・理士に、または浄化槽の消締を浄化槽消掃業者一に委

(6)  浄化楠の消婦の技術上の基準は、厚生省令で定 託することができることとした。

めることとした。 8 定 期 検 査 (第 11 条関係)

5  . 浄 化 槽 の 設置 等 の 届 出 、 勧 告 お よ び 変 更 浄化機管理者は、厚生省令で定めるところにより、

命 令 (第 5 条関係) 毎年 1 回 ( 厚生省令で定める浄化槽については、厚生

(1) 浄化槽を設泣し、またはその椛造もしくは脱様 省令で定める回数) 、指定検査機関の行う水質に l刻する

の変更をしようとする者は、厚生省令 ・建設省令で定 検査を受けなければならないこととした。

めるところにより、その旨を告 ＱＱ 滋府県知 Ｉ ｊｾ (保他所を 9  . 浄 化 槽 の 型 式 の 認 定 (第 4 章関係)

設協する市にあ っては、当該市長。(2)、17(1)および(2) (1)  浄化糟を工場において製造しようとする者は、

並びに 18において同じ ) および当該知事を経由して特 製造しようとする 1判じ槽の型式について、建設大臣の

定行政庁( i l l 築主事を置く市町村の長、その他の場合 認定を受けなければならないこととした。ただし、試

は都道府県知事をいう ) に原け出なければな らないこ 験的に製造する場合においては、この限りでないこと

とした 。

(2) 前項の認定は、 5 年ごとに更新を受けなければ、

効力を失うこととした。

(3) 建設大臣は、 (1)の認定の申鯖に係る型式の浄化

槽が、建築基準法およびこれに基づく命令で定める浄

化槽の構造基準に適合すると認めるときは、認定をし

なければならないこととした。

(4) 建設大臣は、 (1) の規定により浄化燃の型式の認

定をしたときは、その旨を厚生大臣に通知するととも

に、官報に公示しなければならないこととした。

10 浄 化 槽 工 事 業 者 の 登 録 等 ( 第 5 章関係)

(1) 浄化槽工事業を営もうとする者は、当該業を行

おうとする区域を管絡する都道府県知事の登録を受け

なければならないこととした。ただし、建設業法に規

定する土木工事業、建築工卒業または管工事業の許可

を受けている建設業者については、この限りでないこ

ととした .

(2) (1) の登録の有効期間は、 5 年とすることとした。

(3) 建設大臣は、浄化槽工事業者の受録に関する建

設省令を定め、または変更しようとする場合には、厚

生大臣に協議しなければならないこととした。

11 . 浄 化 槽 設 備 士 の 設 置 等 ( 第29条関係)

(1) 浄化槽工事業者は、営業所ごとに、め化槽設備

士を ill かなければならないこととした。

(2) 浄化糟工事業者は、浄化槽工事を施工するとき

は、これを浄化槽設備士に実地に監督させ、またはそ

の資絡を有する浄化槽工事業者が自ら笑地に監腎しな

ければならないこととした。

12 . 浄 化 槽 清 掃 業 の 許 可 ( 第 6 章関係)

(1)  f.f t化糟消掃業を営もうとする者は、当該Z誌を行

おうとする区域を管轄する市町村長の貯可を受けなけ

ればならないこととした。

(2)  (1)の許可には、期限を付し、または生活環境の

保全および公衆衛生上必要な条件を付することができ

ることとした。

( 浄化憎から引き抜いた汚泥、スカム等の収集、運搬

については、現行法どおり廃事長物処理法第 7 条の許可

を必要とする )

13 浄 化 槽 設 備 士 免 状 お よ び 名 称 使 用 制 限

(第42条および第 44条関係)

(1) 浄化槽設備士免状は 、次の各号の(1)に該当する

者に対し、建設大臣が交付することとした 。

①浄化槽設備士試験に合格した者

②建設業法に基づく管工事施工管理に係る技術検定に

合絡した後、厚生省令で定めるところにより厚生大臣

および建設大臣が認定した講習会の諜筏を修了した者

(2)  f!ft 化槽設備士でーなければ、浄化槽設備士という

名税; を用いてはならないこととした 。

(3)  厚生大臣は、 (1胞の厚生省令を定め、または変

更しようとする場合には、建設大臣に協議しなければ

ならないこととした。

14 . 浄 化 槽 設 備 士 試 験 (第43条関係)

(1) 浄化槽設備士試験は、浄化槽工事に| 刻して必要

な知減および技能について、建設大臣が行うこととし

た。

(2)  建設大臣は、厚生大臣および建設大臣の指定す

る者に浄化糟設備士試験の笑施に関する .. Jq;去の全部ま

たはー苦11を行わせることができることとした。

(3) 浄化槽設備士試験の試験科目、受験手続、浄化

糟設備士試験委只等に関し必要な事項は、建設省令で

定めることとした。

(4) 建設大臣は、 (3) の建設省令を定め、または変更

しようとする場合には、厚生大臣に協議しなければな

らないこととした。

(大阪府建築指導謀段備係 森田 通)

浄化柵法の袈綱のつづきは次号に掲載します.
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リベ、ットノレーフF L工法は、従来、 直接接着剤で、防水シートを下地に貼りつけていたの

E E に比べ、絶縁シートを置 敷きし、 F Lプレートをピス固定、その上にF Lシート( 防水シ-

J ト) を特殊溶剤で完全 溶 着する全く新しし、「浮かし張 り工 法」。施工 がよりスピ一角 に

確 実に行えます二

下地選iます

下地の状態、含水率に関係なくいっても施工

できまする

リベットルーフ F L工法施工図

工 期 短 縮 下 地 層 の 撤 去 養 生 な ど の 工 程 は 一 切 不 要 で主

経細9下 地 の 撤 去 処 理 経 費 接 着 剤 が 不 要 で主

完全溶着? 長官主私立12Z273f

FL.トト; 謀長L211誌 が 抜 群吋

。山出興産額

本 社 干 564 大 阪 府 吹 田 市 江 の 木 町24番 10号

合 ( 06) 385- 1261附

東 京 営 業 所 f i (03)  432- 8431 
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掲載実例見本 ( S = 4/5)  

関誌謀総襟盤 生 島道春 著

初心者のために，複雑な積算業務を，

具体例に即して分りやすく説く入門書

1.  建築積算とは ・・ーそ の歴史と役害I j

2. 建築積算の基礎知識・・ その目的と種類

3， 建築積算作業の準備と手II[ 夏 - 心構えとチ ェ y クポイン卜

4. 建築数量「積算基準」の要点目・・・ その詳細な解説

5  土工・地業 . ｾ巨体の建築数量算 出 ・・・拾いまとめの要領

6  仕上げ関係の建築数量算出・ ・注意事項と計算 ・集計の方法

7. 内訳明細書の作製・・・ 田その詳細な記載の一例

8. 仮設工事の積算の要点・・・・ 分類と 内訳

9.  建築積算と施工監理・建築設備・・・ 田そのかかわり

付「諸経費の分類項目 J r建築積算関連用語と解説」

A 5判， 160頁，定価 1300円

6学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 会 075-343-0811



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 .Ko.I 05)  

大 型 美 術 陶 板

. はじめに

大塚オーミ陶業側は、大塚グループの一社で、昭

和40年よりセラミ ックの新技術開発の研究に取り

組み、長期にわたり研究を続け世界最大の大型陶

板の商品化に成功した 。

大型陶板の製造技術については、日本のほか、英

国、フランス、西独、カナダ、イタリア、オース

トラリア、スェーデンの 7 ヶ国にて特許を取得し

ている。この大型陶板の用途をどの様に生かすか

調査研究の結果、アートの世界に展開する方針を

たて、さまざまな表現技術や利用方法の研究に取

りuんて。きた。

近年、建築界では文化振興の一環として、建築物

の中に壁画、モニュメント等を被極的に取り入れ

る大勢にあり、文部省では国立大学の施設にその

ために建築資の 1 %を組み込めるようになり、小

学校、中学校にも奨励している 。 また、都道府県、

市ても美しい町づくり、文化娠ｾとしてその土地

に合った作品づくりに熱心に取り組んでいるとこ

ろが多い。民間の建築物でも一般の芸術理解のレ

ベル向上に伴い、建築の機能面だけて荷なく意匠部

にも予算を組み込むようにな ってきた 。

大塚オーミ陶業附は、このような環境の中で壁画

の分野で大型陶板の特色を生かして、全国各地の官

公庁や民間の建築物あるいは外国の建築物等を対

象に、古典の模写陶板、作家のオリジナル作品等、

大和絵から日本画 ・浮世絵 ・錦絵 ・盤絵 ・油絵 ・

水彩画- 現代版画 ・レリーフ・現代揃象作品 写

真拡大転写 ・古地図 ・案内図等あらゆる分野の作

品を製作施工をしている 。

美術陶板の製作にあたって、焼きものの素材感を

生かし、紙や布に描かれた原画をやきものに再創

造することにより、つづれ織と同様単なる模写に

終らず7 J IJ の作品として評価を得ている 。

国外でも毎年のように作品の展示会を行な ってき

ているが、国の援助で研究開発されたのかと質問

を受けることもあり年々関心が高まってきている

という 。アメリカ展の縁がもとで、ポ ップアート

の旗手 ロパート ・ラウシェンパーグの作品を H下年

完成させ今年 2 月東京 ・京都にて発表展を行 った。

彼はアメリカのピカソとも称せられて写真の転写

をコンパインした作品等に取り組んでおり、昨年

7 月中国からの帰りに信楽工場へ立ち寄り、その

場て命I j 作意欲にかられて、いきなり構想、を繰り、

制作に取り組み出したという 。以後、彼は 2 回に

分けて通算40 日にわたり、工場で制作に日夜村魂

をかたむけ、 12月初めに巨大な作品群を完成させ

た。工場では 20人のスタッフが 4 ヶ月間従事した

大塚オーミ陶業株式会社

東京支庖 東京都千代悶区神田司町 2 丁目 9 番地 T E L 03- 292- 0021 

工 場滋賀県甲ｾＱｬＱ Ｑ 信楽町大字枠原字寺谷 ＹＲＶ 番地 ｔｅｌ 07488- 2- 3001 

が、彼の制作態度に数多く教えられることがあ っ

た。ラウシェンパーグ展開催にあた って、駐日ア

メリカ合衆国大使7 ンスフィールド氏より、文化

と国を越えた芸術的協力に対しメ ッセージを受け

ている。

その後、ラウシェンノ〈ーグのことを聞き、フラン

ク ・ステラとサム ・フランシスが訪日中に信楽工

場を見学している 。

圏内にとどまらず国外にも輸を広げ、新しい課題

に挑戦し、六古祭の一つである信楽で、より良い

型美術陶板の製作研究に励んでいる 。

・ 特 長

l  サイズが大きい 。

最大寸法が 600%幅 X 3000%長さ X 20拍厚さ

または 900%幅 X 2500%長さ X 2 0 %厚さ

の陶板のため、継ぎ目が最小限になり、標準階で

は床から天井まで l 枚で可能。従来の陶板は、 500

%X 5 0 0 %程度が限度。

2  続き上り精度が良い。

1 枚の精度が、幅、高さ共に 2 %の誤差範囲。 目

地は突きつけで 1 %程度。従来の陶板は、焼きをE

いのため 10 - 15 %程度の白地を取るのが無難。

3  表現手法が笠宮である 。

(1 ) 色の桟類が多い 。

数千種の粕薬の中より選択して最適の色を使用で

きる 。

(2)技法が多い。

手描技法、シルクスクリーン、薄肉レリーフ技法、

転写技法、*lit問5技法、上絵付技法等。古来の焼き

ものの技術を取り入れ、最新の機株と熟練により

極々の技法を駆使できる 。

4  古車工が簡単である 。

工場で陶板に金具を取り付けたユニ ントを別図の

ように乾式金具取付方式で施工する 。現場作業が

短縮され、改装時の移設も可能である 。 また〈体

の亀裂や地震にも対応できる 。

5  経験がｾＧＦ［［である 。

製作実需 ｾ Ｇ ￭ が数百例におよび作家のオリジナル、以

写、大塚のデザイン音11門等の資料が蓄積されてい

る。 また作家の紹介や著作権の許可手続の代行も

している 。

6. 変色しない 。

タイルと 同様色あせがなく、風化しない 。高温焼

成のため、メンテナンスが簡単で、刷毛、布等で

掃除できる 。

田 製造法

基本的には陶磁総の製造方法と問機である 。

原料調会 ( 長石、陶石、 粘土等)

成 ↓ 型

素 ↓ 焼

( iR式成型のため強い)

(  120 0 - 1300"C 焼成のためタイルと同

等の物性を有する )

施 . f由

絵 4 付

本 ↓ 焼

上 絵 付

仕上:焼成

↓  

金具取付

施 ' 工

. 施工法

( ベースの粕薬をかける )

( 原画に基づき位々の技法で仕上げる )

(  1200 - 1300"C ガス焼成のためやきも

のの味が十分表現できる )

( 金、銀、転写等特別色の絵付にて高

級仕上げをする )

( ' 1 屯気炉にて精巧に仕上げる)

( F  R  P てψ装打中ils虫、取付金具をつけ

てユニ y ト化 )

( 責任施工)

壁面標準取り付けイ士機断面図

D6 略取り付け用銀仮〈畏穴{寸) 行1

間仮上下に各 2校 " - "  

合計 4点で取り付け ② 

2)9)<ホールインアンカー

]) 6 %取り付け悶銀仮(長穴付)

陶仮上下に包 2校

合計 4 点で取り付け

②充煩用金物 ( 平板)

壁画の浦正周

ｾ Ｙ ＱＧホー ｊ レインアンカ

ｾ 額ブチ

ｬＩ ｾ ヨッピングスヲリュ ﾭ

S 伺仮

9) 2.0 %F R P  

1骨38x38x 1. 6角パイプ

196  P カーJレプラグ

ｉｾ 下端部下 ｉ 也 槻

ｉｾｏｘ＠ 6ナット付フラットパー

殴り付け用ナット 101'

(正面より取り付け)

ゆアジャストボルト

ゆ9.0ベニヤ ヲロス貼り

⑨額 ブチ

50x50x6 

アングJレは取り付け後搬去

. 施工実績の一例

0 滋賀県庁別館 ( 野崎一良作、母なる刈! J )

0 京都市社会教育総合センター

( 重文写し、治中治外図 )

0 神戸国際交流会館 ( 木村光佑作、能面 )

o 大阪大学 ( 扉風写し、大阪市街図 )

0 大谷大学 ( パース、旧校舎図 )

0 大津市図fb館 ( 厚手風写し、近江名所図 )

O ホテル日航大阪 ( 大坂祭礼図 )

0 神戸ポートピアホテル (扉風写し、南蛮厚手風)

0 京都センチュリーホテル ( 能衣装写し )

0 長浜歴史民俗資料館 ( 長浜曳山祭)

. 今後の展開

大型陶板を開発したプロジェクトチームはさらに

極簿陶板の試作に成功し、 500%X  500% X  3 怖の

超薄型の陶板による建築の不燃化に貢献するべく

新製品の協l発をすすめている 。

建材委員/ 松 本 英 良 (側竹中工務応設計部)

控築と社会 ハ983年 10月号 21 



読者の頁

ア メ リ カ 建 築 巡 礼 記 そ の 10 ノ¥イヤットレージェンシー ( ダラス)

小竹達也/ "11和設計

私がダラスに着いた時、まずその stri ki ng な外見 らせるのです。それはスカイスレ パーの建ち並

で目を引いたのがこの建物でした 。外装を全面ミ ぶダウンタウンの偉容をパ ックに遥かハイウェイ

ラーガラスで被い 、幾つかに分節i化されたマ ッス からも眺められ、まさにタラスのシンボルマーク

が広漠とした街外れのランドスケープをパ ックに 的存在と言えるでしょう 。

雄然、と青空に向かつて立ち上がります。燦然と銀 この手際の良さ、そしてありとあらゆるものを投

白色に輝くその巨大な壁面に写し出される白い雲。 入して出来上が ったアメリカ物質文明の牙城、そ

建物の単純なシルエ y トと共にストレートな外観 の圧倒的な迫力に感嘆しつつも、ある! 剖裂を禁じ

表現。それらは一見して了解可能であり、単純で与 得なか ったのも事実です。つまり 、こ の種のシロ

はあるが、それ故に普通的で否定し切れない原初 モノが最新鋭で、巨大スケールであり、かつ務沢

的な効果を持つ意匠だと言えるでしょう 。 しかし であることが単純に普いことであるとする価値観

それだけではありません。傍らに建つタワー、こ をそのまま反映して、出来上が っているような気

れが打放しコンクリートという荒々しい材質! 惑を がするのです。そしてそれは当然それらの願望を

そのままに、三本の同筒裂の関l で立ち、その頂き 十分に満たしているのですが、またそれ以上のも

にはジオデシ y クドームの冠を戴き、その形態は のでも有り得ないということです。

直線的で作j らかな熱線反射ガラスの外装とは対象 恐らくアメリカ文明においてはど、先取性 ( progr-

的に、ダイナミ ックで曲面的かつメカニカルであ essi vi sm) 、斬新さ ( broud-ne w ) 、偉大さ ( great -

ります。 この対比的なエレメントの導入により、 ness) 、豊かさ ( ri chness ) 等の価値基準が、人間

前述の単純さという印象は希釈され、残るはそれ の建設的行為に対する報酬として満足を約束する

ぞれの明快な視覚的効果の相釆作用による印象の ものと信じられ、またそのための笑践を行な って

増幅とい ったことになると 言 えるでしょ 7 。 きた所はないと思います。 そしてそれらのアメリ

さらに建物内部に入るとそこは何十層分も吹き抜 カ人一般の持つ価値基準がこの種の商業建築にお

けた巨大なアトリウム 。フライイングデ y キが何 いては大衆にアピールする共通言語として、その

層も掛け波され、その中を展望エレベーターが上 意匠を支配していると見ることができないでしょ

下する ー…・・。今ではよく用いられる手法ですが、 うか 。

期待を裏切らない演出効果という点では十分です。 そしてそのことを納得した上で、そ の磁の願望に

さらに加えて夜ともなれば¥先程のジオテシ ック 対し見事に、ダイレクトに答えうる技量をどう評

ドームの各接合点に仕組まれたライトに灯がとも 価するかということは、また別の問題なのかも知

り、それが夜釜に巨大な球形の星座を浮かび上が れません。

可ムのらくがき砂募集

0 7 イトルを i直当におつけ< 1: 害、、. またスケ y チ場所主どを宮的

て 2∞ 下NI ! l ' のコノントをつけて下さ L 、.

。サイ X は 150X200 ，リ位皮肉白紙に. できるだけ県インキて'1普い

たものとします. ( ハガキ大でも差しっかえありません J

0 1品維分には規定町稿料をさしあげます . fff. H'J としてスケ y チ向原

f高円退却はいたしませんが. 返却1I; i製の場合はその骨特記下さい.

0 氏名、住所. 版業、年併を明記して(ω 日本挫築協会編集部前i お送

リ下さい.

海外工事のワンポイント その 3

気 をつけたい 横 文 字の使し 瓦方

るようです。あるプロジェクトでのネゴ中のーコ ますが、決められた金額との関係はあまりありま

? を紹介いたしましょう 。 せん。商業用語で使われる為替のいオプション 波

乾 哲 / 消 水 建 設設計計画部海外諜

「ここは日本ではありません。 シンガポールて、す。 し' とか ホオプション 付歴丹波し " を時間の選択

もしインターナシ ョナルに仕事をされる のなら、 が顧客側にあるという意味で使われています。 ど

言葉をインターナショナルに解釈して下さいJ うやら施主側にうまくかわされたのかもしれません。

れOPTION" とい う言葉をめぐ って施主からこん ホOPTI ON砂に限らず、最近日本人は横文字を平

な指摘を受けました 。 気で日常生活の中で使 っていますが、娘本的な窓

我々はTENDER の際、事務所の基準11皆のテナン l床を型解せずにそれを使うのは少し危険です 。特

ト間仕切について、オプシ ョンとして小分割が可 に国際的な場所では十分注意したいと思います。

能な笑を提案しました 。 コストは当然、 addi ti onal なん となく使 っている 言葉がち ょっ としたニ ュア

cost としてです。然しなが ら、地主の解釈は、総額 ンスの迎いで大きな問題に発展する場合もありま

の中での 、OPTI ON" J'! fJ ち、決 った金額の中で す。先日、同じ施主から、打ち合わせ記録に告か

自由に選択出来るという意味のようでした 。我々 れた やS AMPL E" の言葉について、それをやE

日本人がよく使う 、OPTI ON " は、専の「 オプシ X AMPL E" に訂正する線指示 がありました 。わ

ヨン部品J や、海外旅行の 「オプシ ョン ・ツアーJ ずかなニ ュアンス の追いが施主の記録の 中では大

等で、いずれも addi tional  cost が条例ーで、決し きな意味があるようです。

海外工事の場合、契約とかネゴの場に設計者が参 て総領の中で自由に選択出来るものではありませ 契約書ーや ｌｅｔｔｅｒ 等公式のＺ｡ＺＺｾｻにＧＱＱＧＨれていない

加することが多々あります。建築に| 刻する専門用 ん。待合を調べてみても、 「選択権 ・選択の 自由 ・ 我々日本人にと って、海外工事の場合、特に気を

語はある程度知識はあるのですが、その他の分野 特権」という訳が多< i定め られた時閉め中での つけたいこと の一つ です。

になりますと、いろいろその使い方で問題も起こ 選択」という解説 ( ウェブスター大辞典) があり

22 他 築 と社会 / 1983年 10月号
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ニュース原稿をお送りください。

フラー( 7  f t . ) の 3 人であり、前述した秘密の鍵

が創造される様子を 神秘的に 描いている。図形幾

何学の解説呈? というよりは、著者の仮説や思いつ

きを大胆に述べた本である。それだけに、 「四角

四面のアリストテレス家j の子孫たちに反旗をひ

るがえす建築家やデザイナ一、あるいは コンビュ

E重曹ヨ とをおすすめする。われわれが知らなかった月の ータ ・グラフィックスに興味を持つ人たちが、 造

か た ち と 空 間
実態を「アポ ロJ が案内してくれたように、われ 形アイディアを開発するときに役立つ資料となろ

一 多 次 元 世 界 の 軌 跡 一
われ 3 次元人が見たこともない多次元世界の一隅 う。いずれにしても楽しい本である。

を、 図形化したり 、挟型化したりして、のぞかせ

荒木兵一郎 / 関西大学教佼
目 的 興 二 円 楽しましてくれる 。 目に見えない多次元世界を見

制IfU}J ，li 4. 800ドl

えるようにするには、その世界に入る扉の鍵が必

手にとれば、ーぺんに最後までページを繰りたく 妥であり、ここではその鍵を、 2 次元の多角形がい

なるそんな魅力のひそんだ本である。それという くつか集って 3 次元の多面体ができ、さらにその

のも著者自身が多次元世界の月下美人にとりつか 多而体がいくつか集って 4 次元の多胞体ができる

れてしまい、信仰に近いまでの信念でお題 g を崎 原理に置いている 。この鍵が多次元世界に入るた

えるとともに、今までは見たこともない不可思議 めの其の鎚かどうかについては反論もあろうが、

な造形作品をつぎつぎに呈示し、押しつけてくる 少なくともこの鍵は、古代から知られている賞金

からである。 分割とも関連しており 、黄金色に輝いていること

著者は幼児のころから数学模型を玩具として育ち、 だけは確かである。全体は「点 ・阿 ・天 ー ピ タ

それ以後40年間、来る日も来る日も幾何学図形を ゴラスの伝説」から始まり、 「超宇宙ーアイン

描くか 、桜型づくりをし、ついには多面体図学の シュタインの未来j で終る 16:1ii からなり、ギリシ

権威者にのし上り、神戸大学の図学但当助教筏と ャ時代からの図形科学の発展とこれからの未来を、

なっている 。最近は、顔まで姿形12面体、つまり 著者が永年かかって作りためた模型のカラー写真

中味のつま った 4 次元の起立方体に変形してしま で構成 ・表現し、それに関連する裏話を加えなが

ったそうで、 1jj : J ' [ . が解説図つきでカバー裂に掲)1& ら解説している。各窓の題名は例示したように、

されている。そして 4 次元世界の雪月花やノマンテ 暗憾に満ちたシャレたテ ーマに学者名が付されて

ィなどをキャンパス上に摘さ 、例展さえも催す粋 いる 。主役は多角形を持ったプラトン ( 2 章) 、

な男とな って いる 。何はともあれ、一見されるこ 多蘭体を持ったケプラー ( 5 :l;i ) 、多胞体を持った

東海だより 剛

圃 j 一 一 |

東 海 環 状 都 市 帯 構 想 一

い ( 11. 3%) ③国際交流の機会が少ない (7 .7%) このほか調査では、技術集積都市帯にふさわしい

交通網整備に強い期待ー

④工業の先端技術化が遅れている (4. 9 % ) など 機能をもつために、人材育成、研究開発、生産、

の )J頃である。 住、者11市の各機能と交通基盤の桜備が必要だとし

東海域状有11市常務備計画は、愛称を帆ひまわりプ 東海環状都市Ｇ府総 ｾｴ への期待度について て30の提案をしている 。なかでも「学園関連共同

ラン。といい 、名古屋を中心lこして岡崎、盟国 、 ①大いに期待 ( 49%) ②ある位度J t l I待 ( 36%) で、 手11用施設J r産業博物館J r国際交流センター」

瀬戸、多 ifi JL、閥、岐阜、大垣、四日市などの各 8 5 %の市町村が期待している。 のほか 、先端技術の普及、研究交流などを図る中

都市を東海環状向動車道で結び、それぞれの特性 今後伸ばすべき産業分野は 部先端産業開発センターの設立を、新たに提唱し

を生かし、学術研究機能、文化機能、第三次産業 。盈信 ・ ｾＡｉ子 Ｈ ＵＶ Ｎ ＳＥ Ｉ ② 精強機械 ＨＴＳ Ｎ ＰＥＩ ③自 ている 。

機能などを配置{ し、個性22かな都市群づくりを進 。ｾｊＺＡｉ関Ｚ￬ｬ主 ＨＳＰ Ｎ Ｓ ＥＩ ④工 作機械ロポ ッ ト Ｈ ＲＹ Ｎ ＶＥＩ

めようと 、中部圏の新い 、プ ロジェクトのーっと 等となっている。いずれにしても、この結果は「計 鉄線入りガラスに用いた乙種防火戸に

されるこの計画づくりが始まって、 l 年余、国土、 回づくりに此重なデータとなることだろう。 ついて

通産、建設、五g輪、 j品水の 5 省の聞で調査研究が 愛知県建築音11建築指導課長から次のとおり周知方

進められている 。 産 業 博 物 館 な ど 提 案 一 依頼があった 。

この計画づくりの中心である国土庁が行な って い 愛 知 県 環 状 都 市 計 画 で ー 建築基準法地行令110 号 2 項 6 号による建設大臣

た「東海 30Aの市町村アンケート調査J の結来が、 愛知県は、東海環状都市帯構想の盤備計画に、同 が個別認定した乙種防火戸としての防火性能を有

ニグ〉ほどまとまった 。

調査結果の主なものとしては、

(1)人口増加を求める市町村が過半数を占めた。

(2) 交通基鍛務官mへの要望が圧倒的である。

一一ーなどがあげられている。その他主な L のをあ

げると 、2幻11也!!

①環状万向の+ 斡卒線道路の型務完{ 制倫i桁ii (8釣9.5%)

②新国際空泌の建設 (59 .9%) ③都市附l幹線道路

の主主備 ( 34.5%) ④研究学図都市の建設( 同) など

である。

21世紀への地滅的課題について

①交通基盤終fiiij の遅h (52 .8 %) ②空港機能が弱

県の意向を反映させるため行った「愛知県におけ

る技術文化集積都市帯の箆備に| 掬する調査J の結

来を発表した 。

調査は、①県下の既存工業の新たな動き②新規工

業導入の可能性について 、企業へのアンケートな

どを行った。この結果に愛知県地方計画や既存の

データを重ね合わせて分析したところ、愛知県は

i製造業中必の地域てがあり、生産機能はほとんどの

業種にわたっていることがわかった。また先端産

業では、メカト ロニクス、 ニューセラミンクスが主

体だが、幅広い将来の産業開発の芥を持っており、

開発潜在力は高いとしている 。

さないものがある 。 また、一部認定内容と異な っ

た使用例が報告されている 。現在、例別認定の務

理、 見直しを検討中である 。

この措置がなされると 「鉄線入り板カラスを用い

て乙種防火戸となるサッシ J (現在は認定されて

いない。) が認定されるまでの問、鉄線入り板ガ

ラスを乙紐|坊火戸に用いることはできなくなる 。

したがって 拙世のあった日以降において鉄線入り

板ガラス ( 認定されたサ ッシを 使用するものを除

<  ) を 乙種防火戸としては使用できない。

組 築 と 社 会/ 1983年 lo n号 23 
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船 場 東 洋 ビ ル ( 1983年 6 月竣工)
設 計 大 林 組

施 工 大 林 組 ・ 銭 高 組 ・ 大 末 建 設 共同 企 業 体

シャッタ ー工 事 東 洋 シ ャ ッ タ ー

の東洋シャッター株式会社

大阪市東区両替町 1- 12 日生ピル窓口6(943)6571 東京都港区六本木6- 3麻布ビル窓口3(479)2911



| 設計者のプロフィール [J;j 関西の昭和生まれの建築家園

高口恭行
造家研究室

略 歴

聞 き 手 ・編 集 委 員 本 間 利 雄 ( 大 林 組)

プ ロ フ イ ー ル 撮影 島 修一 (S T UDI O A ・T )

生 年 月 日 昭 和15年 6 月13日(43歳) : f目 職 一 心 寺 住 総

出 身 地 京 都 市 j お も な 受 賞 国 際 競 技 訟 計7 イ ン ラン

段 終 学 歴 京 郎 大 学 大 学 院 修 士 課 程 ! ド・エスポー町都心、計画

昭和40年修了 :  佳作入賞 ( 1967)

戦 場 造 家 研 究 室 主 宰 ; 代 表 作 品 一 心 寺 日 想 殿 ( 大阪市 )

＼ｊｾ務所所在地 干 ＵＴＳ 大阪市天王 寺 区東Ｚ 枚方的町家 ( 大阪府枚方

間i $1 - 2 3  小俄ビル ;  市 ) 子供の家四恩学問

教 職 奈 良 女 子 大 学 助 教 佼 :  ( 大阪市 )

京都大学講師

一 心 寺 信 徒 会 館 日 懇殿 四 恩 学 園 天 王 寺 園 舎

出 量3 鈴 木 位 抽i 彩 新ill 築 般 向 満 男

共存の思想

大学時代、西山仰三先生のもとで務陶をうけ、近代建築の巨匠 ・コ

ルピユジェを敬愛する 。そんなみずからの設計態度を 評 して 、 「生

活の充実、いってみればプリミティブな機能主義がら一歩も出ない。

だから自分は芸術家だという感じはない」といいきる。コルビユジ

ェを敬愛するのは「圧倒的に うまい j から 。そしてなによりも、彼

のいっていることは納得がいくという 。世の コルビュジェ批判に対

しても、師匠は風土を考えて地域ごとにスタイルを考えるべきだと

いっているのに、世界Jの弟子たちは彼のスタイルをファ ッシ ョンと

してとり入れてしま ったと弁護する 。学生時代、なぜかフラ ッ トル

ーフがいいと教えられた 。 しかし「いざお寺を建てるとなると 、屋

根をフラ ッ トにすることはものすごくプレ ッシャーのかかることだJ

と、氏の代表作 ・一心寺田恕殿に話がおよぶ。パラペットを立上げ

るなんて思いもよらないという 。[ " プールのようなものを上につく

ってどうするんだ。中には仏様がいるんだぞ … ということですね」。

防水も、フラットルーフでは最善をつくしてもたかだか20年、 30年。

とても 300 年は無理。となるとどうしても瓦の方が明快だ。

「お寺の昔からの様式もいまや一種のファ ッション だという考え方

からすれば、既成のファッションに対して別のものでもいいんじゃ

ないか、ということになるんだろうが、それを変えるとしたらい機

能。 しかない j 。 そして「実は、このファ ッシ ョンという見方がい

しろ むの

ちばんやっかいな代物だJ と氏のポストモダニズム論を披露する 。

「姿 ・形の問題については、これでないといけないという話はないJ

と表現の多様化は否定しない。むしろ「それが硲かにいいという こ

とが論理的に説明され、歴史の流れじゃなくて ホ現在の生活砂のな

かで説明がつけば、それでいいと恩っ」と一応肯定しつつも、 「た

だ、それを一種の流行とか様式とかの理由てがパッととり入れるとし

たら、それはなんとも 」と、世の一部の風潮を批判的にみる。さ

る建築ジャーナリズム誌で、氏が近代建築復権の一翼を担う建築家

として位置づけられていることについても「ええ、あえて分類すれ

ば、ですね。なんといったって、 コルビュジェを尊敬しているんで

すから ( 笑い)J と近代建築理論への信頼はあつい。近代建築のイ牟大

な遺産を認めながらも、しかし、その過失については手きび しい。

もっとも共感できない部分は、、建物を消費材的にみる" ことだと指

摘する。[ " その点僕は、旧態依然として、建物は長持ちしないとい

けないと思い込んでいる」。 当初 、 回想殿の外壁はタ イル貼りにし

ようと考えていた 。 しかし、 「本堂を主人に例えれば、日想殿はい

わば嫁さん。その嫁さんが何年たってもピカピカ光っているのはお

かしい j と考えなおし、 「本堂と同じように風化していくのを狙っ

て、打放しコンクリートにした J 。

近代建築理論の洗礼をうけた氏ではあるが、 「僕は、自分の ことを 、

建物を論理的には構築できない男だと思っている J と、逆説的な表

現でもって自己を分析する。[ " 何かとりえがあるとしたら、優柔不

断だということですねJ 。 日想殿の設計期間がほぼ 5 年。その間何

をしていたかというと、 、、優柔不断にしていた H と笑う 。図面がで

きてもそれをじっと持っていて、問題点を思いつくと、そのつど設

計変更を繰返していた。[ " いろいろな問題が次々と出てきても、僕

はそれらを切捨てることができない。パサッと切るのが非常にへタ

だ。だから、なんとかつじつまを合わせて共存させようとする」。

その結果が日想殿だとあかす。 さらに、 「共存させることについて

は結構うまいんじゃないか 、僕自身プロだと思う」と自負し、 「自

己弁護的にいうなら、日本の文化というものも本来そういうもので

はないか。あっ ちこっちからいろんなものを持込んできて、未整理

のまま活かしてしまうなど J と洞察するあたりに、近代合理主義

を超えようとする氏の姿勢を垣間見ることができる。

これから手がけたい仕事は「やはりハウジング、そしてニュータウ

ン計画Jo I結局、ものをつくっ ていくとき、 u生活。という ことか

ら離れられない」と氏の建築論は住宅へ展開していく。けっして餓

舌ではない。むしろ、テー? の糸口をたぐりながら納々と話をつな

いでいく。そのてらいのない語 り口に接しているうちに、 いと こと

ん理詰め で考えるが、最後は理屈で筈IJ 切らない。という 氏の融通無

碍な ilMJ 透きとしたたかさこそ、混迷する現代建築界にもっとも必要

なものではないかという気がしてくるのであった。

〔次号の登場者は辻野純徳氏( 浦辺建築事務所) )  
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一心寺廻遊
めぐ

一 一心寺信徒会館ホ日想、殿。を巡って 一

大阪は荒涼と活力とが混在し、錯綜する街で

ある 。i亡淡たる街の拡がりの中に、わずかにふ

くらんだ丘陵が、上町台地である 。南北に延

びるその丘陵の南端に一心寺は位置し、そこ

は地形上、大阪の街の保守 ・笹備 ・通行 ・眺

望 ・監視 ・景観 ・風景 ・気象…ー・ あらゆる面

か会め あ

で、要となる場所を占めている 。 ここに在ら

は‘ 居ながらにして、眼下で生ず森羅万象、お

おかため事象は掌握、予兆もできそうな気配

もおこる。北と西とを崖 にして、前方をはる

かに見渡せる 。 この場所に近づくにつれ、道

が何本か集中するような想いにかられるも、

この土地の特性かもしれぬ。

崖 の下から近づけば、目前、低〈木立が繁り、

そのむこうに石積みがある 。区切りも、境目

も見つかぬままに、石積みの農 はコンクリ

ートの壁へと頼み層な って続く 。大屋根が深

あ あ

い軒を見せて、鳴H乎、あれが一心寺かと、思

うもつかの問、道は登り坂とな って、建物の

脇を抜ける 。坂に沿 って白壁の塀の奥に、大

小さまざまな墓石の形が林立し、図とも背景

ともつかぬまま、石づたいの上から建物は始

まっている 。建物の足廻りは雑然、として、時

の流れの中で楼みついた習俗、風物、余韻を、

そっくりそのまま取り込んでいる 。すでにそ

こでは丘陵も、土も、基も、建物も、いずれ

一体として区別もつかず。 まぎれもなく人の

手が加わ っているものの、風雪風間に打ち耐

えたよう、白〈自然に帰している ;僚がある 。

"  
石干TI みの一部から、型枠跡も荒々と、最IJ き出

しのままコ ンクリート の地肌があらわれて、

いくつかの壁を形成し、和み層な って立ち並

ぶ。その水平、垂直の堅い壁の上に、 一旦と

ぎれて大屋根がのる 。 これだけの瓦をのせた

大屋根ならば、その下で支える架椛はし っか

りとそのまま荷重を伝える形をとる 。 しかし、

屋根は立体トラスに支えられ、見事、フンワ

リと宙に 浮 き、空を切 って風の中にある 。大

地の力がｾｾり上がり、力つきたところで、フ

ィッと聞があいて、その上に傘かけたような

有様である 。屋根の形はと見れば、風の方向

に細長く、その身を晒してたなびくようでも

ある 。あるいはそれとも大手を拡げ、そのも

とに建物、地形、あらゆるものを呼び集める

ようにも見える 。

坂を昇りつめれば、視界は開け、大屋根のは

すかいに通天閣が層なり見える 。 そこを右手

に折れ仙り正面を向いたところに門がある 。

境内は散漫として、参道は傾めに走り、本堂

を通 って骨堂へと抜ける 。正面の術l主; に並ん
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加 藤 カ

で、やや控え目に日想殿は配されている 。 と

っつきの階段をのぼり、やがて折れ曲 って行

きつくところが大玄関。壁づたいに、ま っす

ぐそのまま下れば内玄関である 。壁を見やっ

て、上空に目を移せは¥本堂と 2 つ並んだ大

屋根は、すでに軒下ばかりが目に映る 。おの

ずと視線は鋼管の立体トラスばかりに注がれ

る。大胆にして豪放、 1: t 然として五日羊。 その

懐中は奥深く壮烈でもある 。

壁づたいに敷石を踏んで、 H音さの残る内玄関

へと入る 。入ればそこに、一部がわずかに飛

び出して、ひと l 人が座われる広さを持つ上

かまら

がり権がある 。設計者の思い入れが働いて、

そん

内なる者がそこに坐せば、不遜、不用な外音I1

の者は黙してお引き取り願える仕組とな って

いると聞く 。玄関脇に小部屋が 2 つ。 ここを

通りすぎれば本坊ホール。視界は開け、足元

から関口が低〈、長くあけられて、庭つづき

に光は真横から射し込んでくる 。M: はコンク

リートの素肌が、身体のすぐそこまで迫 って

はいるが、スケールを一つ二つはずしたとこ

ろで、ゆとりが生じ、材質の圧力を消してい

る。内壁づ たいに、西に向けてあけられた関

口から、光と風とが伝わ ってくる 。視界は南

に向いているが、意識と感触は西方にある 。

プランは、ひたすら、西方伶土に刺l を向け、

西にひそむ自然のカを呼び込んでいる 。玄関

からは西向きに、奥へ踏み込むにしたが って、

空間の密度と絡とが追いせまり、 一旦、ホー

ルで折れて引き返す。西陽にむいて、その折

れる直前、脇の段差を| 峰りる 。

下 ったところが楽山澗。四角なコンクリート

の箱の中に、小掘遠州作、八窓の茶室がその

まます っぽりと納められ、そのー苦I1が外気に

触れている 。部屋の一 片に、入れ子のような

形態で茶室がしこまれて居て、残り 三方はコ

ンクリート の荒肌を、ディテールも細工も見

せぬままに自にさらしている 。 コンクリート

の壁厚に比して、茶室の外面は、迫力、見映

え、ア ッピー ル、すべての点で見劣りがする 。

か，b ，

一 見、舞台 の書割りのような軽さを見せて、

これは負けたなと思いつつ、入れ子の茶室に

すべり込む。

スケールのすべてが身にすり寄 って、感覚の

基準が逆転する 。希薄な光質は同じでも、陽

光は入れ子の外とは異な って、薄ボ ンヤリと

床面から忍び込む。巧妙、繊細。 ひと息ごと

に体感が空間の質に悦じんで、す っかり均衡

を保 ったとこ ろで、あ らためて、ぐるーと見

渡せは¥内部は入れ子の外よりい っそう強〈

迫まりくる 。身を包む空気の質はなごんでい

るが、壁の表情はより厳しい 。視線は部分や

詳細を迫 ってはいるが、内部の形を捉えては

み た ぐ

おらず、表層を視ている 。感触は表層を手繰

っているが、逆に内の気を吸収している 。素

材と空間の交錯する魔可不思議な対比が在る 。

ところで、本坊ホールのむかいには壁 2 枚を

闘いて、座敷 2 つが統〈 。床の高さは一段上

がり、室の意識と格式とを上げている 。 さら

に、西日を背にして、長い廊下をもう一歩奥

へと進む。次なる部屋が控えの問の附く tt 賓

室。 ここはも っとも格式高き部屋なれど、す

べての制約から解き放たれて、奔放、自由、

創立のおもむくままが空間に現われている 。

魔界、極楽、愉↑ 見、陰惨。障子襖は半面に、

ぐるりと現実から未来への世情の様が摘さ出

されている 。天井は時〈、被〈、陰々とした

彬かあり、長押を境に、グ- "/ と一体立ちあ

がり、中央にきて一挙に集まり光の筒と化し

ている 。おど ろおどろしくも、人はもう、こ

こまでくれば了見も、す っかりと委ねた気分

に強いられる 。わずかに下りて、長い廊下の

突き当りが、いわば格外、住職すなわち設計

者の半私的な音11屋なればf子高f f I 省略。

211皆には大屋根の下、吹きさらしの玄関ホー

ルの正面に、大広聞が控えている 。大架構の

下にステン枠で造られた方、ラス天井が、上下

凹凸に組み合されて、軒下を射し込んだ光と

風とを、拡乱し、畳の上に落す仕掛とな って

いる 。折から西の| 場が、細〈長〈人影を床面

か ら壁に映し出していた 。

わい

近頃の街は、おずおずとして、綾少で、想像

力は立切れで、不連続の中にある 。過去との

繋りを 立 ち切 って何が残 ろう。 土地の因 習 を

捨てて何が造れよう 。 自然の理に逆ら ってど

れほどの意味があろう 。この寺を一巡するう

ちに、いくつかの創ることの基本が読めた 。

日は傾むき始め、灰色の街 の向こ うから西風

が
l吹いて、息、を吸い込む と、海のにおいがした 。

( か とう っ と む 京都工芸繊維大学住環境学料 品 目ili)



破片が粒状になる、

より安全なガラスで言、

ご存知のように、普通の板ガラスは、害1] れると破片が鋭いナイフの

ようになります二そして、このナイフ状の破片によって、 ガラスの事故

が大きくなりますL ホームテンパは、強度を増すとともに、破片の性状

を変え、安全性を大きく向上した、新しい窓ガラスで1九身体をぶ

つけるなど、大きな力が加わって、万一割れた場合でも、破片は

細かく粒状 になり、普通の板カラスにくらべると、ケガが小さくてす

みますL米国では、安全性の面から、がラスの割れ方に対して、政

府や団体が安全基準をつくり、厳しい粂件をつけていますが、ホ

ームテンパは、この条件をも十分に満足する性能をもっています。

割れにくいガラスで・す。

ホームテンパは、同じ厚みの普通の板ガラスにくらべて、平均で

3倍から 5倍の静的強度がありま7九カ‘ ラスに関係 した大ケガは、

ほとんどがカ、ラスのij 皮援によって起こりま丸ホームテンノ f は街品

に強く割れにくいので、それだけ安全性が向上していま士一

e，旭硝子株式会社

志 社 〒 100 東京都千代田区丸町内 2 - 1  - 2  ( 千代田ピル} 電曲 目 ( 218) 53日

大 臣 宜 庖 〒530 大阻市北I l ! : z 田 1 - 1 - 4 (臨急ター ミナルピル) 電話 06( 373) 5830
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卜圧縮強度の調査結果( 昭和57年度)受託試験! におけるコンクリー

日本建築総合試験所だより財団法人

ものが年間を通じてほぼ一定の強度であるが、標準水中養生のもの

は夏期に比べ冬期に強度が高〈、全体として凹形の曲線をなしてい

る。ユーザーにと って 、年聞を通 じ同一呼び強度に対しては、ほぽ

一定の強度をもつものが供給されることが望ましいと恩われるがい

かがであろうか。

標記の調査結果が、この度まとまったので、こ こにそ の一部をご

紹介する。詳しくは、当試験所の機関紙‘ G B R C第32号。をご覧頂

吉木重明)( 大淀分室

きたい。

図 - 1 - 4 に各呼ぴ強度毎に月別のデータ一個数と圧縮強度の平

均値を示す。 同図によれば( 特に図ー 2 、 3 に示す呼び強度 210 お

よび 240 の 4 週強度でその傾向が顕著でいあるが) 、現場水 中養生 の
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叩刃ら瑚 ｒ則 ｝ｬｑＩ ｾ 複合的で雑一一秩…こ叫しう杭氏は一見…一…都市 ［
U  II ..(J ;?.. ¥ ¥ ¥.f. . . t 引、川Lノ)8 の中に、近年、ところどころ機能純化した小地区 (i 園地J) が生まれていることに着目し、それを単位

千 分 の ー の 夢 想

大 石 真 理 子

O  としてアーパンデザインを追求してみようと提唱している。そして、そのベース7 ップとなるべき「千 0  

8  分の一地図J づく川あわせて提案している 。既存の日本の地図は縮尺が大きすぎ、しかも無味乾燥に 8  

Q  すぎる 。街並の様子がそのまま立体的にわかるヨーロッパの都市図のようなものが日本にもほしいとい Q  

C  う期待は誰もが持っていた。最近、石原正の「絵図」シリースが出てようやく満足されたが、ああいう C  

8  ものが、観光地だけでなく、私達の住む町内ごとにできていけば、人宅の環境に対する関心も高まって 8  

0  くるであろう 。部分的、漸進的にでも都市はうつくしく、人間的なものになっていくだろう 。これが、 0  

8  i夢想J tニ終らないことを、期待したい。 。0  

千分のーの図は、 200メートル四方が20セン c  ( 疋田正博) Q

0  

チ角、ノートに入るぐらいの大きさになる 。 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

京都のまちでいえば、ひとつの町内全部と、

それを囲う町内のあらかたが入るという日常

の小社会がのぞけるちょうどよい大きさであ

る。

これは私達が通常、「ウチの近所j として細

部を知っている範囲なのである 。道や建物の

位置、形が読みとれ、自分の位置と風景がつ

かまえられる地図の世界なのである 。

ア ー パ ン デ ザ イ ン と 地 図 文 化

町並みと か、美観とか、アーパンデザイン

論とかいうのも、っきつめてみれは¥人聞か

歩いて知覚する 小世界なのであり、千分のー

のエリアとそこでグ〉時間体験がベースになる 。

小t世界のテ、サ‘ インを考え、実現するためには、

そうしたエリア表現する地図と、地図をつくる

文化といったものを抜きにして語りえない 。

ところで、私達の身近にある地図はどんな

性格を持っているのであろうか。

図 - 1 は16世紀始めの理想都市を描いたも

のであるが、図 2 の地図と比べてみると、

我国の中世の図は、空間ではなくて、実際に

は見えない権利の境界と配置を示しており、

その権利を位置づける道や) 1 1が捕かれている 。

イタリアの地図においては、建物と外部空間

はポジとネガのように並記的であり、反転す

ると外部空間が建物で、建物が外部空間であ

ってもおかしくない。 日本の地図は、反転し

ても問じであり、空間の形態質はあらわれて

こない。地籍図を町のレベルで表記したもの、

一種のゾーニング図なのである 。

それでは、形態質と対をなす論理貿と呼べ

るようなものがあるのかといえば、これも希

薄である 。例えは¥中国にみられるような政

治社会秩序がそのまま都市の形として追求さ

れるということがないのである 。( 北京の町は

世界の中心たる天子の居る場、故宮を中心に

して、政治理念が建物や都市の形に写ーされて

いる 。) 日本の地図は形態質も論理質も欠い

ているという、デザイン上の負の特徴をも っ

ている 。

一方、正の特徴として、イメージ性、シン

ボル性はきわだって豊富である 。都市全体を

ネ ッ トワークする物語り性の配置、シンボル

の流れと密度は、地図の上で明らかな優位を

示している ( 図一 3 )。 絵図におけるシンボル
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性は、物理的には大きな歪みであるが、心理 くよフになった 。園地化というのは、とりあ

的には意味の濃度でもって都市をわかりやす

く読みとっている 。配置されるシンボルやス

トーリーは、絶対量ではなく、ちょうど箱に

入れたフーセンのように、ひとつを取り出せ

ば他のフーセンが| 波間をうめ、ふたつ111
1
し込

んでも 他のフーセンがゆがんで入ってしまう

という非容量性を特性としてもっている 。

アーノ〈ンデザインの方法論からみると、形

態質や論理質の乏しさは、プランニングやタ

ウンスケーピンクの近代的展開を阻止してお

り、一方、シンボルやイメージ性の豊かさは

近代的手法以上のものを求めているのである 。

「 見 え な い 都 市 」 対 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 」

1970年前後の時期、アーパンデザインが都

市の美的秩序や形態軌をつくるものと考えら

れていたことがある 。いわば創る側からの、

建築から都市へ、もっと多くを創造しようと

する意志が先行した近代工学の外延期である 。

しかし、日本的都市の特性が近代的な、論理

性や数量を欠如し、豊かな記号性を持つもの

であるという事実に行きついた時に、「都市は

インビジブルである4 という表現のもとに、

都市は霧のように笑体のない浮遊物、もうろ

うとした雰囲気そのものになり、デザイン手

法は空中に散布されてしま った。

第 2 の世代は、現実の生活の場に着服し、

コミュニティをテザインソースとして求めた 。

それは、すっきりした都市車111や、明快なシン

ボルの代りに、複合的で、ごく普通の生活の

多量さを相手に、デザインの原単位をみつけ

ようとするものであ った。コンプレ ックス ( 複

合) を前提としたテザインの方向は、自ずと

多目的、多岐効果、平均性という方向へ動き

出した 。機能は特化することなく、専門化す

ることなく、平均的数量で薄められた 。デザ

インの手法は、現実の都市の雑居性、生活の

複合性をモデ/ レ的にオペレーションする範闘

で成果を上げたのである 。

園 地 化 都 市

先に述べたふたつの方向の他に、これらと

次元を別にする第 3 のデザイン基盤と展望が

ある 。これまで拡大、混合してきた都市のな

かで近年、バラバラで突発的にではあるが、

ある内的収費I j を示す小地区のあり 77が自につ

えず、そのような現象を示す造語である 。

園とは、動物園、純物園、学図 、遊園地…

… という場合と同意である 。1堺で因われた空

間のなかに建物が配置され、塀で囲わなけれ

ばならない空問機能を建物と塀の内の外部空

間が自促的に環境として達成することを、こ

こでイメージしている 。

私が持つ園のイメージは原型として、明治

以降の近代化のなかで 、つくられてきた洋風

の空間イメージである 。一般社会から隔月It さ

れて、特定機能を持つ純化した空間であり、

ひとつの規範と目的のもとに一体的に所有さ

れ、利用され、管理される空間である 。塀の

中の空間1は、閉じてはいるが、純化した小地

区であり、アーパンデザインの可能性をもっ

空間である 。塀という物理的物体に代えて、

閉じているという表現を使えば、現在、園地

と呼んでいい単位が都市に増大しつつある 。

第 1 にマンションや団地がある 。高度経済

成長期以降、大量につくられてきている共同

住宅は、補修や管理問題が大きな関心を集め 、

区分所有という、土地を所有しながら区画し

えない形によって、価値共有、価値保持とい

う目的的なさを間を都市にスプロールさせつつ

ある 。

第 2 に商業施設の大規模化がある 。阪急三

番街や、なんはーシティ、サンシャインシティ

などは、建物という範中からはみ出してそれ

と一体となる外部空間を含み、塀があるわけ

ではないが、自促的環境を形成している 。川

のある地下街などは、内部に外部空間を移植

することまで1 "f っている 。

第 3 には建築協定や保存修長を行っている

地区があげi られる 。生垣や 、セ ッ トパ ックす

ることを協定したり、建築機式を定めて建て

替えつつ修景するなどは、近隣というごく| 浪

られたなかで他とは異る空間質をつくり出そ

うとするものである 。

以上の 3 つは、程度の差はあれ、いずれも

ある小地区における建物と外部空間の一体的

で目的性の高い環境づくりという点ては園地

的性格をもつものである 。そして、何よりも

他とは別な性格をもつこと、複合よりも特化、

混在でなく純化という方向性を持 っているこ



とが注目されよう。

園 地 の 空 間 特 性

第 l の特性は外部空間がアドホ ッ ク ( 臨機

応変 ) である ことである 。

個々の敷地という概念がないから、建物の

入りスミは外部空間の出スミであるという直

接性がアドホ ックな性格を支えている 。従っ

て外部空間はストラクチャーや軸でなく、海

新1体のように、軟らかく、入り込み、ある時

は均一に、ある時は密に、流動性をも って、

空間、時間とともに変形していく特性をもっ。

第 2 には情報( インフォメーション ) にお

ける特性である 。

園地内は、他とはちがう何かを示すデザイ

ン上の情報を持つ。園地の特性、特化を反映

する通常でない情報は、一種の過剰な部分情

報である 。 たとえば、生垣を協定した地区に

おいては、生垣ばかりでブロ ック塀がないと

いうことは、歩行者にと って通常の複合した

体験に代わ って緑の壁が空間の質を目的的に

ひずませ、小地区の機能、小池区の住民が共

有する生活幻想をシンボルとして指示してい

るようにとれるだろう 。

園 地 化 都 市 の イ メ ー ジ

園地は人附の歩行や、ひとまとまりの知党

できる空間範囲、意志、の協同性の限界という

規棋の制約を持っている 。都市が図地化する

ということは、小さな特化したクラスターが

地殖することである 。 それぞれの空間質はバ

ラバラであり、デザインは全部を n< ストラ

クチャーを持たず、単機能な目的性を' 附報性

図 - 2 日光の絵図

図ー 1 ジ ョコンドの理想都市

の高いものになるであろう。

都市は成長しつづける百貨庖のような、均

質的て・混在したものから、いくつものブテ ッ

クの集まりのようになるのではなかろうか。

ここでは機能のネ ッ トワークに代 って、エリ

アのネ ッ トワークが組〈組まれ、生活環境は

複雑なアクティビティから単純でスピーデイ

なアクティビティへと変わるであろう 。

現在の都市の複雑で微細な建造物の集合、

環境の無目的な浪費に対して、環境の質を維

持したり高めたりする必要性が高まっている

のは確かである 。公と私の聞に小単位の人間

集団と小地区を置き、小環境を形成する方法

が考えられてよいのではなかろうか。近隣の

デザインは、すべてを含む平均性ではなく、

閉じた自促性をもち、特化し、他と差別化さ

れうるデザインという視点から見られてもよ

いように思う 。

はじめに述べた千分のーの地図は、園地化

都市のベース 7 ツ 7 ・て酔ある 。要するに千分の

ーからのアプローチは、広大な都市の何にも

ない ( 何でもある ) 地において、建物を、機

能を、生活をどう置き、どう目的を環境化する

かというデザイン特化アプローチなのである 。

逆説的にいえば、空間がアドフォ ック なの

でなく建物がアドフォ ック であり、環境が情

報ではなくて、環境に情報を与える方法こそ

が園地化都市の時代のデザインアプローチな

のである。図 - 4 は、それをシンポリンクに

表現している 。

( おおい し まりこ 株式会社浜野商品研究所勤務 )

a強

一一
.・ 3

・-

図 - 3 高野 山絵図

図 - 4 動〈建築 Guinea 

Archi tecture wi thout  Archi tects より
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居 住 環 境 の 創 出 に 向 け て

マ イ ア ミ 大 学 教 授 ( 人 類 学 、 地 理 学 ) の ピ ー タ ー . 0 ・ミュラーは TRENDS ( '83、 4 月 号 ) に、やアメ

リ カ に 進 む 郊 外 化 砂 と 題 し て 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。

こ れ ま で 、 ア メ リ カ が 生 み 出 し て き た 居 住 シ ス テ ム の な か で 、 郊 外 ほ ど ア メ リ カ 文 化 の 基 本 的 特 徴 を 示

し て い る も の は な い 。 と し て ・ か つ て は 、 市 内 へ の 通 勤 者 の ベ ッ ド ・タ ウ ン に す ぎ な い と み ら れ て い た

周 辺 部 の 住 民 は 、 も は や 、 自 分 た ち が ニ ュ ー ヨ ー ク に 従 属 し て い る と は 感 じ て い な い 。郊外の住民は、

自 分 た ち の 枠 組 み を 確 立 し 、 都 心 部 か ら 独 立 し た 世 界 を 営 ん で い る ー ー と述べている 。わ が 国 で も 昭 和

45年 を 境 に 大 都 市 へ の 爆 発 的 人 口 集 中 に 歯 止 め が か か り 、 U タ ー ン と か J ターン現象という 言葉 で 表 現

されるように、人口が再ひ内地方へ戻りつつある現象が始ま っ た。都 市 に 住 ん で い る 人 々 の 意 識 も 、 都 市

基 盤 整 備 に 一 定 の メ ド が つ い て き た 段 階 で 、 都 市 の 「 発 展J r進 歩 」 と い っ た 物 質 的 豊 か さ と ひ き か え

に 「 美 し い 自 然 、 ゆ と り あ る 文 化 環 境J と い う 大 き な か け が え の な い 財 産 の 消 失 に 気 付 く 、 心 の ゆ と り

を も つ よ う に な っ た 。 そ こ で 、町 づ く り に 直 接 関 わ る 私 ど も は 、 こ の 『居 住 環 境 の 創 出 』 の た め 、 何 を

な す べ き か 、 何 が で き る か に つ い て 、 い ま こ そ 建 築 家 と し て 、 市 民 と し て 考 え な け れ ば な ら な い 。

( H  .  N )  

瓦

旅 の 車 窓 か ら 見 る 沿 線 各 地 の 風 景A 物 ほ ど 目 を 楽 し ま せ て く れ る も の は な い 。 そ の ひ と つ に 職 業 柄 と い

う わ け で は な い が 民 家 の た た ず ま い に 目 が 移 る 。 そ れ ぞ れ の 地 方 の 気 候 風 土 に は ぐ く ま れ た 建 築 様 式 の

民 家 が 現 わ れ て は 消 え て い く 。 とくに屋根葺材である瓦は「色あい」といい、 「つ やJ と い い 屋 根 の か た

ち と あ わ せ て そ の 地 方 の 特 色 を よ く 出 し て い て 美 し い 。 時 に は 途 中 下 車 し て 土 地 の 瓦 工 場 を 訪 ね て み た

い 衝 動 に 駆 ら れ る こ と も あ る 。 し か し こ う し た 地 域 の 特 性 も 建 築 材 料 の 多 様 化 と 流 通 な ど に 押 さ れ て だ

ん だ ん 失 わ れ て い く こ と も 事 実 で あ る が 、 こ れ も 時 代 の 流 れ と か た づ け る の は い さ さ か 問 題 だ と 思 う 。

設 計 事 務 所 の 若 手 の デ ザ イ ナ ー な ど に き い て み る と 、 ま ず は 木 造 住 宅 は あ ま り 手 掛 け な い と い つ こ と 。

そ れ か ら 屋 根 の か た ち を い ろ い ろ デ ザ イ ン し た い が 小 屋 組 が 複 雑 で ど う も 。 さ ら に 瓦 は 役 物 が 多 く 約 束

事 も あ っ て 自 由 さ が な い な ど の 答 え が 返 って き た 。 食 わ ず 嫌 い の 敬 遠 も い い と こ ろ で 考 え さ せ ら れ る 。

そ れ で い て 「 マ ン シ ョ ン 」 な ど の 中 高 層 建 築 物 の 庇 や ノ マラペ y トなどの急勾配の個所に 装 飾 と し て 安 易

に 使 用 し て 剥 落 事 故 を 起 し か ね な い 。材 料 本 来 の 姿 は 尊 重 し た い も の だ。 ( T .  N )  

民 義 と 建 築 II 

三国荘Ｈ大阪三国、山本為三郎邸内Ｉは、河井究次郎、浜田庄司、柳 宗 悦ら民童 基 同人の設計である 。ホ 民 草 ｾＧ ｉ

の 二 字 の 誕 生 か ら 3 年 後 の 昭 和 3 年 、 上 野 の 博 覧 会 に 出 品 し た も の を 移 築 追 補 し た も の で 、 民裂 の 精 神

を 追 っ た 最 初 の 建 物 で あ った が 、 残 念 に も 今 は 失 わ れ た 。 r工 裂 は 常 に 家 屋 と 結 合 さ れ ね ば な ら な い 。

そ の 分 離 は 近 代 の 欠 陥 で あ る 。 元 来 建 築 は 綜 合 的 工 婆 で な く て は な ら な い J r底 々 此 の 建 築 が 何 式 で あ

る か 、 と 私 達 は 問 わ れ る 。併 し か か る 問 い は 建 築 に 対 す る 見 方 の 奇 怪 な 因 裂 に 過 ぎ な い J ( 柳 宗 悦 ) と。

太い木部を黒〈 塗 り 、 白 壁 と の コ ン ト ラ ス ト の 強 い 、 数 寄 屋 と 異 る 健 康 な 伝 統 的 民 家 に 学 び 、 し か も 現

代 生 活 に 適 し た 中 流 の 小 住 宅 三 国 荘 は 、 し か し 、 建 具 や 照 明 、 暖 炉 な ど は 工婆 の 建 築 化 が 目 立 つ も の で

あった 。 以 来 昭 和 11年、日光街道の農家の長屋門にあわせて設計された日本民量制官 ( 駒 場 ・現 存 ) 、 河

井 寛 次 郎 氏 に よ る い 竹 葉亭山 ( 焼 失 ) な ど な ど 、 民 家 に 学 び 、 民義 品 を 用 い た 庖 舗 が 、 や が て 民芸 風 の

基となる 。 民 義 風 建 築 云 々 は 昭 和30年 頃 は じ め て 民 義 関 係誌 の 広 告 に 載 る 。

工 芸 と 結 合 し た 家 屋 、 今 生 き る 生 活 が あ り 、 応 え る 機 能 が あ る 。そ の 民 家 こ そ 民芸 風 の 条 件 と い え る の だ

が、今は生活も工芸もなく、その穀だけヵ、ひとり歩きして民芸風となる ( Y  .  T )  

中 之 島 遊 歩 道( Nakanos hi ma Pr omnade)  

日頃から関心をも って い た 大 阪 中 之 島 遊 歩 道 を 久 し ぶ り に 見 る 機 会 を も った。 肥 後 橋 南 詰 に さ し か か っ

た 時 、 は っ と す る よ う な 絡 し い 驚 き を 感 じ た 。 川 の 対 岸 に あ る 見 慣 れ た ビ ル 群 が 遊 歩 道の あ ざ や か な グ

リ ー ン 越 し に 浮 き 上 り 建 築 自 体 が イ メ ー ジ を 変 え た よ う に 思 え た か ら で あ る 。

こ の 肥 後 橋 北 詰 か ら 西 へ 筑 前 橋 へ か け て の 完 成 区 聞 は す っか り 地 域 に 定 着 し た よ う な 雰 囲気 をも ってい

る。 煉 瓦 色 の ペ ー ブ と 樹 木 ・ 植 込 の 緑 と の 調 和 の 美 し さ 、 四季 折々の花々をI l . l t り込んだ曲線の花壇や、

花 開 石 の ス ツ ー ル ・水 呑 器。 ステンレス製のゴミ箱等々、カ、一テ‘ ン フ ァ ニ チ ュャ ー の デ ザ イ ン も 気 が 効

いている 。 こ の 日 は 熱 い 日 ざ し の 日 で あ った が 、 こ こ を 散 策 し て い る 人 も 多 く 中 に は ベ ンチ で ひ る 寝 を

している人もあ った。

大 阪 に は 緑 が 少 な い と い わ れ て き た 。 こ の 遊 歩 道 が 全 域 完 成 し て も 面 積 比 率 か ら す れ は‘微 々 た る も の で

あ ろ う 。 し か し な が ら 既 完 成 の わ ず か 数 百 米 の 現 状 を 見 て も 、 有 形 無 形 の 効 果 は じ つ に 大 き い と 評 価 で

きる。昭和65年 完 成 を 目 指 し て 地 味 な が ら 着実 に 進 め られているこ の 事業 の 立 派 な 完 成 を 見 守 り た い 。

大 阪 の 一 つ の 顔 と も な って 欲 し い も の で あ る 。 ( S .  T )  
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三 菱 電 機 関 西 支 社

40余年前に長谷部竹腰建築事務所により設計され

た木造 2 階建の旧事務所は、事務作業の効率向上、

接客空間の拡大、展示機能の強化等々の要求には

合致しないため撤去され、その跡地に、この新事

務所が建設された 。

計画にあたっては、工場敷地全体の緑地面積を維

持するべく、高層化を計り、また南北製! の壁面を

揃えるために、高層東壁の位置がi決められた 。具

体的な建物配置は、新旧西国街道からの松並木の

正門に対峠して高層棟を、西端に社内用の会議棟

を、その中間に平屋の来答用の応接棟を設ける単

純なゾーニングによ って行なわれた 。

8 階建の高層棟は、建築主の生産する P C 鋼材を

用いた P C建築であり、 1 1暗から 6 1渚までの露出

した P C梁の前脇には、 3 .05 mのモジュールによ

った設備機器を取りつけ、視覚効果の強化を計 っ

ている 。一方、完成後の短体の改造が困難な P C

構造物にかんがみ、将来の O A化や通信システム

の発展に追従できるように、十分な訟の予備配管

やスリーブを設けた 。

経済性の高い P C構造を今後普及させるためには、

平面 ・断面の自由度を高めたり、さらに高層の建

物での応用を検討する等の試みが必要であろうと

考えられる。 ( 上田信也/ 日建設計)
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住 友 電 気 工 業 伊 丹 製 作 所 事 務 棟 高 層 棟 の 構 造

地上 8 階、地下 l 階のこの建物は、両1"IJ にコア、中央に 25. 24 m X  27 . 45 mの無柱空

間を配した点に特徴がある。

耐震架精 ・梁間方向は、鉄骨鉄筋コンクリート造のコア部分壁柱と B 1 階および 8

セイ

階部分の l 層分の成を有する壁梁とから構成されるメカストラクチャー ( 4 構面有

する) により計画した。桁行方向は、コア廻りの鉄骨鉄筋コンクリー卜造の付幣ラ

ーメンを有する耐震墜により計画した 。

無柱空間部の床構造 2 階から 71渚の中央部分床構造は、スパン 25 .24m、間隔3 .05

m のデビダーク工法による P C梁により計画した 。

この P C 梁は、両側の柱付コア壁で支持され、これに隣接するコア側の空間は、施

工時には 、定菊作業用およびストレス導入による不静定力を軽減するスペースとし

て、また 、建物完成時には、設備用のダクト、配管スペースとして、利用された。

従来、この径の床には、鉄骨梁が考えられていたが、( 1)コスト比較、 (2) 意匠計画、

設備計画と笠合した構造計画が可能、 (3) 床梁の剛性が高〈、振動障害が生じにくい、

等で有利であり、( 1 ) 施工が複雑になる、 (2) 工期が長くなる、等の不利な面も充分祁i

い得たので、建築主の協力を得て、デビダーク工法 P C梁とした 。

( 鵜飼邦夫/ 日建設計)

基準階事務室 ( PC梁の両サイドに照明 空調等の機器が並ぶ)
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住 友 電 気 工 業 伊 丹 製 作 所 事 務 棟
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ｐｃｾ 造建築作品

橿原運動公苑陸上競技場メインスタンド

設 計 福 本 設 計

監 理 奈 良 県 桜 井 土 木 事 務 所

P C 施 工 フ ド ウ 建 研

組! 京事j I 自に隣接する偲原公苑には、体育館、プール、

競技場、野球場、合宿所等の泊設があリ、総合運動公

闘として市民に広〈利用されている 。 59年 度 の 奈 良

「わかくさ国体 j には、本古車設をサンカ一会場に 、野

球場は高校硬式野球会場として使用することが予定さ

れておリ、すでに昭和56年度から逐次、施設の改築が

なさt L ている 。

競技場は、昭和56年度にグランドを全天候型のウレタ

ンｾｩｉｩ装に改築され 、第 ｬ 般公認陸上競技場として現在

すでに使用されている 。昭和57年度には、約3300. 人収

谷の観覧席および管理施設からなるメインスタ ン ドが

新設された 。( パン クスタンドを含めると 5000人の規

模となる 。)

競技場の設計にあたっては、 P C工法によるスタンド

の採用を決定したが、これは構造技術、経済性、施工

性について検討した結果、 P C構造が充分満足のいく

工法である確信を待たためである 。

1)  P  C スタンドの設計 : P C スタンドの荷重はつぎ

のとおりである。

スタンド荷重370kgl m'  + 積載荷箆360kgl 附= 計730kgl 附

スタンドの観覧席を P Cにする試みは、これまで園内

外においてたびたび試みられている 。 わが国では、

1968年の日本中央競馬会東京競馬場の L 型プレキャス

トスタンド( プレストレスなしに 1970年の京都競馬場

のチャンネル形プレキャストプレストレススタンドが

最初のようである 。

主見覧席を P C造にすることによ って 、機能的には①接

合苦I1の| 坊水処理、構造的には②平面剛性を確保するこ

とが必婆であ った。

①については 、白地部にポリサルファイド系のコーキ

ングをほどこし、さらにスタンドの受け梁にステンレ

スの受樋を打ち込むことにより解決した 。②について

は、スタンド相互を取合鉄筋で、溶接、接合すること

により、床面の一体性を確保した 。

2  ) 製作 : スタンドの製作は、フドウ主主研附水口工場

のロングラインベットで行った。総数268本、 1 日平均

6 本ずつ作り製作期 間は約 2 ヶ月であ った。

3  ) 施工 : P Cスタンドは 、スパンごとに下! 脅から順

次取り付けた 。ス タンドの架設に先だ って 、大ばり表

面にレベル調整モルタルを敷き、予めレベルを調笠し

た。 したが ってスタン ドの架設は順調に進み 、 1 日に

4 0 - 5 0本取り付けることができた 。

スタンドの設計および施工を通して、 P C造は、経済

性、工期の短縮、品質、精度の向上の面で優れており、

当初の目的は、充分たっせられた 。

ぐ11 本雅樹/ 奈 良 同 土 木 事 務 所 )

土居健二/ フドウ建研

メイ ンスタ ンド

内部
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. 総論

プレストレスト・鉄筋・コンクリート構造の現状と

将来への発展

鈴 木 計 夫

1  . は じ め に

以前、本誌でプレストレストコ ンクリ ート機造の特集号が刊行さ

れたが、それからすでに約 8 年が経過した 。 その中で筆者は 「フ・ レ

ストレストコ・ンクリートの歴史と現状J と題してその特徴とすると

ころなども解説し、またプレストレストコンクリート ( 以 下 P C と

略記) 構造が極々の利点を持つにもかかわらず建築の分野では当初

予想されたほどには発展していないことなどを述べた 。

しかし現在は、後述のようにすでに日本建築学会からプレストレ

スト鉄筋コンクリート ( 以下 P R C と略記)椛造設計 - 施工指針(案 )

が提示され、さらに P R C を含む P C構造の新告示の公布と昭和59

年 1 月よりの施行が決定しているので、前回と比べると手軽な利用

と広範囲な活用が可能な P R C構造を中心とした本格的発展への気

速が高ま っており、日本の P C構造も 一つの転機を迎えたと確信し

ている。

今回は、現状もさることながら将来への発展に力点を置いた 。す

なわち折よくアメリカ ・カナダの最新の状況も視察してきたので、

それを含めて現状を述べ、また常日頃から抱いている筆者の P C 、

P R C構造に関するアイディアを披訴し、新技術の展開と将来への

発展を期待した 。

2 .  P  C 構 造 に 関 す る 内 外 の情 勢

P C  構造に l却する情勢で前回の特集 11寺と大きく呉なる点は、上記

のように新告示の来年 l 月からの施行により、 P R C構造の建築物

が確認申請のみで実施可能とな ったことである 。 日本建築学会では

先に発表した P R C指 針( 笑) に引き続いて指針とその解説 ( 以下学

会 P R C指針と略記) を小冊子としてまとめ、できるだけ近々のう

ちに発刊すべくその作成作業を行 っている 。 これ ら二つの事項によ

って P C 、 P R C構造の活用性は一段と容易なものとなろう。

ただ、新告示でも、学会 P R C指針においても、グラウト作業が

不安という点で有利とされるアンボンド工法は、地震力に抵抗させ

る設計は原目 IJ として認めない方針を採 っているので 、同工法の活用

分野は 、現時点 では限定されざるを得ない。今後、この工法のより

広い利用の可能性についての調査、研究が強〈望まれるが、これに

関連して P C 、 P R C構造における P C鋼材の付着の問題について

筆者の考えを、後の5. 1項や5. 5項に述べたので参照されたい。

さてこのアンボンド工法の、地震カを受ける音11材への利用の可能

性も含めてコンクリート機造物にどのように利用され得るのかとい

う、その将来性には特徴のある工法だけに構造技術者として大変興

味深いものがある 。

そこで P C 、 P R C 技術の外国の現況としてとくに アメリカの最

新の状況 を知るために、本年 6 月下旬から 7 月上旬までの約 3 週間、

本航ではプレストレストコンクリートを P C 、プレストレスト鉄筋コンクリート

をP R C 、鉄筋コンクリートを R C 、鉄tl "鉄筋コンクリートを S R C 、鉄骨を S

と略してある。

視察団を組織して調査を行 った。 ホノルルから始まってロスアンゼ

ルス、サンフランシスコ、シャトル、シカゴ、 ニューヨークの各都

市を訪問して建設現場、設計事務所 ( A. A. Yee 事務所、 T .Y. Li n

事務所等 ) 、ワシントン大学、建設会社等および P C I 協会等にて有

意義な見学や講演を聞き意見交換を行い、続いてカナダのウォータ

ール一大学での P R C 関係の国際シンポジウムに出席した。今回の

視察の詳細はいずれ別の機関誌に報告する こと になるので、 ここで

は視察結果を結論的に述べてアメリカでの最新の情勢の一端を推測

していただくことにしたい。 なおアメリカでは未だ P R C 構造の規

準は制定されていないので、今回の視察は主としてアンボンド工法

についての現場の状態を見、設計者、研究者の考え等を尋ねた 。

まず 全般的な感想、としては、十数年前の視察のときも、また今回

もそうであったが、アメリカにおける P C構造は文字通りコンクリ

ート構造物の中に溶け込んだ状態で利用されているという現実を強

〈笑感し、同時に日本の変則的な状況と比較して大変羨ましさを党

えた 。 ヨーロ ッパ も含めて外国には S R C精進の考えがないことに

もよると思われるが、いずれにしても適材適所、プレストレスの部

材が利用できるところ、あるいは利用すべきところには間違いなく

使用されている 。 日本のように R C とP C とを区別するという考え

が技術者の頭の中には生じないものと恩われる。

個々の事項については、以下のような実情を知 るこ とができた。

i ) アンボンドフ

ラットスラブ構造

の場合、 P C鋼材

の配置方式にはス

ラブに均等に配置

する場合と、柱は

縦横等間隔でも一

方向は均等配置、

それと直角方向は

柱列附近に集約配 写真一1 アンボンド P C鋼材の8anded tendons 

遣する 8a nded

syst emの配線状況

tendons  system 

の場合とがあり、

最近では後者の方

法が一般的に行わ

れているようであ

る。( 写真一 1 )  

ii ) スラブの P C

鋼材の間隔は大き ｾ ｟ｴ二 ｾＮＮＮＮＮＮＮＮ，Ｎ

〈、 60cm以上はあ 写真一2 アンボンドP C鋼材を用いたスラブの

る。 P C鋼材の配 曲線配線状況

j I T . は水平面内で曲線配置される; 場合も多〈、スラブ厚さは同じでも

P C鋼材を集約配置した部分には仮想のはりがあると」号えているよ

うである。スラブ内の普通鉄筋の量は少ない。( 写真一 2 )  
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ii i) 部材の曲げ破壊に対してはアンボ ン ド鋼材の応力増加は余り望

めないのでその効果は期待せず、安全のために普通鉄筋をある割合

以上で併用している 。 したが ってアンボ ン ド鋼材を地震力を受ける

部材に使用しても池袋力の負担は考えない。

iv )アンポンド工法による建物の耐久性については、アメリカでは

約25年も前より始まる多数の笑施例があるにもかかわらず、必ずしも

全面的な信頼を世いていない意見もあることが分か った。

すなわち、ホノルルのA. A. Y ee 氏の意見は、海摩近くなど環境

条件の悪いところでは鋼材定着音11で腐食のため破断の状態にな って

いる例が出でいること、定着部以外でも当初のキズが腐食発生点と

なる恐れがあり油断ができないこと、などの理由て。環境の悪いとこ

ろではグラウトを施工する方針としているが、アンボンド鋼材を用

いる場合は定着音111探聞に樹脂を注入し、さらにモルタルカバーを施

すことにしている、とのことであ った。 この腐食に対する笹戒の意

見はワシ ン トン大学 Matt ock 教授などからも聞かされたが、環境

条件のよいと思われる地域では耐久性に関する不利な怠見はなか っ

た (T. Y. Li n 教授、 Bondy氏など )。

つぎに筆者の印象に強〈残ったこ

ととしては以下のようなものがある。

i  ) 数年前の訪米持に比べて円柱を

用いたビルが各都市で数多〈見られ

るようにな ったが、施工者は種々の

サイズの円柱型枠を用意していると

のことであった。後述の国際シンポ

ジウムでも、コーネル大学 Ni l son

教授からス パイラル円柱の笑験結美

が報告された。

ii ) P  C 、 P R C構造とはとくに関

係ないが、建物の外形が通常の無難

な直方体形からかなり逸脱した、平

面形が丸や三角のもの、および建物

写真一3 長方形でなく三角

あるいは菱形平面

形のピル

( ロスア ンゼルス市内)

を途中から斜めに削ぎ落としたようなものなど大胆なものを意外と

多〈見かけ 、経済性には疑問があるものの、アーキテクトが伸び伸

びとデザイ ンしている様子がうかがえる 。( 写真一 3 )  

つぎに 7 月の 4 - 6 臼に行われたカナ夕、ウォータール一大学で

の国際シンポジウムは「フ・レストレスト鉄筋コ ンク リートの非線形

性と連続性」という表題のもとに、 l プレストレスト鉄筋コンクリ

ート、 2 非線形解析、 3.非線形設計、規準と笑際、の三つのテー?

で計36編の論文が発表されたが、参加者はアメリカ、カナダ、ヨー

ロッノ靖国、日本を含めたアジア諸国の、計22ヵ国から約 150 名で

あった。

日本からは岡田清京大教授、大型 ｪ 議ｾｾ阪大助手らが Ｕ 漏の 講演発

表を行い、またパネルテイスカ ッションでは籍者が日本建築学会の

P R C 設計 ・施工指針の要点をスライド説明した ( 詳細は省略 )。

上記のシ ンポジウ ムにも見られるが、最近は P C構造の中でもと

くに P R C構造への関心が高まって、研究報告も多くなり、指針や

規準の作成が進められているところもあるので、各国の規準等の窃J

きについて簡単に触れておきたい。ス イスでは上記会議に出席した

Bac hmann教授の話ーによると、 1968年のスイス P R C規準制定以前

からも P R C の考えで種々の物件が設計されていたとのことである

が、 1970年に R C から P R C まで統一されたヨーロ y パ国際指品が

作成 され、 1978年にはそれをさらに改訂して C E B/ F I P国際規準一

1978とした 。さらに昨年スト ックホルムで開催の第 9 回 F I P 大会

では、前記 C E B/ F I P 国際規準ー 1978をさらに笑用的に使いやす
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の Draf t が提示され、各国にその内容検討と コメント提出が求め

られた。日本も これに対して委貝会を設け、種々検討した結果を報

告してあるが、 この新しい笑用指針も近い将来発刊されることにな

るであろう 。一方 、ヨーロ ツノマではスイスのほか英国、フランスで

も前記規準に以た内容の規準が作成されているが、 ドイツでは目下

検討中のようである。アメリカは A CI Code一1970 の改訂版が今年

刊行される予定であるが、その 中には P R C構造の内容は未だ盛り

込まれないようである 。 またカナダは前記国際シンポジウムでの発

表によれば、 1984年を目標に準備中とのことであった。

以上のように、世界の P C構造に関する情勢は追々ではあるが、

R C から P R C を経て P C まで、統ーされた規準内容へと変わりつ

つある。

3  . プレストレスト鉄筋コンクリート ( P R  C ) 構 造 と 新 指 針

これからのコンクリー卜構造界に 一つの大きな転機をもたらすで

あろう P R C構造については、すて、に本誌、構造の黄}F7i h腕 説 明

をし、他の機関誌でも報告しているので、できるだけ重複を避けて

この構造の特徴や新指針 を要約しよう。

まず P R C構造の利用目的 を一言で表現するならば、 R C音[1材を

改良するという観点から、その設計では笑際上困難なひびわれ幅や

たわみの制御を自由に行い、同時にスパンも R C より大、 P C より

小 の 範囲て 梢任意に選べる構造百 ｛ＱｾＱ を得ることであり、他方 ｐｃ 百 ＱＱ 材

に| 剥しては、断面の引張応力やひびわれを許すことによって反り上

がり変形を防ぎ、同時に P C鋼材吐が減らせてより経済的な昔日付と

する( 文献10)の 2 項および図 5 参moことである 。 この際の利用ス

パンは 、はりでは 10- 20m、床スラブでは 10m程度が無理のないと

ころと考えられるが( 文献10)の 2 項および図 3 参!!¥l: ) 、将来の技術開

発によって変わってゆくこともあり待ょう。

つぎに力学上の利点としては、 IlI lげひぴわれモーメ ント 、ひびわ

れl隔、たわみ、残留たわみ、ヒシテリシスループの形状などの諸性

質を R C とP C の中間に実際の設計で任意に定められることである

( 文献 10)の1，2項および図 1，2，4参照) 。

P R C音11材の設計法 も、一言で表現するならは‘ R C柱の設計と全

〈同じであると断言でき、新たな問題点、難しい点は何もない。す

なわち P R C はり材てがは R C はり材にプレストレスカという刺h力カず

作用した R C柱材であり、 P R C柱材は R C柱にプレストレスカに

よる軸力と曲げモーメントが加わっただけのものである。

最も関心の持たれる 経済性については、 P C造でも S R C 造と比

べると 2 - 3 割程度は安価iになるので、 P R C造では当然これより

さらに安くなる。 R C造と比較すると文献12) ( 表 - 4 参照) ても比

較されているように、断面については欽の量は大幅に減少している

ものの、 P C鋼材の他段が高いので来干のコスト高になると，ELわれ

るが、同じはり断面でス パンが 2 倍近く になり柱が 1 本なくなるこ

と、わずかではあるが荷重も低減することなどから、総合的には R

C 造と大差ない程度になるかと思われる。

さて 学会 P R C指針についてここでは、本誌、構造の頁。( 文献

10) - 12) 参照 ) で触れることができなか った事項を説明しよう 。

まず上記報告で示した分知表に、現不E少し表現上の修正が行われ

ているので、現在の分績を 表一 1 に示した。同表 2 糊の記号が点線

で左右に分けてあるが、左1H1J は R C} ] 式の設計すなわち断面コ ンク

リートの引張応力を無視しひひj つれl阪の検討を行うという設計方法

が採られる。同欄右側は P C} J 式の設計を意味し、したがって断而

コンクリートの引張応力がみ4 応、される全断面有効とする設計方式て¥



表ー 1 部材の分類と長期設計応力時の断面引張縁の状態
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図ー 1 R C 柱断面算定図表を利用した鉄筋応力の算定法

( A法) ( 9 法〕

図 - 2  曲げ変形能力 (じ ん性) 増大の方法

ひびわれ幅の検討は行わなし、。

しかし、ここで疑問が生じるであろう 。 それは m1 、 日l b の 設 計

では荷重が超過した場合ひぴわれが生じることになるが、それはと

う制御されるのか、と 。実際にひびわれが生じてその幅がもし 0 . 2

mm 以上になるのであれば、このように分類した意味がなくなること

になり、実はこの部分が異なる二つの設計法によって作り出される

避 け て 通 れ な い 不 連 続 部 と な っ て い る の で あ り 、 事 実 、前記各国の

規準ではこの不連続苦11の設計上の処理法についてはいずれも言及し

ていない 。

日本建築学会ではこの点について試算を含めて徳々検討した結果 、

111 1  、 111 l b による部材でも、コンクリートの引張応力を無視した場

合 、 ひ び わ れ 幅 がo. l mm以 下 と な る よ う な ひ び わ れ 制 御 用 補 強 筋 量

を与える ti: 出表を作成する ことができた 。 したがって設計者は、 111 1  、

III l b の音11材 の 断 面 設 計 は 従 来 の P C部材の手法そのままで行い、ひ

びわれ制御に対しては上記算出表から必要な補強筋量を読み取るだ

けで、よいことになる 。

すなわち学会指針では、上記不連続部分に対しこのような形で実

用設計上の解決を与えた 。

つぎに、 111 0.1 、 即日の昔11材で行うひびわれ幅算定の際、鉄筋の応、

力を求めることが必要であるが、内外の規準、指針ではその鉄筋応

力の制限値を示してはいてもいずれもそれを求める方法は与えてい

ない 。学 会 の P R C指針では 図ー 1 に示すような界一定図を新たに考

案 し て い る 。 そ の 求 め 方 の 詳 細 は 省 略 す る と し て 、 こ の 算 定 図 の 特

徴は、断面設計の際に用いた数値をそのまま利用し J 鉄筋応力だけ

でなくコンクリートの応力や中立車UI の位置も簡単に求まり、長方形

断面のみならず T 型断面でも (r > 1 の図より) 求めることができ

る。 R C柱断面の応力ももちろんこの図で求まる 。

どんな建物でも日本では耐震性が要求されるが、そのためには部

材断面がねは、り強〈抵抗することが必要であり、その方法として向

指針では、w . 性ヒンジとなる部分だけ 図 - 2 に示すようなスパイラ

ル筋で補強するという、きわめて経済的でしかも大きな効果のある

方法を提示している 。 きて、このスパイラル宇iti51i 筋の算定法に対し

ても、必要とされるじん性率に見合う補強筋量を簡単に定め得る算

定図が準備されている 。

その他、使用状態時から終局 i待までのアンボンド鋼材の応力の iI21

力[ 1 丑、せん断に対する設計法など二、三の点について目下検討が行

われている 。

4  . 安全な高層 P C、P R C ビルへの発展

建築物を耐詩的にする方策として、剛構造と柔構造の両極の考え

方があるが、前者の方式では建物の高層化には限界がある 。 しかし

後 者 の 考 え を 実 現 す る た め に は 建 物 の 各 部 材 に ね ば り 強 さ が な け れ

ば不可能である 。 日本で超高層ビルが S 造を主役として実現された

のも鉄の大変形能力のゆえである。

外固め例を見ると、日本よりは軽度の地震地域では数十階建の超

高層ビルカ帰宅 R Cや P C構造で数多く建設されている。これらのヒ

ルは、そのままでは日本のような強震国に持ち込むのは無理である

が、もし鉄骨部材並みかそれに近い変形能力をコンクリー卜部材に

持 た せ る 方 法 が 考 え 出 せ る な ら は ¥ 日 本 に お い て も コ ン ク リ ー ト 構

造による超高層ビルが可能となる 。 この場合 P C 、 P R C構造を用

いるならば欽骨造とは 一 味違って、耐火 ・耐久性および座屈などの

点 で 心 配 が 要 ら ず 、 地 震 が 終 わ れ ば ほ と ん ど 元 の 位 置 に 自 動 的 に 戻

るという、他極構造では得られない特質を持 った超高層ビルとなり、

新 た な 超 高 層 ビ ル のH寺代を出現させることができる 。
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これを可能とするであろう方法を、筆者としては以下のように見

出している 。 その方法の基本となる考え方を箇条書にすれば、つぎ

のようになる 。

(  1  ) 必要なねばり強さ ( 変形能力 ) を、容易に余裕をも って可能とす

る方法であること 。

( 11) くり返し荷重に対して十分安定していること、すなわち部材の

破壊終局域においても力学的な劣化が極力少ないこと 。

(  111 ) 手近にあるありふれた安価な材料で容易に施工できること 。

(  IV)構造体全体でなく、変形能力を必要とする個所に局所的に用い

て目的が達せられること 。

以上の諸条件を il<l. j たす方法とは、円形ス パイラル筋によって補強

されたコンクリート、いわゆるコンファインドコンクリー卜を利用

するものであり、位に対してはそのままの形で全長にわた り、はり

に対しては 図 - 2 に示したように盟性ヒンジとなる部材断面の l曲げ

圧縮側に配置してやればよい 。 14) 司 6)

この方法は、以前からも提案してきており、今回の学会の P R C

指針でもはり苦11材に対して採り入れられることにな ったが、ここに

至ったそもそものキ ッカケは、 12年前の 1971年初頭にロスア ンゼル

ス近郊のサンフェルナンド地方に発生した大地渓の被害状況を見て

廻 ったときである 。いろいろな被害建物の中で、オリブヴ、ュー病 院

の l 階の柱群の状況は実に強烈! な印象を与え、同H寺に、地震国にお

けるコンクリート構造物としての最終的な解決法を自の当たりに見

たおもいであ った。

その解決法へ導いた立重な、、実大実験結果。の一宮[1を、写真一 4 -

7 に示す。写真一 4 はフープ筋の少ない角形隅柱の完全破壊の状況

とすぐ隣の健全な円形スパイラル柱を、 写真一 5 は残留片振幅約50

cmすなわち層間変形角% 程度の状態であるにもかかわらず、 上部 4

層の建物を十分な余裕をも って支持 し て い る ( 写真一 6 ) スパイラ

ル柱のクローズア ップを 、また 写真一 7 は角柱を使用した隣接する

2 階建の建物が l 層部柱の完全な崩壊でい l 階建砂と変わ った状況

を示したものである 。 まさに円形スパイラル柱の持つ大変形能力の

様をこれ以上に如実に物語るものはない 。

このス パイラル円柱の基本となる円形ス パイラル筋補強をしたコ

ンク リー トの力学的性質の基礎研究をこのとき以来本格的に開始し、

多くのデータを集積してきたが、従来のコンクリート構造材では得

られない変革的大変形能を示した一例を 写真 - 8 および 図 - 3 に示

す 。 これらは、 ｾ 10X20cmのシリング一試験体の圧縮試験結果で、

写真一 8 のフープ筋の間隔 15mm、30酬のシリンダーなどは、 20cmの

高さのものが10mmほど縮むという大変形状態にあってもなお補強筋

のないプレーンコンクリートの強度以上の耐力を保持しており( 図

- 3 参照) 、その上、変形能力のみならず強度も簡単に 1. 5 - 2倍に

精力日することがは っきりと示されている 。

ではなぜこのわずかな補強でこのような変革的な性質が現れるの

か。 それを模式的に説明したのが 図 - 4 である 。 詳細は文献を参

照していただくとしてその理由を要約するならは¥破壊域ではコン

クリートが外側に拡がる傾向が一段と強まるが、これをスノ マイラル

筋が拘束するので、その内部が上下左右から 三次元的な圧縮応力を

受け、いわゆる流体圧に近い状態になるため変形も耐力も増すこと

になる 。 しかしス パ イラル筋のピ ッチが大きくなると、その拘束作

用も低下する 。ピッ チは小さいほど良いことになるが、打込コンク

リートの廻りも考慮するならば、実際の音11材で1ま50mmくらいが限度

であろう 。 また円形でなく角形補強においては、その拘束効果はこ

、ーーーよE

7∞「
「 一 一実験値

丘二ユ

A  _  I  A - 2  

1γ 一一一つ5 20 30 

ひずみ度 ( %0)

図 - 3  o  100X200mmコンフアインドコンクリート

円柱の応力度一ひずみ度幽線 ( A - l - A - 1

3.41 X  3.58. . 補強筋のピ ッチ 12，8， 6， 4， 3， 2， 1.  5c. )  

写真 - 8 スパイラル補強の効果 (左がら2，3，4番目が

図 - 3のA - 3 ，A - 5 ，A - 1試験体)

4  なアーチ作用発生1 ，[]_ 

一 Ｍ ｲ ，ｾ Ｍ -;，← 

『ー-. . : . : ごごくー----- ーでー』ミミヱ=一ーーー

一件 Ｍｾﾭ

( a) 合 ( b) 可寸

図- 4 コンフ アインドコンクリートの
写真一B 残留大変位状態で上部4層を支える

スパイラル円柱(オリブヴュー病院)

写真一 7 2階建ビルが1階長方形柱の完全崩壊 で

。1階建砂となった例 (オ リブヴユー病院) 三次元応力状態
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図- 7 柱における種々な円形スパイラル筋補強

れほど顕著に現れないことは、容易に推測されるであろう 。 日本でもすでに 二 、三の利用例があるが、後述する住宅には本格的

つぎに基本的考え CU  J の、くり返し荷重に対する安定性について

は、 図- 5 で簡単に説明しよう 。 これは円形スノ マイラル筋で、はり

材曲げ圧縮側を補強した場合としない場合につき、とくに最大耐力

以後の変形軟化域、すなわち、下り勾配部において漸増定変位くり

返しｾ衣桁試験をした結果であるが、無補強の場合は Ｑ - 2 回程度で

崩壊の状態に至っているのに対し、補強した場合は 5 回ずつのくり

返し載荷に対し耐力低下はわずかであり ( ハ ンチ部の中高で示されて

いる )、 また大変形域までその性状が保たれ、しかも軟化領域の下

り勾配も緩やかとな っている。

上記のような大幅な性質の改善が得られる以上、従来、設計上コ

ンクリートの力学的性質は最大耐力時までの応力と変形を考慮の対

象としているが、このようなコンファインドコンクリートに関して

はその下降勾配部分も積極的に設計に、とくにじん性率設計に採り

入れ利用していくべきである、と筆者は考えている 。

以上のように優れた性質を持つコンフ ァインドコンクリ トをは

り部材の塑性ヒンジ部圧縮伺1) に用いることに気つ' いて以来 、実験と

解析テータを集積してきているが、それに基づいて前述のように学

会 P R C指針では設計者は解析や計算をすることなく、所要の陸I i 面'

じん性を得るための配筋量の決定、いうなればじん性率設計が可能

となる方法を提示するべく準備中である 。

すでにこの方法ではりがi I l 強した笑施建物は福岡幽jJ 大 ( 福岡苦)

と大手前女子短期大学( 大阪) のほか数件はある 。図- 6 に解析結果

ではあるが、前者についての 曲げ廻転じん性の改普ーの状態を示した 。

ちなみにこのじん性改善の補強方法はヨーロ ッパでも関心 を持た

れ、また今年のカナタウォータ ール一大学の国際シンポジウムで学

会 P R C指針の主要項目のーっとしてこの方法を筆者が紹介したの

に対し強い反応があったことからも関心の高さがうかがわれ、今後

恐らく世界的にも注目を集める補強法となるであろう 。

柱へ利用するための研究テータは、はりと比べて試験体が実大に

近いものにならざるを得ないこともあ って か、余り多いとはいえな

い。 しかし 、 とくに今回の視察で円柱の建物を予想をはるかに越え

て多〈見かけた こ とや、シカゴのある建設会社の話では円柱の型枠

などはどんな寸法にも応じられるように用意されているとのことで

あり、また、研究者の研究謀題としての関心が高ま って いることな

どから、米国では今後本格的な使用のu寺代に入るものと思われる 。

な円形スノ マイラル P C柱が用いられている 。

さて実際の建築物の柱にこの円形スパイラル補強を利用するに当

たって、施工条件などを考慮すると種々の断面形や配筋方法が考え

られる 。 その例を 図 - 7 に示す。( a ) は配筋は円形であるが型枠が

容易なように四角の断面としたもので、 ( b ) はよく知られるように

四角の形を優先しながら円形のねはり強さを探り入れたものであり、

(  c  ) はすべて円形で、この場合のはりとの取合部をより容易にす る

方法として ( d  ) が考えられる。( e  ) と( f  ) は長方形断面に対応 させ

るためのものであるが、 ( g  )の ように図 2 のはりの裕強の考えを

採り入れることも可能であろう。

なお断面設計に際しては、図 7 のいずれの方法に対しても、保

有耐力算定用の断面としては写真一 5 の状態からも明らかなごとく

かぶりコンクリートを無視した断面を用きるべきであるが、長期設

計荷重時はかぶりを含んだ全断面を考慮するのが経済的で也もあり、

妥当な方針であろう 。 しかし、どの程度の応力まで安全率も考慮し

て全断面が使えるかは今後の研究課題である 。

はり、柱に以上のような円形スパイラル補強を施すことによって

建物の変形能力は、少なくとも現状よりは格段に改善され、また通

常の設計で必要とされる変形能力は容易に得ることができるであろ

っ。 さらにこれらの部材を P C 、 P R C とすることにより大きな復

元性が得られるのて、地震が鎮静すると同時に残留変位がほとんどな

い状態に戻る、という今までにない構造体を作り出すことになる 。

またこれによって耐渓壁の要らないビルたとえばピロティ方式のヒ

ルも答易となり、マンションなどをこの方式とすれは、 1 階は駐車場

などに利用でき、広い土地が待られにくい市街地の学校建築に用い

れば運動場の一部や雨天H寺の遊び場などとしても使うことができる 。

また、下の 1 - 2 層をこのようなピロティ式の柔らかいねは、りのあ

る層とし 、上部を剛性大の構造体とすることにより、写真一 6 にも

見られるように、下部の Soft stoふミ地震の揺れを吸収するので、

上音11は案外少ない被害てマ斉む、というメリ ッ トも得られることにな

ろう 。 またさらに一歩進めて基礎杭をスパイラル補強しその上部を

Soft story  に用いる案も考えられる 。 このアイディアを 13年前の

視察のときのグループメンバーに話したが、理解して! - z えなか った。

しかし大変残念ながら、文献22) の ようにアメリカでこれが現在実

現の方向に向か っている 。
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この円形スノ ぞイラル柱の構造を発展させていく上での今後の課題は、

施工しやすい円形型枠工法の開発て、あり、他方、設計のやり方によ

り耐震壁不要となることにもなろうが、一般論として耐震壁とどの

ように協調させるか、であろう 。 またオリブヴ ュー病院の場合には

位 はりの街i点部にフーフ。筋カ、少なく 1 階柱頂節点音11で破壊しかけ

ているところも見られたので、この節点音11の補強も留意すべき点で

ある 。

5 ， P  C 、 P R C技 術 の 建 築 構 造 へ の 新 し い 利 用

前項 4 で述べたこともその一つではあるが、プレストレスの工法

を建築の構造にいかに有効に利用していくかについて、 筆者が日頃

考えているアイディアのいくつかをここに要約した 。読者の将来の

技術開発に参考になれば幸いである 。

5 ，1  耐震壁への利用

R C造では耐震壁といえば必ずはり、柱の周辺フレームイすきのも

のとなり、また力学的にも曲げでなくせん断力を受ける抵抗要素と

して考えられることになる 。 P C 、P R C耐震壁では周辺フレーム

は必ずしも必要ではなく、せん断型に抵抗させ得ることはもちろん

であるが、積極的に曲げ‘ 抵抗型の苦1¥材として利用することも可能で、

ある 。

せん断抵抗型 とする場合は、低層建物では柱、はり材で各階壁を

取り囲む必要は必ずしもないので利用しやすいが、高層建物では各

階壁に周辺架;憐を設けることが必要となろう 。 このような P C耐震

壁はプレストレスの置にもよるが、たとえは:'20kg/ clI1'程度の平均フ。

レストレスでせん断耐力はプレストレス零の場合の 1. 5倍程度には

なる 。 また柱が耐良壁音11分に作用する l曲げ引渡力のほとんどを負担

するとすれば P C鋼材の配置方向は必ずしも鉛直である必要はなく、

水平配設でも理論的には有効で、ある 。 しかし 曲げの影響の出る終局

域での耐力性状をも考えるならば、鉛直配置の方が P C鋼材は有効

に使われることになろう 。

幽げ抵抗型の P C 、 P R C耐震壁として用いる場ー合は、柱、はり

の周辺架械は必要で、はなく、また低層ビルから高層ビルまで利用可

能であるが、さらに従来の耐震壁では得られない復元性すなわち地

震終了と同時に元の鉛直位置に戻るという優れた特性が待 られる 。

この程耐震壁の破壊の形成としては、①曲げ圧縮1WJ コンクリートの

圧壊、① P C鋼材の破断、および⑪板部材としての座屈、などが考

えられる 。

①の破壊形式に対しては、それをねばり強くするために 図- 8 の

ような方法が有効て山あろう 。すなわち、耐良型の曲げ圧縮1ft lJ の中立

軸附近まで、 4 項で述べた円形スパイラル筋補強によるコンブアイ

ンドコンクリートを配置する方法である 。この際の補強区間 ( 高さ)

は耐震壁の全高さにわたる必要はなく、i f J J . 性ヒ ンジ城を対象とすれ

はよい 。ただしこのような板材の塑性ヒンジ領域に| 品jする研究デー

タは、もしあ ってもごくわずかと思われ、今後の初|究課題であるが、

で ヰ 手 引 はり材ではそのせい程

度となるので、壁の場

合もこれと同じ考え方

匡 三l二重

区」

で大 き1j 間違いはない

図- 8 耐震壁の円形スパイラル筋補強 であろう 。

@ の P C鋼材の破断は、はり材においては普通に設計されたもの

はそのせいが小さいこと、鋼材の量が極端に少なくないこと、など

から通常は生じないと考えられる 。 しかし壁体の; 場合は、鋼材量は

ともかくとして防げ1司としてのせいは大きいので、付着があるとき

は P C鋼材の伸びひずみが壁のひびわれ部分に集 l ドして生じること
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図 - 9  P C， P R C耐震壁術面と P C鋼材の配置例

になり、鋼材の破断の可能性は大きくなる 。 これに対する対策とし

ては 、種々の長さのアンボンド P C鋼材によ ってプレストレスを与

えるとか、 P C鋼材の伸 び変形が集中する部分を局部的にアンボン

ドの状態としてひずみを分散・緩和してやることなどが考えられる 。

後者の局所アンボンドの状態は、シース内でその区間だけグリスな

どを塗布してテープ巻きをし、そのままグラウトをすることによ っ

て作り出すこ とができる 。

⑪の座屈に関しては、各階床スラブが耐震壁と一体とな っており、

日牢厚も通常の耐力型程度以上あればとくに問題はないと思われる 。

つぎに P C 、 P R C耐震壁を笑際に建物に用いる場合の形状など

についての考えられる例を、様式的に 図 - 9 に示した 。同図( a  )は

コア型として耐震壁を建物平面内部に配置する方式であり、同図 (b)

は建物外周部に設けるのに適していよう 。 これらの場合、地中ばり

にも発生した 曲げひびわれが閉合するよう、また耐力性状の点から

もP C 、P R C;構造を用いるのが得策であろうが、地震H寺の塑性ヒ

ンジは地中ばりでなく、耐震壁l問l音[1に設ける方がよい 。なお両端捜

込型となる ( a ) の場合の地中 ば りの P C鋼材は、緊張端側 のみを壁

の側面に曲げ出しておくようにすればよい 。また (a) 、(b) 図の地中ば

りは、地下室がある場合には、地中は. りを設ける代わりに地下壁を

そのまま 利用できることもあろう 。

5，2  P  C 、 P R C板による板構造ビルへの応用

アメリカなどのビル建築を見て廻って強〈感じることは、構造が

ス ッ キリしているものが多いということである 。 キｾ造が明快である

ことは、力の流れに無駄がないことにもなり、 これは結果的に経済

性にもつながることである 。

本項は P C 、 P R C精進を 利用 して力の流れの明快なビル構造方

式を提案しようとするもので、機題から推測されるように、柱もは

りもない板だけ、すなわち壁と床スラフゃのみて、建物構造体を構成す

る方式である 。具体的な例として、マンションなどに用いた場合は

図一 10のような平面計画が考えられる 。張関方向は 戸境壁が必ず設

けられるのでこれを前項のような考え方で P C 、 P R C の、あるい

は低層ビルで水平力が小さければ R C の耐震壁とする 。桁行方向は

耐 震 壁

物置等 階段. 物置等住 戸 住 戸

エレベータ

図ー 10 P C， P R C耐震壁の平面配置例



階段 ・エレベータホールは必ず必要であるからこの部分に耐震壁を

設けることができるが、それだけでは不足する場合は両萎側に各住

戸用の物置等と耐震壁兼用の空間をとるのも 一案である 。 この構造

はマンションに限らず市街地ビルにも広〈応用可能な構造であろう 。

蛇足ではあるが、このような板橋造ビルの利点としては、

i  )天井高さは同 じでも| 活高は従来のはりせいの克くらいは節約てo

きるので 、同じ階数であれば建物高さが減少し同時に地震力も小さ

くなり 、閉じ軒高とすれば階数が増え空間利用効率が大となる。

ii )配管などが自由に行える 。

iii )窓が床と壁の枠い っぱいまで大きくとれる 。

iv )はりがないので室内の間取りが自由となり、改装 ・改築も答易

となる 。

v ) もちろん型枠の施工は最も簡単で単純明快な方法が採用できる 。

などであろう 。

5. 3  住宅の P C、 P R C化

一般住宅に対しても全般的にあるいは部分的に P C 、 P R C の技

術を有効に利用できるはずであ って、将来の発展の一つの主要な分

野となろう 。

前 4 項で述べた方式の 3 階建まで想定した住宅が現在実現しよう

としている 。すなわち柱は遠心力成形のス パ イラル補強された中杢

円柱で、地中ばり、各階のはり 、床スラブなどすべてプレキャスト

の P C部材て将i成され、耐力壁は用いられていない。柱脚も含めて

骨組節点はすべて P C 方式で剛接合される。 l 階柱胸、および各階

柱はり接合部を含む実大試験体によ って耐力、変形能力等が疎かめ

ら れ ( 図ー 11 参貨) 、 関東大震災級の地震にも十分耐えることが確

かめられた 。柱脚の塑性ビンジ音11 とな ったところはかぶりコンクリ

ートが剥落するほどの大変形をしても除桁後の残留変位はわずか 3

- 4rnrn程度であ った。

この住宅の特徴は、もちろん当初から 3 階建とすることができる

が、まず 2 階建を作 って 3 階を地築することもでき、 1 階をピロテ

ィとして庭を広〈使うこともでき、また耐力壁は要らないので間取

りは柱の位置を除けば全〈自由であり間取り変更、増改築も行える

という、従来のコンクリート住宅では考えられないものが実現する 。

つぎに 5.1項の耐震壁を住宅に利用する場合を考えてみよう。前

記のようにせん断型の耐艮墜として用いるときは、プレストレスを

作用させれば R C壁の1 . 5 - 2 倍くらいには耐力を増す ことができ

るので、耐力壁の量は現行の必要量の半分くらいにはすることがで

き、間取り設計の自由、増改築の自由度がそれだけ増すことになる 。

あるいはもっと積極的に図 - 9 のような片持式の本格的な耐震壁

と前記板構造の方式を合わせたものとする方向もある。すなわち壁
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図ー 11 中空スパイラルP C円柱の正負くり返し実験結果制

厚は少し厚くなるが、 1 住戸平面の l 方向は 2 - 4 枚程度の耐震壁

てい全水平力を持たせる設計とし、床は当然、ボンドあるいはアンボ

ン ド工法による P C 、 P R C床とする 。したがって床の支持は、鉛

直力のみを受けるサポートてよい ことになるから、構造設計もやり

やすくなるし、その他すべてにわたって自由度が増す。耐震壁配置

の二、三の例を 図ー 12に示す。同図中、点線で表した壁はそこへ移

l =11 1二] [ . ]  

( a )  ( b )  ( c )  

図ー 12 住宅にP C，P R C耐震壁を用いた場合の耐震壁配置例

動させても良さそうな位置を示したものである 。

また同じ壁式ではあるが、高強度多孔レンガを用いて P C耐震壁

とし、構造壁兼仕上壁として利用する試みも行われている 。 この場

合は圧縮に強いレンカ、を用いるので、普通の壁式構造のようなせん

断型の耐力墜として利用するのは得策ではない。曲げ耐力は P C鋼

材の量によ って調整でき、これによって所要壁畳の増減ができる。

臥り よう などはり材の曲げ、戻し効果に余り期待しなくてよいような

片持式独立耐震墜として用いれば設計の自由度も大とな り、落ち着

いた雰囲気を与えるレンカ、造ではあるが、関口の大きくとれる 伸 び

やかなレンガ造住宅が可能となるであ ろう。

5. 4  大型 P C、 P R C片持スラブの利用

プレストレスの技術を 利用すれば 3 m前後の片持スラブは、先端

部にサポートを設けることも考えるならは、きわめて容易であり、そ

のつもりになって考えれば用途はかなり広いはずである。ここでは

その利用の一例について述べよう 。

普通われわれが目にするベラン夕、は 1 m程度の奥行きで、きわめ

てせまくせせこましい。筆者がドイツで住んでいたゲストハ ウスの

ベランダは 4 m近い奥行きを持ち、その先端には木が植えられてい

たため野鳥もおとずれるという具合であ ったし、また簡単なスポー

ツたとえば卓球などができそうな広きであ った。

このように考えると、今の日本のマンションやとくに市街地の住

環境は何となく殺伐として ilMJ いがない。大阪市内はヨーロ y パ 、ア

メリカ、カナダはもちろん東京と 比べてさえ J格段に緑の少ない町で

ある 。最近、市でもこの問題を取り上げていることを知りで) 少し救

われた感じである。

このような理由で、 7 ンション、公団アノ ぞート等に大きなベラン

ダを / と主張したい。市街地にいながら郊外の庭付き l 戸建の雰囲

気に少しでも近づける空間を 作り出すべきである 。

また市街地改造として巨大ビル化も結構であるが、たとえば狭い

路地を入り組ませた 2 階建程度の建物で占められる一つの区画に対

し、改造案としてつぎのようなものはどうであろうか 。

上記大きなベランダを持つ 2 階建を l 住戸とした 4 階建の ( 庖告m

付き ) 住宅に 作りかえるとすれば、 1 区画の半分の面積は空地化で

き緑地なり、駐車場なりに使うことができる 。 もちろん l 階は庖舗

が可能であ ってまたベランダには緑が植えられて野鳥も呼ぶことが

でき、そこでは簡単なスポーツ等も可能となり、郊外の庭付き 1 戸

建住宅に近いものが都心で得られることになろう 。

5. 5 P  C 鋼材の付着に関する発想の転換

P C鋼材の付着に関しては現在、 i ) グラウトを注入して付着を与

えるか、 ii ) アンボンド P C鋼材を使用して全長にわた って付着を与

えないかの二つに大別される 。 しかし筆者は R C とP C をつないで

P R Cが存在するのと同様、付着に関しても上記 i ) 、 ii ) を両極端

とする中間の状態も考慮して 利用すべきであると考えている 。力学
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的にもこの 中聞の状態を作り出す必要があることをっさに述べよう 。

そのまず第ーはすでに述べたように、耐震壁やはり材でも部材せ

いが大きい場合、および通常の苦11材せいでも鋼材の盆が少ないとき

( たとえば鋼材係数q が0 . 1以下くらいのとき) には強い付着力が存

在すると塑性ヒンジ部のひびわれ部分に P C 鋼材のひずみが集中し

て破断することがある 。 このようなときには断面曲げ耐力は多少低

下す ることはあるが、適当な長さにわたって 付着を切ってやれば鋼

材ひずみはその区間で平均化 されるので、鋼材破断による突発的破

壊を防ぐことができる 。その付着の切り方は、 5 1項の破壊の形式①

にl刻すると ころで簡単に述べた 。

第二は 、上記と逆にアンボンド鋼材に付着を与える必要がある場

合である 。アンボンド部材は、曲げ変形に対して鋼材応力が余り増

加しないので 、抵抗曲げモーメントの士曽加も少ない。 またアンボン

ド鋼材は、建物全長の多スパンにわた って途 中定着苦11のない一本物

で使用されるのが普通であるが もし何かの理由で鋼材の l 個所が

I政断すると、それは建物全スパンにわたる破壊に導くことになるし、

他方、多スパンのうち l スパンのみに付加荷重を載せようとした場

合、たわみが生じても抵抗モーメントは増加しないので、ぞのスパ

ンのたわみは異常に大きくなる 。

以上のような力学的現象を改善するには、適当な間隔で何らかの

方法で付着を与えて 、 コンク リートに対する岡IJ材の相対変位を止め

てやればよい 。 その一笑を 図ー 13に示した 。アンボンド鋼材の緊張
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定着完了後、音11材表面からナット締めをするだけであるから、音11材

に窓などを聞ける必要もなく簡単である 。 ただし、この固定部位置

は鋼材を腐食から守るためひびわれの発生しない断面に設ける必要

があろう 。

5. 6 高強度鉄筋の P R C部材への利用

現在、高強度鉄筋は設計規準によ って 、長期許容引張力が曲げひ

びわれ中高の間接制維11のため 2200k g f / cm' 程度に ff pえられているので

その高強度の性能が無駄とな って いる 。

そもそも P C構造は高強度のコンクリー卜と高強度の鋼材の組み

合わせで笑用可能となったが、 1988年ドイツのドエーリンクが普通

鉄筋でプレストレスを導入して失敗した理由は、コンクリートのク

リープ乾燥収納によ って 有効フ・レストレスがほとんど容とな ったか

らである。しかし 1 ; 砲すなわちフルプレス トレストレ ッシングの P

C ではこのような現象となるが、 P R C では断面引張縁に大きな引

張応力あるいはひびわれが生じるので、このようにはならないと推

測される 。すなわち引張側高強度鉄筋位置では、コンクリートが大

引張応力かひびわれの状態になっているので、鉄筋の 引張応力はむ

しろ増加 し、さらに圧縮似IJ コンクリートのクリープ乾燥収縮は鉄筋

応力 を増加 させ る側 に作用す2ので、有効プレストレスカは倣保さ

れると考えられる 。
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以上の理由で高強度鉄筋によってプレストレスを導入し た P R C

部材が可能であることが推測でき、手始めに長期応力のみを受ける

音[1材にでも適用すれば高強度鉄筋の持つ高強度性がフルに 利用され

ることになる 。プ レキャスト床音[1材などにプレテンション方式で用

いれば有利 であろう 。

6  . あとがき

コンクリート構造の分野は P R C構造の出現によって大きな転機

を迎えつつあるという実感をますます強〈感じ 、将来の広範囲な発

展を期待して筆者のアイテA イアをいくつか要約してみたが、当初の

予定頁数を大幅にオーバー してしまったにもかかわらず 、説明不足

のところも多々あり、またこれ以外にも未だ記述し得なかった項目

を持 っている 。本稿で述べたアイディアは直ちに実行できるものも

あるし、今少し研究データが必要なものもあるが、いずれにしても

大なり 小 なり読者の方々のお役に立ち、また将来 P R C 構造の、ひ

いてはコンクリート構造の発展の一助ともなれば幸いである 。

参考文献

1  ) 特集 建築とプレストレストコン 7 リ ト柿i立，主主築と社会、 1975 ( 昭50) . 7 号

2  ) プ レストレスト鉄筋コンクリート ( u n p c ) 構造設計 ・施工指針( 笑 ) ; 建築雑誌、

vol. 97、 1982 . 6  

3  ) 鈴木計夫，アメリカにおける最近のコン 7' ) ート主主築構造物について，プレストレス

トコンクリート、 vol. 12、1970 .  11 

4  )  A. H. Ni l son ，Spi rall y-rei nforced Hi gh.Strength Concret e Col umns;  A CI投稿中

5 )  K. Okada、K.Kobayashi 、T. Mi yagawa ;  Cracki ng、Inel asti c and Ti me-dependent  

Behavi or of Partial l y Prest ressed Concrete ;  Int. Sy mpo， Nonl i neari ty and Conti  

nuity  in P C， Wat erl oo Canada.J ul y 1983 

6  )  K ，S uzuki Y. Ohno  :  Rapi d Evaluat ion of  Crac k  Wi dth  of Part ially  Prest ressed  

Conc ret e Members :  Int. Sympo.. Nonlineari ty  and cont i nuity  in PC. Water loo 

Canada. J  ul y  1983 

7 )  K . Okada， K. Kobayashi， K. l noue  ;  Inelastic Behavi or of Cont i nuous Prestressed 

Concret e Beams  ;  Int. Sy mp<'" Nonl i neari ty and Conti nui ty in P C， Wat erl oo Canada， 

J ul y 1983 

8 )  C E B/ F1P; コ ンク リート精造物設計施工国際指針 ( 1970) ; 日本コンクリート会議 v

P C技f品 1 成品出版会 l沼46

9  )  C E B/ FI P ;  Model  Code for Concret e Structures， 1978 

10) 鈴木計夫，プレストレスト鉄筋コンクリート ( P RC)柿巡( その 1 ) ; 椛造の頁、建築と

社会、 1981 ・11

11 ) 鈴木計夫，プレストレスト鉄筋コンクリ ト( P RC)構造( その 2 ) ;  精進の頁、建築と

社会、 1981 .  12 

12) 鈴木計夫，プレストレスト鉄筋コンクリート ( P RC)l Wt 造( その 3 ) ; 構造の頁、建築と

社会、 1982 ・l

13) 鈴木J-I夫，日本建築学会プレストレスト鉄筋コンクリート ( 四極P C)桃 造 設 計 地 工

指針 ( 案) について，プレストレストコンクリ- "， vol. 24、Nu 2 、Mar. 1982 

14 ) 鈴木計夫，コン 7' ) ートと鉄筋肉協力 ( スパ イラル筋肉効用 ) ; 読者コーナ一 、コ ンク

リート工学、 vol. 15、Nu4 、Apri l 1977 

15) 鈴木計夫，鋼とコンクリートの新らしい組合せ コン7 ァインドコンクリ トー， コン

クリート工学、 vol. 17、Nu 7 、J ul y 1979 

16) 鈴木計夫但当分，地袋荷重と建築梢巡の耐波性、日本建築学会シンポジウム 1976、

pp. 272- 307 

17) 鈴木計夫、中塚倍、他 2 名，償方向拘束力を受けるコンクリートの力学的特性に| 期す

る研究，日本建築学会近畿支部研究告集、 l沼51 .  6  

18) 鈴木計夫、中塚倍、岡悶充5L; 1111げ圧縮部にスパイラ J レ補強筋を有する P C ばりのく

り返し有i1 f i 下における挙動について，日本位築学会泣畿支部研究報告J t ， 11召53 . 5  

19) 鈴木 a-j 夫 、池田氷司，福岡歯科大学 3 号館の設計と施工， P C技術協会講習会テキス

ト，プレストレストコンクリート構造物の設計 施工、昭55 ・l

20) 第 9 回FI P大会特集J j ' ) 刊号 1 プレストレストコンクリー卜、 vol. 24 Extra number ， 

1982 ・ 9

21)  H.C. Cer hardt  :  IX  Int引 nati onaler S pannbet onkongres  St oc kholm 1982、 Erd

bebensicheres Bauen  :  B.u  S t. 12/ 1982 

22)  D. A. Sheppard ;  Sei smi c Design  of Prestressed  Concret e Pi l i ng:  PCI  J ournal  

Mar. - A pr. 1983 

23)  M_Fi ntel， F .R. Khan ;  Shock-Absorbi ng Soft Story Concept  for Mul ti story Earth-

quake Structures ;  J. of ACI ， Ma y  1969 

24) 鈴木計夫他 4 名，同 Jf3スパイラノレ補強筋を用いたプレストレストコンクリート住宅、

( その 1 ) 設計について、 ( その 2 )実験的検討 v プレストレストコンクリート技術協会

第 ＲＳ 回研究発表会議 ｩｾ￭ 縦ｬｊｬＡ、ｬｉ ｩ ＧＵＵ Ｘ .  1I ( 投稿中 )

25) 森岡進、安藤茂男，美しい大阪のまちをめざして ( 1V ) - r . I I 市公観形成の為の4>19: リ( 下 )

。l ] ; 築技術、 1983 . 8  

26) 鈴木計夫、中塚倍、阿波野呂幸; P RC梁部材断而の終局 | 限界市〔とその特性，セメ ント

技術年報36、H自57

27) 鈴木計夫、大型j' 後開。 PRC部付の 1111げひびわれ中M判定法 ，プレストレストコンタリー

ト、 vol. 24、Nu 1 、] an. 1982 ( 図 16参附 )

( すずき かずお 大阪大学教授 ー工学問士 )



. 各論 1

フO レストレスト・鉄筋・コンクリート構造の設計

下 伊 豆 隆 三

わが国でプレストレストコ ンクリート ( 以下 P C と略す ) が建築

物に利用されてはや30年に達しようとしている 。 この問、数多くの

実績が積み重ねられてきた 。行政上も昭和59年 1 月より施行予定の

建設省告示により、いわゆる プレストレスト鉄筋コンクリート ( 以

下 P R C と略す ) 構造への道が関かれることになり、 P C建築のよ

り幅広い発展が期待されるようにな った。

これと同 H寺に日本建築学会においては 「プ レストレスト鉄筋コン

ク リ - r  ( III 種 P C )構造設計 ・施工指針」が新たに加えられ、本格

的に P R C構造への環境主主備が行われた 。

筆者は P C建築に携わ ってきた設計者としての立場から、 P C構

造等との比較において P R C構造について考えてみたいと思う 。

P C カ、ら R C へ の か け 橋

P C構造には数多くの特長があるが、なかんずく、つぎの点が印

象的である 。

1  . コンクリー卜や鋼材の使用量が節減できる省資源型の構造

2  ひびわれを防止できる

3  大スノ ぞン構造が可能

4 . プレフアプリケーシ ョンが可能で、建築の生産システムの合理

化と精度と信頼性の高い構造が可能

5  . 軽くて強い。 とくに、せん断に強い

一方、 R C構造にも数多くの利点がある 。たとえば、

l  何よりもあらゆる構造物 ( 木造建築を除くと ) の中で施工実績

が最も多く、その歴史も長い

2  短 スパンの構造の場合、最も経済的

3 . 施工が容易

などである 。 なかでも、経済的で特殊な技術を必要とせず、設計な

らびに施工が容易な点はとくに忘れてはならない利点である 。 これ

は過去の笑紋が証明するところである 。

P C とR C の特長を比較しながら、元来、建築の分野では大スパ

ン構造を除き、 R C構造が圧倒的多数の施工実績を誇 っている 。 そ

の理由はきわめて明らかであり、至極、当然のことである 。なぜな

らば、 P C で使用される材料は、コンクリート、鋼材とも高強度で

あり、その結果、高価であり 、主に経済的観点から、その用途がス

パ ン長 15 m以上の大スパン構造に限定されるからである 。一方、 R

C 構造については 、性能上 8 m以下が適当とされている 。 しからば、

P C とR C との中間の領域を 何 でも って埋めるのか、コンク リー卜

系構造方式では、合理的手段が見出せなか ったのが実状である 。

その主たる原因は、っさに掲け、る諸点であろう 。

1.  P  C 構造と R C構造の設計手法が全〈異なり、両者聞に一貫し

た連続性がない 。余りにも差異が大きい

2  使用材料の品質 、強度や 、施工管理の差異

3  施工業者が限定される

今回、建築省告示 、ならびに、 日本建築学会設計指針によって示

される P R C構造は、まさに、 P C構造と R C構造の間隙を埋める

ものであり、設計思想としては 、 コンク リー卜系構造物に一貫性、

連続性をもたらすものとして、歴史的にも画期的な「福音」にも値

するものと筆者は高〈評価し、期待するところもまた大である 。

P R C の概念

今回の日本建築学会「フ。レストレスト鉄筋コンクリート ( III 種 P

C ) 構造設計 ・施工指針」では、コンクリー卜系構造を、部材と長

期設計応力時の断面引張縁の状態 をパラメーターとして、つぎのよ

うに分類している 。
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P C  I 種 引張応力を生じない

フルプレストレ y シングの設計

曲げひびわれ発生せず

P C  II 稜 ( I t三 f

ノマーシャルプレストレ ッシ ングの設計

曲げひびわれ発生せず

P R C  IlI t  役三五 f九 ( 号|張強) J r )

曲げひびわれ発生の可能性あり

ひひj つれ用心筋の配置

P R C  III t b σ ｴｾ五 ｆ ｴ｢ ( 1曲げ引張強度)

IIl t に同じ

P R C  III 0' 1 
ひびわれIp富 山壬 O. l mm

曲げひびわれ発生

P R C  III 0. 2 ひびわれl幅 削 壬 O.2mm

曲げひびわれ発生

R C  N  ひびわれIp富 山孟 O.2mm目襟

ここで、 P R C とは上記の IIl t 、III 曲、 III 0.1、およびIII 0. 2 を総称する

ものである 。実は、この 1II t - III 0. 2 に至る領域はきわめて広大であ

って、この聞のどの領域に設計目標を置くかは建築物の用途、立地

条件、経済性等の与条件にによ って設計者の判断にゆだねられてい

る。あえて一言で表現するならば、 IIl t 、1II t b はひびわれ l隔を検定

するのではなく、引張応力度を検定する点から、より P Cに近く、

III 0.1 および、 日10.2 はひびわれ発生 を許す点で、より R Cに近い椛造

であるといえる 。

要約すれば、 P R C とは、コンクリート断面に軽度のプレストレ

スを導入することによ り、ひびわれ発生を許す代わりに、 R Cのよ

うに 、鉄筋応力によ って 間接的にひひj つれ l隔を制御する方法を採 ら

ず、コンクリー卜の乾燥収縮の影響も含めた最大ひびわれl隔を厳し

く制御しようとする方式であるといえる 。

以下、 P R C構造の設計に ついて簡易に述べたいと思う。

使 用 材 料 お よ び 許 容 応 力 度

コンクリートについては、骨材その{ 也についてはとくに P C 、 R

C と異なった点はなく、強度上の下限値を 240kg/cm' においている 。

P R Cにおいては、 R C と異なり、軽度とはいえ プレストレスを導

入するため定着音11に局音11強度を生じる 。一方、現在使用されている

定着装置は P C t構造用のものであ って、高強度コンクリートを対象

に仕様が定められている、コンクリートのクリープや乾燥収縮をお

さえる、 P R Cの設計、施工の笑績がまだ少ない、なとの点から以

上のように定められている 。

普通鉄筋 ( S D30、 S D35) については学会 R C規準に、 P C鋼

材については 学会 P C設計 ・施工規準に準拠すればよい。

設 計 方 法

基本的な設計手 )1慎はきわめて明快で、ある 。

l  断面仮定

2  フレーム応力を弾性解析

3 . 建物用途、立地条件等により IIl t ， III 曲、 III 0.1 、III 0. 2 の分類設定

4. プレストレスカの算定

5  コンクリート引張縁の引張応力度、または、最大ひびわれ l隔の

検定( 長期設計荷重時)

6 . 終局強度の検定 ( 短期荷重時 )

ただ一つ、従来の P Cおよび、 R C構造の設計手法と異なるのは、

音[1材に生ずる最大山lげひびわれ中高の検定を行う布、にある 。 R C榔造
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では、鉄筋の許容引張応力 j支を低くおさえることにより、ひびわれ

l幅O. 2- 0. 3mm程度を目標に間接的に制御する方法が採用されてきた

が、 P R C構造では R Cに比較してスパンも相対的に大であり、ひ

びわれ発生の構造物の安全性に及ぼす影響カ、より大と恩われるから

である 。以上の理由から、 P R C構造の場合、ひびわれl隔の値をよ

り厳しく直接制御することを義務づけている 。

故大ひびわれl隅算定は、従来の P C椛造や R C桃造の場合行われ

なか った手法であり、当初はとまどうことも多いと思われるが、学

会指針では、比較的簡単に算定できるよう計算図表が用意されてい

る。 したがって、その雛易度は、笑|努には、いわゆる新耐謀設計法

の施行当初のわれわれのとまどいと大差ないのでは、と思われる 。

P R C  構造設計上のポイントとは、要するに、どの荷重状態にお

いてフルプレストレス ( 全断蘭圧縮応力の状態) の状態を保持する

かにかかっている 。なぜなら、この条件次第でプレストレス力およ

び、 P C鋼材の偏心距離カ、決定され、ひびわれ発生時荷重や P R C

構造としての特性が決定されるからである 。換言すれば、工事予算

を決定づける ー要因ともなるからである 。

今回の学会指針では、想定荷重 x( G + P ) または C +どP のX，どの

値の選定は設計に任せられており、要は、建物の用途、重要度、立

地条件等を考慮して設計者が判断すれはよいわけである 。この意味

では、建築学会 i P C 構造設計・施工規準」におけるプレストレス

カ決定方法と基本的には差異は見られない。

P R C構 造 の 特 長

1.  P  C鱗造と同様に、コンクリー卜、 P C鋼材とも高 r括質であ

り、必然的にコンクリートの仕上げ肌も良好で、 P C構造に比べ少

ない P C鋼材量で、 R C構造に比べ小さな部材断面で、 10- 15mス

パンの架椛の設計が可能である 。その結果、 R C構造に比較してフ

レキシビリティのある PLANNI NGができ、梁成を小さくできる結

果、 F皆高がほとんど変わらないことから、全体として経済的に空附

効率を高めることができる 。

2  軽度のプレストレスカ導入により誘起きれる二次応力も小さ

く、用途によ ってひびわれの制御l も可能であるから、設計上の自由

度も高〈、一般の建築物で最も用途の広い領域である中スパンの建

物に最もよく適合している 。 この点は、 P Cでも R C でも満たし符

ない特長である 。

3  耐火性、騒音と熱のi底値rr 性が良好であり、 S 造のごとく錆の

心配もなく、 P Cの特長の過半を有する 。

P R C工 法 の 分 類 ( P C も含む)

実績は 少ないが、 P R Cは工法上は一般に 、つぎのように分類さ

れる 。

1  . 施工法 : 場所打ちー休式とプレキ ャスト方式

2  プレストレス導入方法 ・プレテンションおよびポストテンショ

ン方式

3 . 利用する部材および目的: 曲げ材、引張材、圧縮材

4  苦11材断面 単一断面材および合成断面

5  プレストレス導入の目的 : 部材の応力およびひびわれ制御l と各

部材の接合

6  プレストレスの大きさ : フルプレストレス、ノ f ーシャルプレス

トレス、およびそれ以下のひびわれ制御のためのプレストレス

笑|努の P Cおよび P R  ｃ ｦ｜ ｾｪ 造の設計は、以上 Ｖ 項目の方式または

目的によ って、それぞれの特長を有機的に組み合わせ、適所に配す

ることにより成り立つものである 。



P R C構 造 の 用 途 ( 広 義 の P C )  

1  場所打ち 1 スパンラーメン架構

従来の実施例では、ボーリング場をはじめとして小中高等学校の

体育館なと" 20- 30mの l スパン多層ラーメンか、または、それに附

属する R C造の 6 - 7 m程度のゲヤが附属する構造物が最も多い。

その大部分は張関方向の大スノ マンを P C梁とし、各層のコンクリ

ート打設後、一体式ラーメンにプレストレス力が導入される 。 この

士会合は、当然、 I 程 P C とすることが多い 。 なお、柱および桁梁は

R C造である 。 このタイプの建物では、地階は駐車場として利用す

るためとくに大スパンとする必要のないところから、 R C 造として

6 - 8 mスノ f ンとし、最上階は積載荷重も小さいので鉄骨造とした

例が多い。

一方、近年、土地の高度利用のため、学校や地方自治体の体育館

も多層化の傾向が見られ、地下は機械室または駐車場として R C 造

とし、 l 階はプールまたは柔道や相撲の道場とし、 2 階をバレーや

バスケ ッ トのコートとして利用する傾向が多いので、 2 階張関方向

大梁を P C とし、最上階は鉄骨造のトラス構造とする例が多い。

これらの例はもはや構造形式として様式化されつつある 。

この種の実例の特徴として、下記の各項があげられる 。

a ) 小梁、床版は場所打ちの R C造。

b ) 柱は、床の支配面積が大きいため、断面が大きくなる一方で 、

大梁に比べ柱の剛性が大きくなる 。 このため架構の崩壊ノ マターンは

梁降伏先行型よりも、柱のせん断破壊型となりやすく、架構の1り上|生

を高められない傾向にある 。

c ) プレストレスは床スラブと梁が一体の状態で導入されるの. で、

ラーメン架構には相当大きな不静定応力が生じる 。 ことに、柱に生

ずる曲げモーメントとせん断力には無視できないものがある 。

d ) 張問方向の妻面には通常、耐震壁を配するが、 プレストレス

導入を容易にするためには、変形を阻止し排除する目的で耐震壁の

周縁を絶縁しておいてプレストレス導入を行い、その後、絶縁音1¥を

グラウ卜する場合と、耐震壁を含むラーメンと P C造ラーメンとの

聞でスラブにスリ ッ トを設けておき、プレストレス導入後に床スラ

ブと桁行方向大梁の目地コンクリート打設を行う方法がある 。

e ) 柱は R C造とする例が多いが、定着部の支圧応力や柱のせん

断耐力を高める意味で P C梁並みのコ ン クリート強度を確保したい。

f ) ラーメン架構にプレストレス導入を行うと、梁の圧縮歪と節

点の回転による二次応力を生じる 。 この二次応力は、外力による応

力を打ち消す方向に分布する 。 もっとも、プレストレス導入に伴う

二次応力については、コンクリー卜の硬化収納とクリープ変形によ

る応力解析のF OL L OWを伴うことは論をまたない。

g ) 柱に過大な応力が生じる場合は、曲げ、せん断耐力を庁i大さ

せるため、部分的にプレストレス導入を行うこともある 。

2  ，場所打ち 多スパンラーメン構造

流通倉庫や工場の場合は空間の容積からして多スパンラーメンと

する場合が多いが、一体ラーメンの状態でプ レストレスを導入する

ので、梁全長の歪も大きく、その結果、二次応力もかなり大となる 。

この場合は、 III ，、 1II 曲、 III 0.1 、1II 0. 2 が適宜適用されるケースである 。

多スパンラーメンの場合は、プレストレス導入二次応力を軽減す

るためには、 1 スパンラーメンの場合に比較して、壁の周微を絶縁

するとか、柱、梁の軸方向変形による応力解析を行 っ てその ［ｪｴ ｾ 響を

F OL L OWする必要がある 。 また、 二次応力を少なくする方法とし

ては、全ス パ ンを一気に緊張するのではなく、たとえば、 2 - 3 ス

パン ごとにプレストレス導入時期をずらしていくのも一つの方法てー

あると思う 。 これはコンクリートの一体打ちの範囲と l 回のプレス

トレス導入範囲を区分することにより比較的容易に二次応力、およ

び、プレストレスカの損失量を少なくすることができることによる 。

また、多スパンラーメンの場合、緊張する P C鋼材が余りに長く

なり、摩擦による緊張力の減退量や二次応力を少なくするには 、適

当な区間で、導入H寺にエキスパンションジョイントを設ける方法も

ある 。

3  . プレキャストラーメン4務造

プレキャストラーメン構造も、場所打ちラーメン構造の場合と同

様、大スパン( l 5 m以上) の場合は、 I 種、 II 種のいわゆる P C構

造とし、 15m未満、 8 mスバ ン以上の場合は P R C構造とするのが

経済的にも合理的である 。

プレキャストラーメン構造の場合も、梁部材は P R C構造とし、

梁、柱の接合音11の圧着音11は I 極 P C構造とするとい った P C とP R

C の併用形式が合理的と思われる 。

プレキャストラーメン構造の場合、プレストレス導入による二次

応力はきわめて小であり、無視しても差し支えない。 ただし、 P C

音11 ( P  R C部材も含めて ) を現場にて建て込む際の現場施工費と、

場所打ち一体方式の場合の支保工等に要する工貨との比較、ならび

に、施工に要するスペース等を考慮すると、現場スペースに余程の

余裕がある場合か、とくに階高が高い場合を除き、経済的には場所

打ち一体方式の方が有利である 。

4  プレキャストコンクリート 製品

プレキャスト P C音11材は、スラブ、梁について、各種の断面形の

製品が現在製造されており、その精度、品質管理、断而形状の自由

j交の高さからい って、場所打ちコンクリートの追随を許さないもの

がある 。現在のところ、これらの製品は例外な< 1 種、または、 II

縄の P C構造である 。 しかし、用途と、立地条件によ っては、もち

ろん、 P R C構造を適用することも可能である 。プレキャスト製品

については、他の頁にそれぞれ紹介されているので参照されたい。

5  その他の用途

以上述べた実施例のほかに、 P C および P R C椛造の実施例は数

多くあるが、耐震壁、場所打ちスラブ、 P C ブレース、シェル構造、

吊 1) 屋根構造やトラス梁等が特記されるであろう 。 なかでも最もポ

ピュラーな実例としては、 P C杭を忘れてはならないであろっ 。 こ

れは、余りにも日常汎用しているため、かえ って気がつかない人々

も多いと思う 。

むすび

P C および P R C構造の設計には、 R C造や S R' C 造の設計とは

呉なり、未だ完全に自動化し得ない、設計者の判断に期待? される

余地が残されており、ここにこそ設計者にとって、手作りの良さと

法悦を見る次第である 。 また P R C構造が法制面でも認知されるこ

とにより、われわれ設計者のレパートリーも広くなり、構法選定の

自由度が絡段に増すことにな った。すなわち、日常、設計者が最も

多く手がける R C梢造の場合、 P C造、 S R C造、 S 造を適用する

と、他の構造部位との楼合等のからみから円滑な解決がoilt しいさら

いがあ ったが、 P R C構造を適用すれは¥建物全体としてバランス

の取れた解決が可能とな ったことなどがその一例である 。

今回、告示改正と学会 P R C指針を見るにつけ、コンクリート系

建築物の限りない可能性と P C造と R C造と含む広範囲なる発展の

礎となることを信じつつ、建設省、各大学、研究所、業者を含め日

夜研究に努められた闘係各位に対し、深甚の謝意を表するものである 。

(し むい ず リゅ うぞ う MA I 挫築構造研究所所長 )
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. 各論 2 ・プレストレスト・鉄筋・コンクリート構造の設計例

小学校体育館の P C構 造

松井克俊/ 山本剛史

1  . 建 物 概 要

この建物は、梅田の一角に位澄し、 小学 校 の 休 育 施 設 と し て 設 け

られたものである 。 l 階を体育館、その屋上にプールを設置し、敷

地 の高度利用を計った 。体 育 館 の 上 に 教室 、 さ ら に そ の 屋 上 に プー

ル を 併 設 す る 例 も あ り 、 構 造 的 に は プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 造

が、多〈採用されている 。

2  . 構 造 概 要

下 図 に 示 す よ う に 、 桁 行 方 |古145 m、はり問方向 19 .2 mの大きさで、

はり聞方向 ( 柱 芯 芯 問 20 .2m) の 3 - 6 通聞の大ばり 4 台 を 、 場

戸斤打ちーイ本式7 " レストレストコンクリー・ト造とした 。 当初、鉄' 民進

および鉄骨鉄筋コンクリート造とする笑も考えられたが、施工性お

よび経済性等を考慮した結果、最終的にプレストレストコ ンク リー

ト造を採用した 。

使用材料は以下の通りである 。

. 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 部

F C= 210kg/ cm'  

・プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部

F C=350kg/cm'  ( 緊 張 JI寺F c =  250 kg/  cm') 、鉄筋 S 030、S 035、 鋼 材

⑪ 

⑥ 

⑧ 

⑧ 

S  W P  R  7  A  8  - O12  .  4  

・コンクリート量 1，226 .31げ 1. 041げ / m'

- 鉄 筋 量 158. 7 l  129 .4kg/ m'  

・型枠品 7 ，317. 0111'  6 .0m'/ m'  

- 鋼 材 量 7. 4 t  

緊張は、ポストテンション方式ーOBC工 法 に て 行 い 、 両 端 で の 緊

張力は 12ケーブル、 956 ton である 。 緊張に |努して、 緊張力が他の

架ＺｨＧｬｾ ( 鉄筋 コンクリート昔日 ) に 流 れ る の を 防 ぐ 目 的 で 、 図 の 点 線 で

示すように、スラブを 10cmのIplii で他の架梢苦1¥と縁を切り、後打ちと

した 。 また、緊張力がかなり大きいため、はり端部断面のスラブの

せ ん 断 変 形 に よ る ひ び わ れ が 生 じ る こ と も 考 え ら れ る の で 、 ス ラ ブ

に 補 強 用 鉄 筋 を 配fあした 。 それに加えて、 一 度 に 全 ケ ー ブ ル の 緊 張

力の導入を行うことをさけて、 一 次緊張で全プレストレストコンク

リー ト ば りの上官1¥6 ケー ブ ル の 緊 張 を 行い、 二 次 緊 張 で 残 りの 6 ケ

ーブルを緊張するという方法を採った。

荷 重 は 、 プ ー ル 、 仕 上 げ を 含 む 全 祈 重 が 1. 94 t  / m' 、 そ の う ち 緊

張時に作用するコンクリート自重は、 0 .92t / m'て、ある 。 荷重の大き

さを見ても明らかなように l二部 に プ ー ル が 設 置 し て あ る た め 、 施 工

H寺荷霊に比べて設計 JI判官『重が大きくな っている 。 緊張力は、設計時

を目標として決定しているため、施工 JI寺柱頭部に過大の不抗争定応力

梅旺l東小学校体育館新築工事

⑪ 
締聞東小学校プー/ レ新設工事

工事場所大阪市北区茶屋町38番地の l

建 築 主 大 阪 市

⑤ 

設計監珪 大阪市者1I市生州11局常総部設計課

株式会社日建設計大阪本: tJ

総合施工下村建設株式会社

P C施工 オリエンタルコンクリート株式会社

ユこ Jijl 昭和56年10月~昭和57年 5 月

主 ｅ 物 ｾＮｊ ｈ 染地上 ＲＱ Ｑ 皆Ｋ熔屋

。 建築 fliHi' 1 891.9201'  

延床面積 1180.2301'  

ｾ ｉ＠ I  
カ ￯ｾ 高官 ｉ ｬｴ ｽｪ G L + 14，600 

軒高 GL + 8，950 

⑧ l 階床高 G L + 450 

基礎深さ GL ー1，150

h昨 造 J也業/ PC くい - A般 世500

7，000 
(セ メントミ/ レク注入工法)

主{ 木構造/鉄筋コンクリート造、

① ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦  

P C梁配置 およびスラブ補強図

⑧ ⑨  

プレストレストコンクリート造

⑧ ⑧  ⑤ ⑪  

3通り軸組図
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1，110 

90 

③ 
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が生 じ、柱の 内側にひびわれが生じる可能性も考えられた 。この場

合 、柱もプレストレスト コンク リート造とする ことも検討したけれ

ど、こ の程度の荷重状態であれは、設計可能であるという判断で、鉄

筋コンク リート造に決定した 。

新耐震基準に基づく設計は、両サイドにかなりの壁量を確保し、

X 方向は 、告示第 1791号第 2- 二 (l' 18Aω+ .l'l 8A c  ｾ＠ Z  W A i)、Y

方向は告示1790号の四 (l' 25A w+ l'  7  Ac二三Z W Ai) を満足したの

で、二次設計は行 っていない。

3  . 施 工 概 要

大ばり 下10cmまで、コンクリ ー ト (Fc=210kg/ cm' ) を打設し、

つぎにプレストレストコンクリー卜部を打設した 。そして、所要強

度に達した ことを確認したのち 、緊張力を導入した 。プレストレス

トコンクリートばりの緊張力導入順序は 、一次緊張として上部 6 ケ

ーブルを 、 6 通りから 3 通りの順に 、二次緊張では 、下部 6 ケーブ

ルを逆に 3 通りから 6 通りの) I J 員に 、 2 日間にわた って緊張を行 った。

4  . 導入力確認のための試験

一般に緊張力導入管理は 、P C鋼材の抜け出し長さ (伸 び) の測

定お よび緊張装置の荷重計の示度により行うのが通常であるけれど 、

直接コンク リートのひずみを測定するのが一番確実である 。今回は

ひずみ計 ( W. S .  C ) をスラブ上面、はり下面およびはり側面に貼

り付けて、前記二つの方法に併せ実施した 。 また 、はり端部スラフ

における応力分布を知るため 、はり端部でのひずみ測定も行 った。

ift lI定結果 よ り、はり中央断面のプレストレス導入時のひずみは 、

測定したはりを緊張したときに最大ひずみ変化を生じ 、 2 本となり

のはりを緊張してもひずみ変化はほとんど生じないことが分か った。

スラブ端部配筋(写真提供下村建設は)

"  

また、端部断面のひずみについては 、はり端部に近い部分と 少 し離

れた部分とでは 、ひずみ分布にかなりの差があり 、前者の場合には

かなり大きな圧縮ひずみが生じた 。 これによ り緊張端からスラブの

せん断変形により力が伝わる ことが分かる 。試験の詳細については 、

日本建築学会大会学術講演梗概集( 東北) 昭和57年10月 ( P 2233- 4)  

を参照されたい。

5  . 結 び

前にも述べたように 、上部に プール等の大きな積載荷重のある場

合、設計時にかなりのプレストレスを 必要とするため 、施工時にか

なりの不 ｪｾｬＧ ト定応力が柱頭に生じ 、 柱内側にひびわれ発生の恐れが生

じる 。その用心のために緊張を二度に分け 、一次緊張終了後 、仕上

げ等を先に施工し、その後二次緊張を行うという ことも一つの案で

あろう 。かりに一度に緊張してひびわれが生じたとしても 、ひ びわ

れ幅が過大でない限りほんの一時期なものであり 、仕上げ施工後に

ひびわれがなくなる場合には 、とくに問題はないと思われる 。二度

に分けて緊張を行うことは、はり端部スラフに生じるせん断ひびわ

れ防止に対しても有効である 。

iHl I定結果より 、中央断面に生じる圧縮応力は 、設計値とほぼ同じ

値を得た 。これは 、従来より行われている設計法 ( 使用材 料の特性

値の仮定 、部材特性の評価法、設計計算の精度等 ) および施工法は 、

妥当なものと判断できる 。 また、はり端部断面に関しては 、圧縮応

力は有効 l隔考慮、断面より 、矩形断面に近い値にな った。緊張力導入

の計算の際、はり端部に関しては、前述の両方の場合について検討

することが必要であ ろ う。

( まつい かっとし 、や まも と つよし 株 式 会社 日 建設 計大阪本社構造音11)

侮回東小学校体育館全景

体育館内部

55 



. 各論2・プレストレスト・鉄筋・コンクリート構造の設計例

香川県営野球場スタンド棟の P C構 造

石 ヶ 谷 充

1  . 建 物 概 要

この建物は、香川県総合運動公圏内での硬式野球場の、内野スタ

ンド 棟である 。球場は、センター 122m、両翼96m、収容人員 25，000

人の硬式野球場である 。公園内にはそのほか、軟式野球、ソフトボ

ール、テニス、サ ッカ一、ラグビ一場、球技場などが配置される予

定である。

2  . 構造計画

スタンド棟の内野スタンドを三つのフーロ ックに分け、中央ブロ ッ

クの段床梁( 梁スパンムー 12m、片持長さ l，キ 6 m) を現場打ち P

C 梁( 以下、 P C段床梁) とし、段床を工場製作による P C版 ( 以

下、 P C 段床) とした 。

(1)  段床梁の構造種別の選定

段床梁の設計条件はつぎのようなものであった 。

①建物の機能上、傾斜梁を持つ異形ラーメンとなる。

②スタン ド上部は、外観か らの圧迫感を 和 らげるため、柱を前面か

ら後退させて、約 6 mの片持梁構造とする 。

③観客席上部に屋根 ( 鉄骨立体トラスによるシェル構造) を将来増

硬式球場全景

外観正面

56 建築 と社会/ 1983年 10月号

築として考慮する 。

④力感に溢れるリズミカルな架構を構成するため、柱、大梁を変断

面部材とする 。

以上の条件のほか、構造特性、施工性、経済性、工期等について

P C造と S R C造の比較 を行ったが、 P C造にメリ ッ トがあ った。

(2)  段床の構造種別の選定

この建物のもう一つの特徴は、観客席の段床をプレキャス卜 P C

版としたことである 。

段床は、水平部800%、鉛直部420明、肉厚70- 120 円1n0) L 型一体

成型の折板構造である。

プレキャストとした理由は、傾斜面でのコ ンクリー卜打設を極力

少なくし、 P C段床梁の作業性を高めることにある 。 これにより梁

の品質を 向上させ、所要強j支の硲保を容易にした。

また段床を現場打ちコンクリートとした場合、その形状が綾雑な

ため、乾燥収縮、混度応力等によりクラ ックが発生しやすい。プ レ

キャストにすることでこの問題を解消している。

段床面で切水平剛性は、梁を T 型とし、そのフランジ部分の剛性

に依存している 。桁方向の地渓カは、この水平剛性と桁方向ラーメ

ンの剛性を同時に考慮、した立体骨組解析によって分担させた。

P C段床裏面



@  

: 工事名称 香川県営球場建設工事第 l 工区

l 工 事 場 所 香 川 県 高 松 市 生 島 614番 地

: 建物用途 u! 1 ! 式野球場スタンド

l 建物規紋 鉄筋コンクリート 構 造 お よ び P C構 造

地上 3 階建、延床面戦17 ，000111' :  

:  設計民恵! 香川県土木部建築課

側 梓 設 計 大 阪 支 社 l  

; 施 工 フ ジ タ 工 業 側 四 国 支 庖

PC工 事 オリエンタノレコンクリート附

住友建設{ 附四国支庖

:  工 ｊｾｬ＠ 昭和55年 7 月~昭和57年 7 月

段床詳細図

@  

。

@  

ロ

ト

句

、

口

一

白

目

的

、

h

I

イ大図

③ 

⑤ 

⑤ 

⑥ 

まず

一一ート P C配線図

①地震力、②屋被地誌力、③スタンド風荷重( ｊＹｩｾ上Ｉ、④同友Ｈ風下Ｉ、

⑤屋恨風荷重( 風上 ) 、⑥同左( 風下 )

工法は OBC工法、 PC鋼材は S WPR7 A、9 X9 .3Oを採用した 。

(2)  P  C 段床の設計

設計に当たっては、 L 型 1 ユニ y トを一休として計算したが 、断

面が左右非対称なので、水平部と鉛直昔日の変形の違いを防ぐため、

音11材各部に一様なストレスが導入されるよう自己筋を考f台、した。

防水はシリコン系コーキンクとし、万ーの漏水に備え受梁両i目Ijに

排水溝を設けた 。 また、水平面には伸縮性の高い塗床材を塗布し防

水した。

P C段床と P C段床梁の取り付けは、一般には埋込金具との溶接

が多く利用されているが、後埋モルタルの施工が段上作業となるた

め、施工性を考 E昔、し、ケミカルアンカ一方式を採用した。

3  . 構造計算

(1) P  C 段床梁の設計

作用応力として、つぎに示すケースを考慮し、 P C段床梁の断面

検討を行っている 。

P C段床梁の 片持部( l 2 と 6 m) の先端に 、将来増築として鉄骨

屋総支柱が取り付くため 、荷重ケースが多くな っていることと 、欽

骨支位の風圧u寺引抜力に対処して、片持梁の下端側にも P C鋼tJi を

配線していることが特徴である 。

- 長J t l I時応力

①梁自重、② P C段床、③ ( D. L +  L. L )  a 、④同左 b 、⑤同左 c 、

@ 屋根、⑦ P C二次応力 、③施工時 、⑨設計u寺a 、⑬同左 b 、⑪同

左 c 、⑫設計時 a 、⑬同左 b 、⑪同左 c

訂) ③~⑤ は、L . L 的背11分岐析の組み合わせ、 ⑨ ~⑪ は匝似あリ、 ⑫ ~⑬ は底似なし

株式会社梓設計大阪支社設計昔11主任 )
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. 各論2・プレストレスト・鉄筋・コンクリート構造の設計例

ノ¥ウス食品工業側小牧物流倉庫のP R C構 造

したがって、行政上は雌認申請の扱いはされないので、日本建築

センターの評定を受けるとともに、建築基準法第38条による建設大

臣認定を受けて設計したものである 。

2  . 鴻池式フラットスラブ工法( ラティススラブ工法)

ラティススラブ工法とは当社の開発したフラ ッ トスラブで、 図 1

のように格子 (Latti ce) 状に変厚させたフラ ッ トスラブ ( 変厚無梁

床版) 工法である 。

従来の無梁床版工法としてのフラ ッ トスラブは柱頭部にキャピタ

ここに紹介する建物は、愛知県小牧市の小牧工業団地内に建設さ

れた物流倉庫である 。倉庫としての用途から、建家内空11fl をより有

効に活用するため、 21¥皆床を鴻池組で開発したラティススラブ工法

( 変厚無梁床版工法一一鴻池式フラットスラプ構造 ・特許出願中)

で設計施工したものである 。

さらに、床部分のスラブの厚い部分にはアンボンド工法を採用し、

断面の設計にあたっては 1JI 種 P C構造 ( P R  C 構造) で行っている 。

松谷輝雄/ 佃安弘/ 中出弘光

1  はじめに

使 用 材 料

コンクリート FC= 240kg/c附

鉄 筋 S030 (019以下 )

S035 022 

P  C 剣 持 兵 J f WC鋼体(ウノレボン) U9 2SO U7. 4SO 

S WP R- 7B 15.2SO 

S BPR- B  l1SO 

鋼 f1 SS41 、STKR41 、STK4J 、SSC4J

1:3力ボルト F I OT  

表 2
表 1 建 築 概 要

所 イJ: J也 愛知県小牧市大字機内字立野

: 施 主 ハ ウ ス 食 品 工 業 側

l 設 計側鴻池組大阪本! 市設計部

; 施 工( 側主1} 池組名古屋支応

: 用 途 合 I i II

!蚊 J也ilIi :f!' 1 5. 023. 19m'  

: 処築沼紛 2. 683. 38m'  

. 延床官' i i :1!'i 4. 283. 17111'  

: 構 造 P R C総泣 ( 小屋組は 5 造 )

: 規 快 21: 持 :  

」長礎精進 liI 按 必 礎 ( 独 立 基 礎 )

1; 皆 ilJ j 21滑5. 00m ＱＱｾＴＮＸＰｭ＠

‘  司3 ｾ Ｎ ｉＧｩ＠ 38粂の規定に基づく建設大臣認定 .  

; 工 Jtll 昭和58年 3 月~昭和58年 6 月
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ラティススラブ実大架構実験

口

口

町

n n  

5.900 

写真 1

寸

平 面

山

門

口

口

匂

打

5.900 1/ 1/ 

1 階柱・ 壁、 2 階床梁・床版伏図

1/ 1/ 1/ 1/ 5.900 

図 2

5. 900 x  6.  300 

図 3

断面

ラティススラブ説明図

lll Ui と社会/ 1983'1' IO}j サ

図 1
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ル( 柱頭) またはドロップノマネル( 支板) を有する等厚の無梁床版

工法であるが、この工法はキャピタルなどをなくした新しい考え方

にもとつ‘ くものである 。

すなわち、この工法の場合は格子状に変厚された床 j坂のうち、厚

い部分が梁に相当すると見倣せば、事iI 重はこの厚い部分を経て柱に

伝達させることになり、従来のフラ ッ トスラブに比較して応力の伝

達が明快となる 。加えて、柱手IJ 帯、柱陪1帯における応力の大小に応

じて、スラブの厚い部分の l隔を変化させることができるので、従来

のフラ ッ上スラブとしての中央部分のぜい肉を省略することが可能

となる特徴を有している 。

また、アンボンド工法を併用するケースでは、厚い部分にアンボ

ンドテンドンを集中して配置することになるので、建物の用途によ

っては薄いスラブ部分は自 由に関口を設けることができるメリ ッ ト

も似せ持っている 。

以上のような特徴を有しているが、構造的には従来のフラ ッ トス

ラブとラーメン椛造をミ ックスした特徴を持っと考えられるので、

その構造的特性を知る目的で実大の実験を行った 。写真 1 はその実

験の状況である 。 その結果、破壊状況としてはフラ ッ トスラブに近

い性状を呈したが、これは変厚のプロボーンヨンがフラ ッ トスラブ

に近いものであったからであり、厚い部分と薄い部分の差を大きく

するに従ってラーメン構造としての特性が強まってくるものと思わ

れる 。実験の詳細についてはここでは省略するが、文献 l に発表し

ている 。

3  . 構 造 設 計 方 針

3 - 1  建物概要

この建物の概要を 表 1 に示す 。 また使用材料は 表 2 に示すような

ものである 。目白伏図を 図 2 に、田各軸組図を 図 3 に示す 。

この建物は、プレストレスト ・鉄筋 ・コンクリート構造の 2 階建

( ただし、屋根の小屋組は鉄骨造 ) の物流倉庫で 、士見準クリ y ドが

5.9 m X 6 .3 mで構成されている、 53.1  m X  37 .  8  mの建築物である 。

3  - 2  構造計画

2階床はアンボンド P C鋼材を使用した III 稜 P C構造による変厚

フラ ッ トスラブ( 床用積載荷重 1.5 t  1mつ とし、 l 階床は面内せん

断力の伝達を考慮した土問コンクリートスラブとした 。

外周には耐 Ｒ 主要素としてのラ ーメンスケルトンと耐 ｪｾ ｾｾ まを配した

が、この外周はりも III 極 P C構造とし、日本建築学会の III 磁 P C椛

造設計 ・施工指針 ( 案 )に準拠して、地震 11寺応力を受ける部材である

のでグラウトを施すボンド工法とした 。

また、外周壁 o耐震壁も含む) および基礎ばりは、地震 JI寺応力の

発生する音11材ではあるが、ひびわれ対策として若干のプレストレス

(l Okg/ cm') をアンボンド P C鋼材により導入している 。

基礎は直接基礎で GL - 2 .7mの砂礁層 (N値50以上) に支持させ、

建家内部の柱は基礎ぱりで連結することはせず、柱脚はピン支持と

して扱 っている 。

耐震計画としては、地震力はすべて外周の耐力壁付きのラーメン

が負担するものとして行っている 。 したが って 内部の変厚フラ ッ ト

スラフ架構は鉛直荷重のみを対象として設計したが、内部架椛につ

いては、さらに剛性に応じた地震力に対する検討も行っている 。

3  - 3  構造設計

(1) 応力解析

外部架椛は普通の耐震壁イ寸きラーメンであるので、長期応力およ

び地震時応力については DE MOS - E  IF RAP- BL DJ によって解

析した 。内音11架鱗の変厚フラ ッ トスラブについては 、固定荷重、有i

1  11 1  
"" (a) p  S 導入による白け.応力

2- 15. 2O 

(301 )  

- 4- 15. 2O 

( 601 )  

"------11 11 "" (b)積載荷重 ( 1 . 5 t  /  m' ) による

曲げ応力

F E Mによる幽げ応力

)

 

2

 

o

 

l

 

l

 

a

 

-(

 

制限値の設定

N O  

N O  

図 5 PRC部材の設計フロー
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写真 2 花弁筋と称するパンチング用補強筋

写真 3 アンボンドストランドの配線

写真 4 配筋状況

写真 5 変 厚 無 梁 床 版 の 見 上 げ

60 

I依荷重およびプレストレスカのおのおのに対して有限要素法 i NE  

C - I S A P J によ って解析した 。 フラ ッ トスラブの応力を 図 4 に示

す。

(2)  [][種P C ( PRC) 構造の設計

m種 P C構造としての設計手法は 、この i時点では公式には降立し

てはおらず、主として日本建築学会「プレストレスト鉄筋コンクリ

ート ( IIl 極 P C ) 構造設計 ・施工指針( 案 ) J に準拠して設計を行 っ

た。 その設計のフローを示すと、 図 5 のようなものである 。

III 種 P C椛造としての基本方針は下記のとおりとした 。

i ) 曲げ引張側の最大許容ひびわれ幅O. 2mmを目標とする 。( lIl o，)  

ii ) キャンセルモーメント ( ディコンプレ ッションモーメント ) は

固定荷重による応力相当分とする 。

iii ) この建物では l 階土問、外周壁およびラーメンともプレストレ

スを導入している 。すなわち建物全体を締めつけているので、断面

t I - 定にあたって、有効平均 7

0

レストレスカが働くものとして設計す

る。 ( そのfiff は約6 .4 k g/ cm')

以上の77針のもとに断面設計を行うにあた っては F E Mの計算応

力に対応して、 j写い部分については偏平な矩形断面の小梁として扱

い、五lf ぃ音11分については柱で閉まれる 5 . 9 mX 6 . 3 mのフラ ッ トスラ

ブと考え、柱夢 ｉ ｊＧｍｾＺ 、柱間帯の応力に応じた配ｩＧｅ ￭ を行 っ た 。

4  . 施 工

プレストレストコンクリート工事は直営システムで行 っているが、

施工の状況を 写真 2 - 5 に示す。

5  . 摩 擦 係 数 試 験

本緊張に先立ち 、アンボンドストランドの摩擦係数試験を行 った。

試験方法は緊張端と固定端のそれぞれに油圧ジャ ッキを装置し、緊

張側の油圧と固定側の rUl庄の差が摩擦力となる 。 この摩擦力に対す

るj埜擦係数値 (μ 、入) は統計的推定 ( 重回帰分析) によ ったが、

その結果は 、表 3 に示すとおりである 。アンボンド鋼材の摩擦係数

はメーカー推奨値より、かなり 小 さくなると指摘されているが、今

回も相当に 小 さい firu:とな った。ただし 、設計値より大きくなるスト

ランドは怪力少数にとどめるべきであるので、設計採用値はある程

度の余裕は持たせるべきであろう 。

表 3 アンボンド P C ス卜ランド摩療係数試験結果

角 度

ジ ャ y キil lJ圧(t) 日告 ffsi 係 数

1呈

変 化

長 さ

試 験 結 来 設 計 採 用 1iu

( mm)  ( 01 )  
ｾｾＵ 長 ｩｉ ｩｬＺ 固定端

(  rad)  
九 PI

μ  A  μ  A  

20 16 .15  

20 15 .0  

20 16. 8 

20 16. 0 

15 .2s6 4. 727 53 .3  0. 0313 0. 0015  0. 06 0. 0025 

20 16 .05 

20 15. 7 

20 16 .0  

20 15 .8  
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- 各論2・プレストレスト・鉄筋・コンクリート格造の設計例

ニッ叉ムーア名張工場と日本材料学会会館のPRC構 造

建築デザイン

大林組 ・竹中工務問 j . V  

この建物は、大ばり ( スパ ン1 5 m) が P C  fiYC述 、スラブ ( 7 . 5  m 

x  15 . 0 m) がアンボンド工法による P R C榊造て"ある 。

以下に、アンポンド工法によるスラプについて記述する 。 スラプ

をノト，; rり σ〉ない H文スラ 7 'にしたグ〉は、

-m枠工事の合理化

の理由による 。 スラブ厚さは、 R c m，準と P C規準の中間! の値とし、

t  = 22cmとしている 。図ー 1 に配線聞を、 図 - 2 に詳細l図を示す。

つぎに、 プ レストレス l止を 一定としたとき の、 2 肢 の設計手法に

よる必要鉄筋盃 ( 普通欽筋) の比較を 示す。

須賀好富 / 関口恭子

ニッタムーア名張工場

設計

施工

筋鉄jlfl 
.lf t:. 

"  

23 . 2kg/ m 
R C スラプ ( 7 レストレスは余 }J )

13 . 7kg/ m P R C スラプ
- 高い有効な天井高さの{l ni保
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アンポンドスラブ配線図図 - 1
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日本材料学会会館

設 計 近 畿 建 築 構 造 研 究 所

施 工 i.lI1池組

この建物は 、はり、基礎ば り、スラブ、そして外壁にアンボンド

工法によるプレストレスが導入されたものである 。

- はり ...・・・・・ 0 ・・ おさ制限のため 、はり成をノトさくする 。

( 導入力約18kgj cぽ)

- 基礎はり ー 上階のはりのプレストレスカによる ｾｩｪ ｬｊ変形に追随す

るために 、基礎ばりにもプレストレスを導入する 。

( 導入力 l Okgj cm' )  

- スラブ・・・・・・・ ヅl、は‘ りをなくし、 3 .6 mX 7 .5 mの大きい一枚スラブ

とすることによって 、天封二有効高さを高くする 。

( 導入力約 l l kgj cm')

. 外E壁E乏............ 乾燥収釘紙紡(1などによる壁のひびわれを 11防lり坊j方J 止する 。

(1導義入力約 11k旬〈沼gjμcm

コンクリ一卜 4姶強d虫u皮支は 、240kgj cm' ( 緊恨11寺は 220kgj cm') を使用して

いる 。

図 - Ｓ にはり伏図 、 図 ＭＴ 、 図 Ｍ Ｕ に ｾｩ ｬ ｨｍ ｉＮ図 、 図 ＭＶ にはり断而

リストを示す。 また 、図 一 7 は、スラフのアンボボ、ンドケ一フ

図である 。

図 - 6 大梁断面リスト

n  .!j? コJ  

G， 

立品 書i 央

R  恩 師
日

各 1- D  13 

b  X  D  400X  550 

」 筋
3  - 022 2  - 022 

下 ij)i  2  - 022 2  - 022 

スターフッ 7
2  - 0  13 0250 

JJ l1 ij) i  

p  c 鋼 材 アンポ/ ドケーブノレ S WP R 7 s  3  - 15.2世

3. 2 

[訂 由「

b  × υ  400 X 550 

出1

4  - 022 2  - 022 

下 筋 4  - 022 2  - 022 

ス タ ー ラ ッ プ 2 一 013 ③ 250

JJ 主 筋

p  C 鋼 材 アンポンドケーブノレ S WP R 7 s  3  - 15. 2<t 

F  

止 品
b  X  /) 350X750 

J 二 筋 4  - 022 2  - 022 

下 筋 3  - 022 3  - 022 

ス タ ー ラ ッ プ 2  - 010 ③ 200 

l血 IiI j  2  - 9  ｾ＠

p  c 鋼 材 ア ン ポ ン ド ケ ー ブ ルS WP R 7 s  2 ー 15 .2骨

(す が よ し と み 近 畿 大 学 助 教 授 )
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. 各論 3

P C構造、 P R C構造のコスト

須 賀 好 富

は じ め に

P C椛 ii Ji の発展を妨げているものとして、

- コスト; : : ;

- 設，n.の政雑さ

. 組工の絞!#i' さ

などが主な袋駅! として巧えられ 、m造計同上有平IJ であ っても設計段

附で倣泌することが多い 。 しかし、今回公表された建設約件示 13 2 0

サによると、 P R c m. i 1 l や、アンポンド工法の認知1によ って P C 、

P  R CWiれしがよりポヒ ュラーなものとな ってくるであろう 。 そして、

設，i!' L なじみやすく、千千/ 止してくると、必然的に脇工の令思化 、作

文ーの能不ア ッフ 、それにともな うコストダウ ンが期待される 。

さて、構造コスト の問題は惚雑多岐にわたる 。一般にコストは、

数 :， tx Ij i.f illi で表されるが、単価は刻々変化するものであるし、 一 万

数日も、スハン、階数 、 Ｑ［ 昔日、 ＱｾＺｦ l f I などのほか 、構造物のクレード 、

設，H者の芯: 図によ っても変化するものである 。

したが って、構造コストを一朝正に論ずる こ とは 、はなはだ困臣官と

思 われるが、ここに 、過 去のいくつかの資本I ( とくに 関西 P C 研 究

会一鈴木阪大教授主似 ) に 、常者の軒干の巧察を 加 えて記述 して

みる 。

1 .  P C構 造 と 他 の 構 造 と の 比 較

防造コストは 、一般にスハンがWI大すると. t rl加する傾向にあるこ

とは周知l である 。

図ー 1 は P C構造のf，Yt造コストがスノ、ンにほぼ比例して1¥" ' :}J II して

いることをがすものである 。 ( 中堅h8司 . 建築におけるプレストレ

ス卜コ ンクリ ー トの現状と将米 : コンクリート工学 1975年 6 片)

これは P C だけでなく他の椛造にもいえることであろう 。 また上

記資料と |古l じ雄物 ( 5 階建 、 2 スハ ン( 12 m+ 12 m) の事務所，建築〕

を R C 、 S R C 、 P C椛造で設計し、数量を比較したものを 表ー 1

8，000 

7，000 

"E  6，00口

、、

E  

lil( 5，0∞ 

冊

叶

2，0∞ 

に示す 。

10  15  20 25 30 

スパン ( m)

単位I自ih'( "' ，た リの p c  ｬ Ｚ Ｂ＾Ｇｬｾ＠

たた L " イ) j ，ij'rl;iifi 、けた

行 スハノ Ｖ ｭ の 場 Ｈ ｾ

図ー 1

こ れによると 、 このＮｦＧ ＮＮｵ 立のスハンでは 、 コンクリート 、 Ｇ｜ＧｈｾＧ 、 鋼

材 ともに p C  fiYti1't の数 i誌が小 さく 、I j l fl 聞を巧一服 してもコスト (1' ，) に一

番有利であ り、 つぎに R C 、 S R C附il i となると々えられる 。

p c m迭についてスハンを変えた 場介を力、そう 。 12 m スハンの場

表 - 1

コ/ タ リー ト ｊ ｾｉ ｾ＠ tI， 鋼 H  

1. 0  1. 0  1. 0  

0. 739 0. 768 0. 813  

0. 872 0. 879  1. 446  

表- 2  

コンタ リー ト 有" t1' 鋼 H  

P  C 12  1. 0  1. 0  1. 0  

P  C2 4  1，242 1.184  1，223  

挫 換 と社会/ 1983' FJOII ぢ 63 



l ユニットを取り出し、数五i をfl'i 算した結果が表 - 4 である。単価

は表一 3 と同じくしている。

これによると、やはり P C構造がもっとも安〈、ついで S R C 、

泣となっており 、前出のP. f j 池組のデーターとほぼ似通ったものと

なっている。スパン 15 - 18 m、階数 3 - 5 階程度では P C構造がコ

スト的にもっとも有利であるといえよう。

合と、中間] の柱をなくし、 24 m 1 スパンとした場合の比較である。

( 表 - 2 )  

これによると、柱を抜くことによ って 、約20% のコストアップと

なることカf わかる。

つぎに名位構造の比較として、 3 階建工場( スハン 18 m、位間隔

7 . 2 m一 一 i抑制且の資料による) の場令を示そう。( 表 - 3 )  

2  . 工期について

P C  構造と、 S R C構造の工 Jijj について一例を示そう。 図 - 3 は

4 階建銀行建築の梁{ 人図であり、メインスパンは 13 .8 mとなってい

る。これを S R  C fl ' l i : 造とした場合と 、 P C構造とした場令の工期は、

' S R C構造

・P C椛造

と試算され、 17 日の差があり、 P C構造が採用されたものである。

なおこの前構造の桃造コストを 比較してみよう。( 表 - 5 )  

これによって、約5 ，640同/ 所、 P C工事の方が安くなり 、工 JYj の

古川崎l(i も巧 lE して、 P C構造として建設された。

185 日

168 日

表 - 3  

コノタリート ｊｾｉｾ＠ ｈｾ＠ 鉄 筋 ｾ［Ａ［＠ '，'，・

P C鋼 材

t.Yi j立コスト

rn'  rn m m kg.  m h民日、
kg m 

I' J  m 

!，I m PI m 1' 1 川 jlJ rn Pl m 

PCi l i  0. 461 2 .46  40. 0 5 .5  25. 250 

e  = 18 m 7，840 8，610 4 ，400 4. 400 ( 1 0  )・

S RCi l i  0. 474 2 .44  39. 6 36. 3 29 .560 

e  = 18 m 7，580 8 ，540 4 ，360 9 ，080 ( 1.  17)・

Si l i  0. 284 1 5 8  19 .1 74. 2 30 ，740 

e  = 18 m 4 ‘ 530 5，530 2，130 18. 550 (  122) ・

RCi l i  0 .449  2. 48 48.  ¥ 2 1 ¥50 

e = 9 m  7. 180 8 .680 5 .290 (0. 84 )事

G， G， G， 

! 6. 000円/ mその他コン 7 リート P C j 主 17. 000問/ m

咋' f l ' 3. 500P:l/ m 

鉄 筋 110. 000円/ ， 

欽 竹 250，0001
1
1/ 1  

P  C 鋼 材 800. 000円/ 1

*  (  ) 内は PC; ; +' コスト1 . 0とした場合の比ヰ' を，ドす.

'111面一 位 ぷ

( 材 [ J も)

。

凶

作

、

国

一

口

口

∞

、

円
一

ロ

ロ

∞

、

円
一

s
h‘

由

一

これによると、スパン 18 mの場令は、 P C桃逃が最も経済的であ

ることを示している。参考までにスパンを泌にした場合、 R C W; @

として設計でき、その場は P C  18のコストの8 4 %になる。

同じような試算( 能勢建築総逃研究所による) の結来をつぎに示

そう。雄物は駁 'Ii. 場で、 31;皆雄、必本来・伏図を 図 - 2 に示す。この

g

m

N

一
直

寸一一一- x

Y  

表 - 5

S RCi l i  P C 近

延 lよ l而fu 1 170"1' ¥ ，170m 

45kg/ m X  1，17001 = 5 2 .650kg 

j :k 

52. 7'  X 2 5 hl l  = 1，317万

P  C 鋼 材
4007) ' 吋

20kg/ m'  X  1  ，17001' =  23 .  400kg 

1J.:iOi l¥':}J11分

23 .4  l  X  11 J.i I l  =  257 .4 Jj 

ム、
1，317J.i ( +  6607))  657 J.i 

富

ロ

g

u
、

国

( * )  P  C 鋼 材 は S WP R ー 19. 21. 8O、全 iれ， 079m、全" ¥1;( 2. 87' . P  C  1二'1>代 III は 1 m

‘ "，たリ 3.7001' 1/ 01 、持入1) 1  ' on ｾＧ，たリＱＮ ＳＷＰ 円 Ｏ I である .

7，500  

ー

団

7，5∞ 7，500  ｌ 」旦ｾ

| P C、 S R C造 |

3  床 構 造 に つ い て

共同住宅の床. f J Y ; J 1 i について試算したものが図 - 4 で、 小ばりの構

造 ( P R  C とR C) 、;JI 旬、本数をパラメータ ーにし 、床 構 造 ( 小ぱ

りとスラブ) のみの構造コストを比較したものである 。これによる

と、はりせいを 小 さくした P R C小ばりの方が、 R C 小は. りの場合

よりも安くなっており 、天井口さの点からも有利な構造である。

また、共同住宅において、

イk 来梢造で小梁がある場令 ( 図 - 5 )  (1) 

図 - 2  

コン 7 リート 可1 fI¥ 鉄 i Oi 鉄 十l' P C鋼 材

f，Yi 造 コ スト

11γ / 111 m'/ rn rn'f tげ kg/m kg/m 

!， l/m 

円1m ドl/ni 円1m l'l /m'  fi J / m 

0. 286 1. 797 33. 4 6 .8  20，260 

P  C ill: 

4 ，860 6 ，290 3 ，670 5. 440 ( ¥.0 )  

0. 281  1. 740 41 7  35. 1 23 .960 

S RCi l i  

4 ，500 6，090 4 ，590 8，780 (  1. 18)  

O. 123 0. 933 9. 1 81 6  26，640 

S  iii 

1. 970 3 .270 1. 000 20. 400 ( 1 31)  
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T Y P E - P 3 X  T Y P E - P 4 X  T Y P E - R 3 X  T YP E - P  1  Y  T YP E - P  2  Y  T Y P E - R  1  Y  

( P C)  ( P C)  ( RC)  ( P C)  ( P C)  ( RC)  

PB 

PB 

B  

PB 

I  PB 日

αコ 竃 g  
言ロ

PB 
ミミ E玉

回 目

a. 
ロ 0. 111 a.. 

o  

αコ

、、
。

伏 図
P日

PB 
B  

言

N  

3，町田 3，匹目 2，匹目 2，匹目 2，匝E 3，町田 3，世田

6，匝E 6，OC旧 6，町田
6，町田 6，四E 6，匹目

ス ラ プ 厚 t = 100 t  = 100 t  = 100 t  = 130 t  = 100 /  = 130 

端 部
宅嵩 部 端 部

端 部

端 部 端 部

1 旦f
一占ｾ

百「 百f 担f u  
11 300 11 

L G∞u  
l∞ i∞ 

凶J u叩 u l L∞ u  l  ∞ i∞ 

IC旧
l∞ 

IC旧 1∞ IC泊
l∞ 

レ旦」

中央

「 岳中ヨ央バ{国

日 目

中央

口 訂日目

断 面

「日f 誼

口f 罰u 咽 u

出』
l∞ l∞ 

出H l L∞ u  u棚 u
1∞ 1∞ 

u明 uIC旧
l∞ 

l∞ l∞ l∞ l∞ 

100 
l∞ 

上主筋 [ 2 D1 9 [ 2 D1 9  上主筋 [ 2D16 上主筋 [ 2 D1 9 上主筋 1 2 m [2 問 上 主 筋 [ 山2 [ 2 M  主筋｛山ｾ [ 山2

下王筋 2- 0 16  [ 2- 016 下主筋 2- 0  13  2- 0  13 下王筋 2- 0  16 2- 0  16 下五筋 2- 025 [2- 025 下主筋 2- 0  25 [2- 025 下正筋 4- 022 [6- 022 

スターラ y プ ロ o10@150 スターラップ ロ一o10@100 スターラ y プ ロ 010喧200 スターラ y プ ローo10@150 スターラ y プ ローo10@150 スターラ ，7' ロー0 1O@150

P C銅 線 1- 1  7  .8O P C鋼 線 2-20.3O  P C鋼 線 2-20.3O  P C鋼斜1 2- 17. 8世 版 筋 2- 0  10 

コスト 7 ，300円/ m' 8 ，040同/ m' 7. 280円/ m' 8 ，750問1m? 8 ，500問/ m' 8 ，790同/ m'

表 - 6

|入
タ イ プ

コンク

ｾｾ枠 鉄 筋 鉄 fi

P  C  椛 造 コスト

リート 鋼 材 阿1m'

5. 6 m 

R C ス ラ ブ

2，360 3 ，440 1. 530 7，330 

小梁あり

×  

10 .9 m 

P R Cスラプ

2 .300 2，970 自70 970 7 ，210 

小梁なし

6. 5 m 

R C ス ラ プ

2 .330 3 ，400 1，510  7，240 

小梁あり

×  

10. 9 m 

PRCスラブ

2 ‘ 560 2 ‘ 930 1，170 970 7 .630 

小梁なし

図 - 4

B  日 B  B  

白 日 日 B  書

o  

スラブ厚

5，600 5，600 6，日O

すべて t = 150 

11 

ロ

ロ

也

、

門

ロ

ロ

ド

‘

N

一

口

口

也

、

電

(2) 小染をなくし、 l 戸 l スラブを P R C椛迭と した場合( 図 - 6 )  

( スラブの大きさは 5 . 6 m X I O.9 mと6 . 5r n X I 0 . 9 m)  

を比 l絞したものが表 - 6 である 。単価iは表 2 と同じくしている。

結果として 、小梁をなくし、 P R C 構造の 1 枚 スラフとしても 、

構造コストはほとんど変化しない 。 しかし、型枠工事の合理化など

によるメリットを考えると、将来広〈利用される構造であろう。

すなわち、冒頭にも触れたように、 P C  {'I'lf i笠が広〈普及すると 、

当然、 P C工事賀が安くなるので、さらに有利性が発揮できると恩

われる。それを期待したい。

最後に、本資料を提供いただいた関西 P C 研究会の皆様に感謝申

し上げる。なお 、同研究会は 2 ヵ月に一度の割合で、主として大阪

市内で開催されている。

梁伏図

スラブ厚

t = 160 

11 
t = 160 t = 180 

P  C アンポ

g ←一一
o  

ンドストラ

N  

ンド

S WP R  

7B15. 2O ｾ＠ ｾ＠
軍700以下

'" 

o  、

ト ー ロ

「

8  

N  

11 5，600 6，500 

図 - 5
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作品点描- P C構造・ P R C構造による建築作品川点-

前固めプレストレストコンクリート ( P C) 特 でき、合理的かつ経術的な建物となる 。 また総合

集号 ( lI fl 手[150年 7 月号 ) が出て 8 年を経過した 。 施工者の直営ー化も: ( ¥: しい変化である。

この間に、建築の-tli: 界に新耐ぷ設計法への移行と 福岡働大のように、全体を R C  ili とし、スハン

いう大きな変化があ ったが、 P Cの利用が拡大し の大きい部分に P C を用いる例がm加している 。

たことも見逃し得ない点である 。今特集号にその 耐震的なも1. ' ぃ } i としてはりだけでなく墜を P C化

成果を作品点品として紹介することになった 。 した三洋屯機の例もある 。 また鉄f j j 丘でのI J i IJ の多

集ま った作品は、地域的にも東海地方から九州 い自定式立体! 駐車場の分野に保守: 包: 理、耐久性の

まで幅広く分布しており、大都会でなくても P C 良さをひ っさげて P C造を用いた米-f- ｾＮｾＡ［占昼や、

を用いられることを示し、各地に P Cが根づいて 近 11寺使用例の多い、大国航スラブを P C またはプ

きている証左といえる 。 レストレスト鉄筋コンクリート ( P R  C ) とし、

一方 P C といえば、プレキャスト P C との認識 ひびわれの軽減、長期lたわみの- Ifll 止を百| る 191] とし

があったが、今回は、プレキャスト P Cはむしろ て粟生団地、コープ肘村の二例がある 。

少なく、下水処理場の - f j l ] のみと なり、場所打ち 水蒸気の存在するよ うな環境に対応して用いた

工法が多い 。 仔IJ としてスイミングスクールの例がある 。体育館

場所打ち工法の特色は、 P C を必要な部分に用 などの大空間を確保するのに P Cはよく用いられ

い、他は鉄筋コンクリート ( R C ) とすることが るが、一宮興道高絞め解決法は、デザインとして

も生かされf' l i t れたものといえる 。産業施設の例も

hFi えて きているが、サイロは P Cの特性を生かし

た使い方である 。土地の高度利用を計 った二府庁!

式のトラ ックターミナルの例はまさに土木構造物

のスケールである。大F11榊 造 物lii) きの P C技術が

ｾｍ Ａｬｩ Ｗｊ している力感が感じられる 。

新しい P C告示が建設大臣によ って出され、 P

ｒｃ 、アンポンド工法、終局 ｾｾｬ 度設計法なと、 ｐ

C の利用にと ってますます法制上の終備もなされ

た。 プレキャスト P C も、従来以上にその適用範

聞を拡大するとともに、場所打ち工法も，q1Itf!入 1)

し、 P Cの利用はますます活発になろう 。経済性

とともに予事長に設計 Ｍ 地工され、 ｦｾｴｬ た作 Ｑ 日 ｬ が世

の "1-'に数多〈出現することが大いに期待される 。

Ｈ文 沢 松井克俊 まついカつとし Ｏ 日挫 ｾｉｾｉ 大阪 Ｔ 斗 ｬ 村 Ｇｴｩ［ｩ 部 Ｉ

安威川淀川右岸流域下水道組合

中央下水処理場電気センター棟

意匠東京設計事務所 所在地茨木，J i 宮1;:，3丁 目

構造 M 敷地面i版 22. 6ヘクター J レ

監理東京設計事務所 <J.t築 lliif占 1. 352. 77m'  

施 工 松 村 組 ・ 勝 村 建 設 ・ 延床前町i 2. 114. 204m'  

東海興業 J V 構造規模 2 F 、B 1、RC+PC

PC施 工 フ ド ウ建 研 工 JYI 53年 10月- 55年 8 Ji 

P Cの特徴 ・2 0 mのスパン I i l ，jJにはプレキャスト

l ビ ー ム ( ， ｾ ｾ 央総丈ＱＮ Ｔ ｭ Ｉ が似 ｭ されている 。

l ピ ムは説場nち机と P C銅械による徽締めr E

7n工法にて| 時1) 核合一体化されている 。十行方 I"J は、

③ 7  mの 位 lu) とな って おり、 I ビー ムnHには D T

版 ( W= I . 2m、H = O. 25m) が 扱 き な ら べ ら れ て

し、る 。

福 岡 歯 科 大 学3号 館

意匠現代建築研究所 所 (' 0 J也 悩 問 di 四区凹 700

構造 ピー・エス・コンクリート リ民地 l師fi( 76. 339. 22m'  

監理現代建築研究所 住築 liiifu 4. 377. 97' げ

施 工 熊 谷 組 延床面舵 19 守 923. 72m'

PC施工 ピー・エス・ 十位i iU且校 9F 、Pl、RC+PC

コンクリ ート lて ｊｾｊ＠ 52年 7 月ー 53年 9 月

P Cの特徴 : 椛造平而は スバン ) j '[ I<J iJ' P  C 逃( 14

m +  8  m + 1401 ) であり、桁行は R C造、 12@ 4. 2

m とな っている 。

P Cの工法は 現 場11 ち一体式ラ ー メン柿造にフレ

シネー工法にてプレストレスを持入している 。

p  C  t必の端部には、 J也i... ｾＱｉ 与にコンクリートの日 ＺＺｲｪｩ

，

叫
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|  吋 吋 - ‘  一λ 、 、ぷ，ん hω4 よ♂‘ li勺 .

1 ;υ= Ｊウヤ州都一一ｾ

を| 幼ぐため、 1111げ圧縮- I I'J 束I i J j で十分に布I i 'i虫し、

らに ;'t;品古11下川iには、スバイラル筋を配位してその

性能を向めている 。

参考文献 <J . t築技術1978、7、NIl 323，プレストレスト コンク

Ｇｽ ート ｴＱ｜ ＲＱｪｾＮＳＢ［Ｍ ( プレス トレストコンタリー! 技術協会 )
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三 洋 電 機 住 道 工 場

カ ラ ー テ レ ビ 工 場

意 匠 鴻 池 組 ・ 熊 谷 組 J V 所 イ'c J也 大 阪I(.f 大点r 1ifi ・ill

m造 11 倣I也Iflih'i 97.696.89111 

監理 11 往築 l(ij ft 't 6.864.00111'  

施工 H  延 床 1(lit占 24.402.03111 

P C施工 H  構造規m 4 F 、日 1. P C 

工 IYJ 5I
i
l ' 5J J - 52

i
l' 3 JJ 

P C の 特 徴 ・6 5 m ( 18 mの 3 径 l :n+l l l .jサ イ ド 5. 5 地以応力の竹) r J する ラ ー メ ン 部 分 は 従 米 ど お り グ

m の 跳 ね 出 し ) x  105 .6 mの‘ l' 1(li (I(J に 大 規 校 な P ラウトを地しているか、人: 後と航行に配した小米・

C J Z : の工場である。 は 、 わ が11il て割以初J に ア ン ポ ン ド u去を-t: i -: mしたむ

米 子 高 島 屋 立 体 駐 車 場

意 匠 熊 谷 組 広 島 支J吉 所 荘 地 ｲＮｾ取県米子市角盤面 ｉ

構造 H  敷地而fit 1. 971. 61' げ

監理 M 建 築I師W 1，395.20111'  

施 工 熊 谷 組 広 島 支 庖 延 床 而fit 4.921.10111'  

P C施 工 オ リ エ ン ヲ ル 附泣規悦 4F 、1' 2、RC + P C

コンクリ ー ト 工 Jijl 57年 1 JI - 57年 6 JI 

のて“ ある。* - ( ) 7 年 を 紙i泊 し た こ と に な る 。

参考文献 往築技術 ＱＹＷＷ 年 ＱＲ 月号 ｾｮＳＱＶ

フレス! レストコン 7' J ー 1. 1979年 NfJ .2

P C の 特 徴 : この射: '11坊 に 求 め ら れ た 条 件 は 、 市 が な く 保 守 竹 !'H'l'( が不1 . ! . : ーなものを統治的に作るこ こ の 政 事 場 は わ が |王lで は め ず ら し い 現場. n ち 一 体

! 日て' 大祉の書i : 1
巨がス ピ ー デ ィ ー か つ ス ム ー ズ に で と に あ っ た 。 米 11¥{ で は こ の よ う な 条 1'1' に 対 し 、 プ 式 P C ; 立 に よ る 本終 的立 体段以上J 1j て“ ある。

さること、耐久性が目玉< : t 辰j J ) i J pl i: ' g、 f仏製 等 、 欠 点 レ キ ャ ス ト P C i J ' iでLじ え て い る 。 参考文献 熊谷孝11 1' R ，.t. ( K- P CP R)  

T HS - 7 8住宅公団粟生団地

意 匠 竹 中 工 務 庖

構 造 竹 中 工 務 庖

監理 日本住宅公団

竹中工務庖

施 工 竹 中 工 務 庖

P C施 工 竹 中 工 務 盾

神鋼銅線工業

jijr (，:  J也 RI(!i di 大' i =張生! nJ谷

ｾｊ￭ｊ 也 ｬ Ｈｊｪ ｨＧｴ 2. 077. 7901 

建 築ffli ft't 460.21111'  

4自主 i(，i W 3. 200. 81111 

構造脱 ｉｾｪ 8F 、日 l 、SRC( I *PHC)

二[ Jijl 55
i
l"' 6  JJ - 56

i
l' 5  H  

P C の 特 徴 : 小 泌 の な い 白 目 Ａ な ｦｅ Ｂｾｮ ｩｊＨｩ品似のため

に、 1  U二戸( 8  .  48 m X  10  .  08 m )  のＩ ｾミを、 ｉｾｉ Ｎ Ａ 折、 ｪ 約ｲｊ

の ｐｃ｡ｬ 阪をｊＧ ｉｊ い、幼鋼板によリ Ｂｬ Ｚｾ 古 ＱＱ を形成する 設 計 )f 主! として 1;'il i . E 術慌を. j ' J ち消す i 止に 相 当 す る

作 成lぷl坂 と し 、 ひ ぴ わ れ お よ び 長 Wlt:. わ み を tfP.iI '. プ レ ス ト レ ス モ ー ノ ン ト を ! ポ l阪にうえた。

す る た め に P R  C  ｦ ， ｙ ｾ［ 立を採用した 。 参考文献 日紙アーキテクチュ 7 . 1980年 12 J1 8 円号

コ ー プ 野 村 北 千 里

意 匠 大 林 組

構造 H  

監理 H  

施 工 大 林 組

P C施工 H  

所 イ 土 地 Jtl(，i  di 大'i: 小野原 133

敷 地 1(，Hi! 8  .  389 .  50111 

鐙 築 lfiiW 2.353.00111 

延 ｉｾ 而砧 16. 141. 68m 

t持造鋭校 9F 、RC( 床PRC)

1二 JYJ 57
i
l' 9  JJ - 58年 7 JJ 

P C の 特 徴 共 同 住 宅 に お け る j計 者 lノサ hりH¥J iylS分 に

ア ン ポ ン ド P ｓ ｟ ｉ 二法をｩｩＦｊｲｪすることにより、大 ｊｾｉｾ

ス ラ ブ ( 1平さ 180mm) と し て 小 淡なしの! ムしリ" 日i 二

宅ＱＯ ＱＱ が附保できる 。 長 ｊｾｉ たわみやひぴわれについ

ても; l l t JI. _I :. 卜分間 : なしている。 参考文献 主ｾ築技 ｬ ｦＮ ｲ 9 月号 '83
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須 磨 り f ティオ J 2番 館

スイミングスクール

意匠 日建段骨十 }ザr (1.  J也 ｾｉＧｲＧ＠ di Ｇ ｊＧｬ ｊ￭ｾ＠ Ix:'i' {i品作2

構 造 H  . J 也l(ijft'( 4.504.85111'  

監 理 H  処 築 llii ft' i 3.323.91111 

施 工 竹 中 工 務 底 延' * 而椛 7.905.57111

P C 施工 ピー・エス・ hY，i立縦十品 R  C  + 4  F  

コンクリ ー ト 1".  JUI 54
i
l三6 rJ - 5Sif. 2) 1 

P C の特 徴 ・治水プーノレの上出に 1日し、た場所打ち

一 体式 ｐｃ 梢 ｩｩｴ 。 出水プーノレの ｊ 高気には町 ［ｮｾｾｾ イオ

ンを含んでおり、品 ＱＱ 持 ＱｾＺ Ｚｆｊ ｒ の容易きと、ひびわれ

愛 知 県 立一 宮 興 道 高 校

意匠 愛 知県建築部営繕謀 所 イE Ｑ 也 ー は ｈｪｫ Ｎｦ Ｑｷｲ Ｉｪ ｾ イ足 Ｗ 二 ＱＲ

中建 設 計 般地 1( !ifl' l 39.826111 

構造 愛知県建築都営繍楳 <Ji築f(iifil 1.513111'  

中建股骨十 ，征! 北 IIlIfI' i 3.172111'  

監 理 愛 知県建築都営繕際 情iiE脱政 RC; 立、 4 F

施工 中村エ蝶 ( ただし 31滑/;fi P C 、

P C施工 オリエ ンタルコ Wt HS )  

ンクリート [. JUI 57年l OJJ - 58ip  8  JJ 

四 国 電 力 西 条 火 力 発 電 所

石 炭 サ イ ロ 設 備

意匠 大林 組

精進 H  

ti I.里 H

施工 大 林 組

P C 施工 H  

ｊｾ￭ Ｇ＠ f' 地 愛 峨V，kIJG条 di 附 11i 1'，1L

JJ !i 町内

ill 築 Iflifil ドn: 1) 外 任31. 1m 3)" 

延床ffiifu 1/ 

十時i u: m快 R  C j立. 1也 lオ'-)3401

L  JYI 56年 11 )1 - 58年 3 rJ

P C の 特 徴 ・ 1: ;r; 11外 筏26. 6m、ド ms外 径31 .1 m 、

ti H本，: 百さ 33 .4 III の $HJ j コ ン クリ ー ト11 P  ｾ エ ｊ レサ

イロの ｬ 人 ｮ ｲ［ Ｑ ＱＡニ、イ ｩｾ 之を入れた場作に Ｇ Ｑ Ｇ じる ｉＧｊ Ji;J ) j  

P C の特 徴 : 2附成品Il に 断 1fi i250 X  1300の P C 大 泌

を 1( ( 5主主主 FJ に 配 ii
t

( し、場所 11 ち一 体 式 プ レ ス ト レ

ス ト コ ン ク リ ー ト 川 巡 ( グラウトを行う ) とし、

のない耐久性の正5さから、 P C 榊 i立とした 。 スハ

ン2 2 mの 小 ば り に は ア ン ポ ン ド 工 法 を 、 ス ハ ン 22

m の 大 ば り に は グ ラ ウ ト 工 法 を Hl いた 。

告白 I{I お よ び 地 以 II Ji に お け る 応 力 解 析 に 当 た っては、

ι 体 フ レ ー ム と し て 取 り扱う 。

li IJ ';I '; l，<応 )J を il'j ょ す る た め 、 そ の ) j Ji 'J にプレスト P C 鋼 総 と し て 、 ア ン ポ ン ド 川 シ ー ス ト ス ト ラ ン ド 21 .8¥O を、

レスをりえ て 、 ひ び わ れ の 党' 1' . を防 11. している 。 300- 450に円4 iE し、 3 カ lil トの，/ <  "/ トレスで 、 こ れ を 定 ぶ し て い る 。

西 濃 運 輸

尼崎トラックターミナル

意匠 大末建設

構造 大末建役

ピ一、シ 一、橋梁

監理 大末建段

施工 大京建役

P C施工 ピ一 、シ 一、橋梁

j叶イ，; ) 也尼崎市道直: 町 7T D

'}，110也f(iiW 16. 147 .76111 

ill 築 Iflil ，1 9. 601.8901 

延床[ 岡純 16. 764. 29111 

構造 m m Sj 立、 2 F 、

p  c  ｪｾ＠ '17.1;.官1>

工 JUJ 57年 4 )J - 58年 6 JJ 

ｐ ｃ の特徴 ・本 ｩｬｬ 物の Ｒ 附十 Ｇ［ｾｗｩ 場には、 Ｒ てＡｊ［純白ｉｦｾ

み の 14 l トラ ッ ク が 縦 織 に 走 る と い う こ と で 、 ス

パン万前! 大 l誌は、後 1 - 1 ' 当たり全緊必 )J ' . 800l を

68 

場 入 し 、 ス パ ン 如 何 小 梁 、 桁 行 )5(<'1大 梁 ・小 梁は、

ひ ぴ わ れ11日J1M' の た め に ア ン ボ ン ド 鋼材 を 使 用 し た 。



ア ー ヘ ン 工 科 大 学

医 学 部 の 建 物

建 設 場 所 西ドイツアーへン市郊外

建物総容積 35，000m'  

( ヨーロ y パ NO. 1 の j財災の建物)

構 造 ・プレストレストコンクリート梢iit

鉄筋コンクリート柿itt

・場 ｦｾｲ ｦｊコンクリート Ｚ 必礎、 ＲＴ 例所

のコア部分および床の一 部

・プレキ ャス トプレストレストコンク

リー ト : その他の24 . ｯｯｯｦｲｾｬ の古川 Ｔ

総 工 費 15- 20億マルク

Ｈ 士ｾ 1  ，500- 2 ，000f意向)

( 写f( は Phi l l i pp Hol z mann (1  

ハンフレ γ トー 1973 .6 より転峨)

亙亘o) p ♀ 盤 造 建 築作 品 事 例一 一 一

:i鼎;

F 州 l

をさ

豊里

望号

曽町、

/  

工事 中全景

. . . . . . .  醐 55

「今 町

4  

H・u馴-

平 面 と 立 面

f ベ

プレキャスト部材の架段状況

-

世聾と H 会 Ｑ ＹＸｾｓ ｦＮｬ ｏｉｉ サ 69 



官官軍軍E 彊盟理軍窟冨理・・・・・・E

表 - 1 5 E E E ケーブルの種類およびシース径 ( F 型)

UI 弘、 ケ ー プル愉ｩｊｾ
ケーブル IIJrl(li fu ケーブル 市川 ケーブルづ "I ，)} ( ，)  ンース|刈 1壬 ( mm)  

( mm'  )  ( 同1m) ') I  ｾｬ＼＠ 1'，:/弔 昨1た山 I，;i 干t ノl B  

l、so 7X 世終 l 277.  I  2. 19  51. 0  43. 5 35 40 

l' 70 i X O 9 .5  1自:1. 9 l . 04 72 .H  日2.0 35 55 

1:11川 7 X 再11.1 519.: 3  4. 09 98. 7 84 .0  40 65 

1:I:lO 7X 似2.7 1) 91. 0  5.45 130 .9  11 1.3  45 75 

ド160 7X 似S. :2 970.9  7.75 161. 7  137 .9  55 85 

ｆｾｏＨｽ＠ ＱＹ ｘ ￘ ｾ ＱＮ Ｕ＠ 1. 042. 0 8.77 197. 6 168 .2  55 95 

1: 270 19X 世11.1 1.409. 6 11. 78 267. 9 228. 0 65 105  

1: :360 19X 似2. 7 1.875 .5  15 .70 355 .3  302 .1 70 130 

i i，:  A  ス'J - 7' h. J i"1Ijij に I).j)j でそ っ八する j J) j {l- ( スハイフルン ース¥̂l S  ＧｾＧｊ Ｉ＠

ＯＳ ，ＢＷ Ｏ ［Ｇ ヨ 〆 ｉｴ Ｚ ， ｮｴ 圭現地でそ ヲ 人する場合 Ｈ Ｑ 何作はｾ叩 ＨＢｊ 主むのをＢ、した Ｉ

表 - 2 5 E E E アンポンドケーブル ( U F 型)

}，H' 1王A 外 I長B ンー ス/' / 7 リースH，{f: ，: : 除 i¥1， Ip. !'J:if( :，¥: 

f f  

U千 件 I，Yi ，，1( 

( mm)  ( 明m) l 明m) ( g  Ill )  ( k g/ m )  
ース)

l '  F  :30 I  X O1 7. 8 17 自 21. 2  I  .  ｾ＠ 45 1. 63 

l  ド 50 7X O  7 .1 ｾＴ Ｎ＠ 3  27. 7 1. 2  60 2.32 

1I F  70 7 X O 9. 5 28 .5  31. 9  1.2 70 3 .19  

1I F  10日 7  X  Ol l. I  33. 3 36. 7 1. 5  85 4. 28 

U  F  130 Ｗ ｘ 似 ｾＮ 7  38 .1 41. 5  1.5  95 5 .67 

S E E E工 法

1  . 特長と仕様

S E E E  ( Soci et e d' El udes  e l  d' EQui pement s  d'  

E nl repr ises) 工法は、フランスの挫 設会1 - 1である C

T M 祉によ って|制発 され、さらに S E E E れによ

って 研 究 改 葬 さ れ 、 完 成 されたものである 。 加r! 的

造 技 術( 株 ) が、 JI( {利42年 に 、 わ が1];1へtHI;i
j

持八を

行い、 :.kf JTJ 化した 。

S  E  E  E _U: t ; I こは、 P C j 岡村 として 、 P ｃｪｬ ， ｐ ｾ Ｇ＠

よ り 線 を さ ら に 数 本 よ り 介 わ せ た 多 附 P C制より

総をJ f J いる F 引 と 、 こ の FJ f;'! ケ ー ブ ル に ア ン ボ ン

ド処. fl I! を施 した UFJ¥'! とがある 。

主主治体は多用 P C鋼 よ リ 総 の 端 部 に ス リ ー ブ ( ' 7

ン シ ョ ン と 呼 ぶ ) を冷Itl! ))11工によ って一体化させ、

その 外 周 に ね じ切りを行 って ( J . 1品川口ー) 、ナ ッ ト

を 用 い て 定 Jtiする 。

(1) F 型

唾

円

百

山
ii' . :  S  E  [ [ 7 ンポ/ ドケーブル ( l' F  ＵＧイブ Ｉ ｃＷＩＧￋＢｶｩ｜ ｾＮ .J'i l、およびケーブル作 ql ，は F mケーブルと 1，; ) 線である

写真 1 F タイプ

(a)  緊 張 定 和1'1の セ ッ トロスがなく 、i.Ei{，:1去のス

リッ プ な ど が な い た め 、(i ' (f : A なプレストレスが J持

入できる 。

(b) ナ ッ ト定都のため、繰り返し仰豆に士、j して疲

労の［［Ｈｾ特がきわめて少ない 。

(c) アウトケーフ骨ルとして用いる Ｑ 易手干て ､ もう↓ｾ ｉＧ ｩｻｦ 似 ｊ

裂 を失うことなく 、 きわめて去二全て、ある 。

(d)  ケ ブ ル の 引 必; J J に 付 し て 、 定ぷ只ーがコンノ、

ク ト で あ る の で 、 ケ ー 7' ル円以況が作品11 である 。

(e) 定 治 部 が ね じ 式 で あ る た め 、 カ y プ リ ン グ が

容 易 、 係 炎 、 安 全 に 施 ユ で き 、 段1: 削ι1. な と に 過

している 。

(f) PT緊 張 が nｉｪｬ に できるため 、設計、 ｉｪ ￺ Ｎｩｊ ｾ条ＱＧ Ｑ

なとにより、 二 次 以 娠 が 必要 な 場合 に は 谷 坊 に !IJ

緊娠ができる 。

(g) とくに作業朽 の 熟 練l交を 必 要 と し な L 、。

(h)  ナット定析のため、ｾｾｾ長作業が谷弘、倣Ｇ友に

でき 、 ま た き わ め て 安 全 で あ る 。

(2)  U  F 型

写真 4 5 E E E ケーブJ レ端部定鷲部写真 3 5  E  E  E ケーブル配線

4 .  P  C カーテンウォ ル

なとt の 工 場 製 品 も 製 造 い た し て お り ま す。

2  . そ の他

ｾ付 は、 卜記 1'. 法 の ほ か 、

1.  7 レシネー」 法

2  ディビィタ - 1工 法

3 .  S  M斗ー法

4 .  C  C  ｌｔｾｬｾ＠

な と の 各工 法 の 地 工 も 数 多 くT が け て お ります。

また 、 プレテンション古川、』として 、

1 .  S HIsi 

2 .  D HIsi 

3  チャンネル ｊｾ ｊｩ ( C ト! ｊｾ Ｑｩ＠ )  

3  . 施行実績例( 関西地区)

l  尼崎市) j ぽ11下 水 処 理 場 ( 水処趨! 上屋 )

2  十ＺＺ Ｚ Ｚ原市立 ｊｾｾｾ［ 小学校出内体育館および民 ｼ プ

ー ル

3  堺 市 労 働 会 館

4  ｾ Ｚ ｾ槻市立総令体行自官

5  酋 浪 速 輸 尼 崎 ト ラ y ク タ ー ミ ナ ル ビ ル

6  西下J1 ?I円iiE大 阪 支 病 ビ ル

7  東海銀行千代日| 支出ビ ル写真 2 U  F タイプ
_.. 

(a) P  C 鋼 材 は 、 完 全 に グ リ ー ス て' I: )i j立されてい

る。

(b) づけ長引I 屯に 対 し て 、 ケ ー ブ ル 径 が 小 さ い の で 、

設 計 が 谷 弘 で あ る 。

(c) 従 来 の ア ン ボ ノ ド ケ ー ブ ル に 比 較 し て 、 ケ

ブ l レ' ] 1 張術弔が大きい。

(d)  ナ y ト別式のA: i {Wーであるので、繰り返し 1' ，:i

重 を受ける 構 造 物に 対 し て 、 安 全 か つ 倣 実 に I止ITJ

ていきる 。

表 Ｑ ｾ Ｔ にその 仕燥 を Ｇｊ 、す 。

G ビーシー橋梁株式令社

東京本社 点点都港区 ｉ ｊｾＤｬ￭ 総 Ｓ - 24 - 9  ( 似 IJI ビル )

T E L ( 0 3 )  4 3 2 - 2 8 7 1  

大阪本社 大阪市内区内本町 1 - 3  - 15 (往大ビル)

T E L ( 0 6 ) 5 3 3 - 3 8 1 1  

滋賀工場 滋 T{l M神的 mUl1司 ;JUI町大 j' : ｾさ

T E L ( 0 7 4 8 4 8 ) - 3 0 3 5  

写真 5 プレテンション部材 ( 5 T 版)

70 挫 聾 と社会/ 1983' ド10 JI り



区亙誼置亘盈富盛垂直亘書

アンボンド工法用

シーストP CストランドLよび

C C L 工 法 機 器 類

，住築の J本スラブを <1-'心と したア ン ボ ン ド 工 法の 平IJ

川が近年. t ¥":JJII して 与て お り ま す が 、 当 社 は 11011付に

おけるこの分別・での先取将と して 、鋼材、機器J : i [

の 供 給 と と も に 、設 計}j (!j工 I([j で の サ ー ビ ス 体flilJ も

終え、 tlJ 川 者 の ご 安 望 に お こ た え す る よ う に し て

お り ま す 。

1 .  シースト P Cストランド( 特許第1021231号)

1. 1 標準仕様

ンースト P C ストランドは、 P C制より和i に I IM，ii)羽

グ リ ー ス を i{(!: イ1I し 、 ポ リ エ チ レ ン ン ス を 注 統 的

にド1

'

出し川口ーにより被縦したものです ( 図 1 )。 代

表 的 な も の の 隊司1，仕 除 、 外 観は 表 1 に 示 す j凶リて

す。

こ れ ら 以 外 に も P C鋼 体 を 含 め て 、 あ ら ゆ る P C 鋼

材 に 同 憾 の 加 工 が で き ま す 。

1  . 2  特徴

(1) グラ ウ ト が 不 要 の た め 、 工JYI が T: 'J 紛 で き る 。

(2) P C鋼材はグリースで完全に似" 告されており、

地 工 Ijij 後をi l ! i じて、鋼材は | 分 に IW食 さ れ て い る 。

(3) シ ー ス 径 が 小 さ い た め 、 焼 い ス ラ ブ に も 使mで

き、 ｉｾｇｭｪ ，Ｚ［訂ｼが作坊である。

(" )  } 乍隙係数が小さく、安定している 。

(5) ケーフソレの注< 1 '  ｾ片付長や十 ｉ ｪＮ緊必ができ、コンクリ

卜の. f J ち 淋 ぎ に よ る 段 階 施 工 が 可 能 で あ る 。

(6) 従 米 の ボ ン ド 万 式 と 耐 火 性 は 変 わ ら な い 。

(7) 工 場 生 産 で 安 定 し た 品 質 の テ ン ド ン で あ る 。

表 1 シースト P Cストランドの標準仕織

ンース ンース 7 リ ス Iji.{¥i:m: ，1  

ｐｃ 鋼よりｾ 外 径 干i み (.J '  ，，v1  :-11:  

m 間 日1m 日1m

I  l ' より 12.7mm 15. i  1. 0  35 850 

7 本よリ 15.2mm 18.2  1. 0  45 1200 

19本より 17.8"，m 21. 2  1. 2  45 1750 

191'  ｾり ｉ ｾ ＮＺ ｻｭｭ＠ 22.7  1.2 50 2050 

191メよ ') 21. 8mm 25.2  1. 2  60 2600 

三 γ ￌ￀ｾ ‘ノー ス

I ¥_ A  、、ＮＯｾ ーフリー ス

¥i J戸ペ九 で1 I - PC! 同より 線

7 本より 、込' - "会〆

園 田盟国盟国盟国Z屠

本@
Ｍ ＮｾＭＭＭ Ｎ 璽霊

図 1 シースト P C ストランド

2. C C L 工 法機 器 類

C C U 法は、 //1) ./ プ定7]Y; と、 '1! T: l I1の 一 本 ')1 きジ

守 y キ お よ び セ ミ オ ー ト マ チ y ク ポ ン プ を 111 し、て 、

附与 t な操作一て寸'.iIl.¥'II¥lに ii 村 長 作 業 が で き る こ と を 村

徴 と す る P C 工法、です 。 アンポンド工法J i J として

も谷村機器、イi ! mii をと リ そ ろ え て お リ ま す 。

以下の ｾｉ j 点 は 、 そ れ ら の 例 で す 。

(A)  C C L  S O Mジャ ッキ お よ ひ' ポ ン プ

C C L  ｛Ｎ法 の ｴｾｻ il' ¥のンヤンキ お よ び ポ ン プ で 、l収

リ 付 け か ら駁桜 、 く さ び 圧 入 ま で 約25秒で千l えま

す 。 ジャ y キ に は 、ロ ー ド セ ル が 内 政 さ れ て お リ 、

当局 Ｑ［ＱｾＱ 士 ｊｬ ｪＡ t 行 弘 に 行 え ま す。 ( 写真 1 )  

写 真 2

J151村L へ の セ y トが簡単に行える、 l収 付 只 が 付 い た

ア ン ボ ン ド 工 法Jfj ア ン カ ー て ¥ 安 全 路 実 に 定 析 が

行 え ま す 。 ( 写真 3 )  

(D)  C Cし デ ッ ド ア ン カ ー

テ ッ ドアンカーを 写 真 4 に 示 し ま す 。

3  施工例

写 真 7 道路舗装施工状況

. ; / ースト P C ストランドについては、カタログ 柄拘1鋼のア

ンポノ卜' 工法i l l " ースト P C ストラ/ ドペ技術資料や y ース

ト ｐｃ ストランド附防ｾｾￎＧ材料に ついてＢ 専をｊｦｬＱＡＧしておりま

すのでご前求下さい。

・C C L工法についてらカタログ 設計地工指針等資料を用

:TIーし ておりますのて' ニ'm求下さい。

神 鋼 銅 線 工 業 株 式 会 社

本 社 〒660 尼 崎 市 j立t! 問I 7 f l 1 2 l f i 地

Tel (06)411- 1051 

工ンジニヤリング部 〒660 'E 111，:i d  i  道官、町 7 J 目 2 番 地

Tol (06)411 - 1081 

大 阪 営 業 所 干 541 大阪! 打点| メ北浜 3 T H 5 帯 地

( 大|以 N' i同ビノレ 1

Tol r  06)223- 06i l  

東 京 営 業 所 干 103 ｾＡ点目 ＱＱＧＱＧ 央ｼメ八重 洲 Ｑ Ｍ Ｕ 20 

( ィi塚八豆洲ピノレ )

Tol Ｈ ＯＩｾ＠ l2i 2- 46i l  

建築 と社会/ ＱＹＸＳ［ｾｉ ｏｈ 号 71 



W 実施例

F K K フ レ シ ネ ー プ レストレ y シ ン ク の 建 築 構 造

へ のj必 工 笑 施 例 は 国 内 外 を 問 わ ず 多 数 あ り 、 その

二、三の伊IJ を、以下の写真司に示す。

ドーム 、柱 、はり 、 ス ラ ブ 等

圧 力 容 器 、 コンテイメント

土 留 、構 造 物 の 安 定

道路稿、鉄道柄 、モ ノ レ ー ル 、 歩 道 総

水 槽 、 サ イ ロ 、石 油 タ ン ク

俊紙、岩壁、沈坦! 函

道路、 rl1 走 路

杭 、 電柱 、 ノ マ イプｾｪＧ｛

III 応用分野

建 築 物

l原 子 炉

地盤アンカー

怖 梁

円 形 構 造 物

港 湾 施 設

舗 装

そ の 他

定着具の種別 ( フレシネ ーコ ーン)

[墾

匡 E 湿g・E 逼彊ヨn 彊唖宮司・・・・・・・・

F K K  

フレシネープレストレッシング

F K K シングルストラ ン ドシス テム

特 長

(1) P  C鋼よ り線 は コ イ ル の ま ま 現 場 ま で 輸 送 さ

れ る の で 、取り 扱 い 輸 送 に 便 利 で あ る 。

(2)  P  C  鋼 よ り 線 は 定 着 の た め の 予 備 加 工 を 必 要

とせず 、 ま た 厳 密 な 定 長 に 切 り そ ろ え る 必要 が な

く、現 場 で 容 易 に ケ ー ブ ル を 組 み 立 て る こ と が で

きる 。

(3) P  C 鋼 よ り線を用いるのでケーブルの曲線西日

笹 が 容 易 で あ る 。 ま た 支 圧 板 の 型 枠 へ の 取 り 付 け

が 答 易 で あ る 。

(4)  コ ン ク リ ー ト の 硬化 後、前も って 設 け た シ ー

ス 内 に ケ ー ブ ル を 通 す こ とが容易にできる 。

(5) ケ ー フ ル の 緊 張作 業 は ケ ー ブ ル の 余 長 に F K

ジ ャ y キ を 差 し 込 む だ け で 、 緊 張 、定 者 が ポ ン プ

の パ ル プ 操 作 だ け で、容 易 に 、短時間に行える。

(6) P  C鋼 よ り 線 は 棋 に よ って 確 実 に 定 着 さ れ 、

定 着 具 の セ ント量はきわめてわずかである 。

( 2 - 3 m m)  

(7) 再 緊 張 お よ び ケ ー フ ル の 接 続 が 答 易 に 行 え る 。

(8) 支 圧 板 の グ ラ ウ ト 孔 よ り グ ラ ウ ト が 容 易 に 施

工 で き る 。

II 

F K K フレシネー工法

特 長

(1)  鋼 材 は コ イ ル の ま ま 現 場 ま で 輸 送 さ れ る の で

取 り扱い輸送に使利である 。

(2) 鋼 材 は 定 着の た め の 予備 1Jll 工を必姿とせず、

また厳宮、な定長に切りそ ろ える必要がなく 、現 場

で 容 易 に ケ ー ブ ル を 組 み立 て る こ と が で き る 。

(3) 鋼 総 お よ び 鋼 よ り 線 を 用 い る の で、 ケ ー ブ ル

の 曲線 配 置 が 容 易 で あ る 。

(4) ケーブルはフレシネーコーン( 定着具) によ っ

て 容 易 、雌 実 に 定 着 さ れ る 。

(5) ケ ー ブ ル の 緊 娘 定 着 は フ レ シ ネ ー ジ ャ ッキに

よ って短時 間 内 に 容 易 確 実 に 施 工 で き る 。

(6) コーンの中心干しより クラ ウ チ ン グ が 容 易 に 施

工 で き る 。

(7)  材 料 費 、 工 費 と も 最 も安価lてある 。

仕 線

テ ンドンの穫別

鋼 線 |  ストランド

124' ケ ープル 1  12本ケー プル

mml mml  mml 12Tmml 12Tmml 12T mm 

12O5 1  12O7  1  IZO8  1  12.4 1  12.7  1  15.2  

公晶、断[ 師 納 12お 681461. 781 叩 創 11114. 8 11184. 5116臼 4

(mm
2

)  

仕 検

テンドンの干重] J IJ ( ストランド )

7 4 ' より鰍 19本よリ線

IU 径 12. 7mm 15.2mm 17. 8mm 19.3mm 20. 3mm 21. 8mm 

(0. 5" )  (0. 6 )々 ( 0. 7命) 10. 76・) (0. 8" )  10. 86"  )  

公柑、断 I面 倒 98.7  138. 7 191. 1  243 .7  270. 9 312. 9 

( mm
2

)  

屯 1;1  I  Q .  744 1. 101 1. 652 1. 931  2. 149 2.482 

( kg/  "' )  

づ1 ｾ佐世 ｉ 可ｻ 18.7  26. 6 39 .5 46. 0 50. 5 58. 4 

( T ON)  

降 伏 山 ｻｾｩ !Tf  15.9  22. 6 33.6 39 .5  43. 0 50. 5 

( T α N)  

J位計荷量作用時 11. 5  15. 96 23. 70 27. 60 30.30 35. 04 

( T ON)  

シ ー ス 内 径 24 26 28 28 35 35 

(mm)  

定着具の種別 ( F K K式グリ ップ)

[塑 l日

9. 291  13.21  

195 .6 1 2 24. 41 319. 2 

65.0  

166.8 1  190.81 271. 2  

72 .0  

117 . 11 135. 01 191 .4  

65. 0 

九
円
也
、
。
-

8 .75  4. 74 

96. 6 

84 .6 

57. 9 

50. 0 

3.6:3 

67. 2 

45. 5 

45. 0 

76. 2 

1. 85 

41. 4  

24. 7 

35. 0 

三井ビ J レのアースアンカ ー ( 東京)

F.K.K. 極 東 鋼 弦

コ ン ク リ ー ト 振 興 株 式 会 社

支圧板( 1 車さ 1)

ス

リ

ブ

21. 8  20. 3 19. 3  17. 8 15. 2 

スリ ーブ

12 . 7  

東京都中央区銀座 6 - 2 ー10

( 合同ビル)

電話 0 3- 571 - 86 51( 代 )

神奈川以平塚市代官町3 7番3 1号

屯話 0 4 6 3 - 2 1 - 4 7 5 6 - 8  

キ土

技 術 研 究 所

機材セ ンタ ー

本

75 

65 

27. 4 

42 

135 

28  

26 

4
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E E亙S i &z a a 重亙亘書

建 築 用 S M

ア ン ボ ン ド 工 法

1  . はじめに

R C  構造とプレストレストコンクリート構造との

両方の特長を生かしたプレストレスト鉄筋コンク

リート構造 ( P R C ) は、鉄筋コンクリートにわ

ずかのプレストレスを導入することにより、ひび

われ帽や、たわみの市1)御 を可能とした 。

この P R C精進に適用されるアンポンド工法は、

ポストテンション方式ということでは、従来のグ

ラウトによるポンド工法と配筋 ・定着 ・緊張など

施工上の大差はないが、ンース径が小さく、グラ

ウトが不要でi あることなどから、より薄いスラブ

に適し、また工期短縮 ・工数や費用の削減による

経済性が見直され、とくに故近は建築分野での採

用が著しく、床版、梁、壁など、その適用範囲が

広がってきている 。

2  . アンボンド P C鋼材とは

S M( スミトモ ・モノストランド ) アンボンド工

法は 、当社独自の技術開発によるもので、アンポ

ンド P C鋼材と、その専用定着具を用いて、緊d長

装笹 ( S M ジャ ッキ ・S M ポンプ) により、施工

されるポストテンション方式の工法である 。 ( 断

面形状、ア ンボンド P C鋼より線の仕様参照 )

- 断面形状

7 本より P C銅線 19本より P C銅線

- アンボン ドP C鋼よ り線の仕機

ア ン ボ ン ド

グリ

事E 1f t  呼 び 名 外 径 lji {.立 被f P. ース

重 量 厚さ 重量

. m kg/ m 
悶悶

g / m 

7 本より 12. 4mm 15.9  0. 819 1. 25 35 

7 本より 12. 7mm 16.2  0. 864 1. 25 35  

7 本より線

7 本より 15. 2mm 18. 7 1. 211 1. 25 45 

7 本より 15. 2mm 18. 7 1. 211 1. 25 45 

19本より 17. 8mm 21. 8  1. 797 1. 50 60 

19本より 19. 3mm 23. 3 2. 091 1. 50 70 

19本より線

19本より 20. 3mm 24. 3 2. 319 1. 50 75 

19本より 21. 8mm 25. 8 2. 662 1. 50 80 

明

3  定着具

アンポンド工法では、 P C鋼材にかかる緊張力が

ほとんど定着部まで伝達されるために、定計一具は

定着効率、疲労特性のすぐれたものを使用する必

要がある 。住友電工てすま、独自の技術により、ア

ンボンド工法に適した定着具を開発しており、キ

ャステインクプレート ( 緊媛1J ! 1j ) 、 S Mグリ ップ、

圧着 ( コンプレ y ション ) グリ ンプ、アンカープ

レートがあり、用途に合わせ組み合わせて使用す

る。 ( 上図仕様参照 )

4  . 緊張装置

アンボンド P C鋼 よ り 線 の 緊 煤 定 結 は 、 緊 張 前

lこ鋼より線端音 1のポリエチレン ・シースを最IJ ぎ、

S Mジャ y キ ・ポンプにより所定の緊張荷重まで

行う 。 またコンクリー卜を打ち継いでいく場合は、

双胴ジャ y キの使用が必要である 。 ( ジャ y キ ・

ポンプの仕様は省略)

5  施工例

許谷引張荷重

0永ぴ2久に%仰対

J . l l 築学会

材被祖i
引 張 定着完了時 導 入 時

重量

荷 重 する荷

重

g / m kg 
kg 

者i if! ! lt.力 l且 I.j 1f( 応 力 度

kgfmm
1  l  kgJ I! m

2  

55 
16，L3UA  00 iz  13，ι9A0i0 二

11. 12  119. 7 11. 82 127. 2 

55 18，700 15，900 12. 72 128. 9 13.52 136. 9 

65 23，100 19，700 15. 76 113. 6 16. 75 120. 7 

65 26，600 22，600 18. 00 130. 4 19. 21 138. 5 

85 39，500 33，600 26. 88 130. 0 28. 56 137. 1  

90 46，000 39，500 31. 60 129. 7 33. 57 137. 8 

95 50，500 43，000 34. 40 127. 0 36. 55 134. 9 

100 58，400 50. 500 40. 40 129. 1 42. 92 137. 2 

. S Mグリ ップ ( S MG )

P C鋼より線 呼び名

ノスコ ノ オスコーン

A I B  a  b  

7  !  12. 4mmO  S M. G- 13  43 40 40 26. 2 

本

12. 7 S M.  G- 13  43 40 40 26 .2  

よ

り 15. 2 S M.  G- 15  53 48 50 32. 0 

19  

17. 8 S M.  G- 18  60 50 58 36. 0 

本 19. 3 S M.  G- 19  65 55 65 39 .5 

よ 20. 3 S M.  G- 20 70 60 68 42. 0 

)  t2l:8 
S M. G- 22 75 65 75 44. 5 

- 圧着( コンプレツション) グリップ( S MC)

P C 鋼より線 日干ぴ名 A  B  

7 本

12. 4mm世 S M' C - 13  60 25. 5 

12.7 S M・C - 13  60 25 .5 

より

15. 2 S M.  C - 15 70 30 

17. 8 S M.  C - 18  100  35 

19本 19.3  S M.  C - 19  115 38 

より 20. 3 S M・C - 20 125 41 

21. 8  S M.  C- 22 135 44 

アンボンド工法は、とくに集合住宅 、事務機、大

型庖街I i 、工場、学校、駐車場等の床版 ・梁 ・壁 な

どに広〈適用されている 。

。 倍 程 電 気 工 集 権 武 曾 祖

特 殊 線 事 業 部 伊丹市昆陽北 ] - ] - ] 干664

f i  ( 0727)  8] - 5151 

同 ・ 東 京 営 業 部 東京都港区元赤坂 ] - 3- 12 干107

まま ( 03)  478- 3111 

中部支社特殊線営量部 名古屋市東区東桜 ] - ] - 6 干461

宜主 ( 052)  963- 2821  

九 州 支 底 福岡市博多区博多駅前4- 2- 1〒812

会 ( 092) 44] ー 1791

也築と社会/ J983年 JO月号 73 



E E亙置E 重量望書霊童書

O B Cエ3去

1. 工法の概要

OB C  (Ori ental  Beari ng Cone) 工法は、オリエ ン

タルコ ンク リート( 泌が開発した国産工法で、 P C

鋼より線をくさび作用により緊張定着する工法で

ある。

定 J iJ1. は、他の工法に比べ薄くできているので、

とくに fJ iiJ i等がコーン背面に配遣される建築構造

物等に適しており、広〈使用されている 。定5むよ.，¥.

の 梢i2i は、鋼製のコーンおよびくさびからなって

おり、コー ンは l去J 1 写円筒状のもので、機械加工に

より製作され、一方、くさびは、熱Il l J 鍛造法で製

作される 。く さびは P C 鋼より線の聞に 1 個 ずつ

'，1/11 り込む形で配置され、この両者が共同して、一

つの絞令的なくさびが形成される。 表 1 に、定活

具の形状および、「法を示す。

下 n三二守山

P C 鋼より線には、{ J J 断以外の予備加工は不必要

である。緊 l;rA作業ーのた めの鋼線の余長は長めに l取

ることができる ので、厳密な切りそろえを行う必

3.  種類

定五百兵の値類は、 表 2 に示すように、 9I 9 . 3 mmP C

鋼より線 9 2ド使用の NO. 55，世 12. 4 mm P C鋼 より線

8 本使用のNO. 9 0、同じ く9I 12. 4mmI 2本使用 のNoJ 35

の 3 位類がある 。定活具の日乎紘の数字: の昔11分は、

ケープルの規絡ヲ 15長荷重の7 0 %の111I を丸め、 トン

単 位 で示 したもので、おおよそ の 緊帰カ ( 定着直

後 ) の 目安となるものである 。

表 3 は、 P C 鋼より線のえl l . 絡を示 すものである 。

表 2 O.  B .  C の種類

許容緊 ｾｮ ; J  

ケ ー プ ル 'JI ';1， 降 IJ，:点 ｾ築学会設計施工基準

日干粕ド t，Yt  /i lt 前 市 【 品:f if[  プレストレ 定 Ai 

ス 噂 入 時 完 了 時

( 本ー径) P， Py  0. 85Py  0. 8Py  

No. 55 ｾ Ｍ ￸＠ 9.3  81. 5  64. 3 58. 9 55. 4 

No. 90 8- OI 2.4  130. 4 11 1. 2  94. 5 89 .0 

No. I35 12- 世12. 4 195 .6  166. 8  14 1. 8  133 .4 

技) l' 世間鋼材は J IS  G  3536-1981  SWPR7A9. 3Oおよび 12 . 4O

である.

表 3 P C鋼より線の規格 (..J 15 G  3536- 1981 )  

- - - - -ごと名 7 本より 9. 3mm 7 本より 12.4mm

源地断ifiift'l

51. 67 92. 9 

mm'  

撚 時i if(  :! it 

405 729 

kg/km 

づIffi 荷 量

9. 050以 上 16.300以上

kg 

0. 2 % A< 久1'1' ぴ

7. 700以上 13.900以上

に対する {;f ill. kg

破断時{'I' ぴ

3 .5以上 3. 5以上

%  

4. O .  B . C . 専用のジャッキ

O . B . C 定着装置を用いる場合、専用の O. B

C. ジャ ッキを fa用する 。 この咋 j羽ジヤ ンキは、

8 本から 12本のストラ ン ドを縦突にはさみ、同 11寺

に緊張し、所定の娠力を与えたあと、 8 f聞から 12

伊! のくさびを同時に均等にメスコ ーンの 中に判l し

込み定着する 。 ジャッキの ｴｾ｜ 作 ｬ ま Ｗ 江副 ｊ によりきわ

めて答易である 。

5 .  その他

ｾがな く 、切断および ｐｃ 鋼より線の配線作業が、ｼ当社では定治工法として、 ｏＮｂＮｃ 工法 のほか 、

非常に符」めである 。 I 1  フレシネー工法

緊録作業は、従ジャッキを内蔵したセンターホー I 2  ディビィダーク工法

ルタイフ' の屯動 illi 圧専用ジャッキと、チャックを I 3 .  OS P A工 法

有する ジャッキコ ー ンと を用いて、容易にかつ安 I 4.  S . E . E . E 工 法

全確実にできる。 1 5 . B . B . R . V 工 法

6.  C .  C.  L 工 法

2.  構造

7.  V S L工 法

O . B . C. の定着装置は、メスコーンと数例のピ を準備し、各工法とも特長を生かしてご利用いた

ースを組み令わせたオスコーンとから成り立 って | だいております。

いる 。 メスコーンは中心を円錐台状にくり抜いた| また、ダブル T スラブ( J  I S  A  5412) をはじめ

鋼製のリングで、オスコーンは円錐台を数例のピ| とする各種プレテンション裂品も製造いたしてお

ースに縦;Imりした形の鋼製のくさびを組み合わせ | ります。

たものである 。 オスコーンのおのおののくさびの| 建築構造物のほかに、僑梁 ・円坐構造物 ・海洋椛

岡1H1 J j 苗にはそれぞれ縦に P C ストランドをはさむ | 造物等、多方面でプレストレストコンクリートの

ため の半J l J断而の講を穿 ってあり、両隣のくさび| 技術を生かし、活躍しております。

のT，V!iJ<令わさって、くさびの数だけの円形の孔が

縦に通ることになる。 この孔に P C ストラ ン ドが

通る 。
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写真 3 柱主筋と定着装置の取合

6.  関西地方の主な施工実績

i必 l 't ｾ ［ｾ＠ 滋 ￮ｾ 県商工労働会館

京 都 府 京都競馬場

大 阪 府 ｦ￭ｾ 下屯器産業テレビ工場

干11::弘山県 千日歌山市立河南体行宮山

兵 JOII リ，L 戸屋大学記念館

広 ｽＺｊＩ リ ｉ ｾ :fi.日 ili 田I庁 合

ｬ 時 ｉ ｬｊり ｉｾ 笠 岡信用組合本応

fh 取 県 三朝出;iL万翠枚、

jゐtN ｶ［ｾ＠ 浜田信用金庫本府

行 川 県 総合運動公園野球場

￬ＺＧｾ＠ Xil 日L 向知市神田ポ ンフ 場

愛絞り止 四国郵政局武道館

⑪オリエンタルコンクリート

株式会社

本 社 東京町11千代田区1 i 番町 5 接地

03( 261)  1171  

大阪支1苫 大阪市北区芝田 2- 6- 23 全日空ビ J レ

06( 372) 0101  

住ｾ Ji r，T， 03( 265) 9811 

iIlI i守主 1，1; 0222(  22 )4076 

名占屋支1，1; 052( 582) 1021 

M 同 支 1，1; 092( 761  )6931 

11. ; 品件業所 082( 228) 1411 

印紙営業ー所 0878( 31  ) 1218  

ｬ 荷 山 Ｇト ｴｾ 住所 0862( 52) 9310  
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重層フレキャストS P C

重層 P C

低層プレキャストP C

1.重 層 プ レ キ ャ ス ト S P C構 造 シ ス テ ム

この構造システムは、柱は S R C構造、大梁は プ

レキ ャスト S P C精進て前架構されます。鉄骨柱の

主主方完了後 、プレストレストコンクリート構造に

よる大梁端部に H 型鋼を埋設したプレキ ャスト大

梁苦I1材を、鉄骨仕口部のハイテンションボルト接

合により、剛結構造にし、このプレキャスト S P

C 大梁上にシァーコネクターを備えたプレキャス

トD T 床版を載せ 、柱および、こ の D T床版上に

配筋を行い 、コ ンクリート打設をして合成床版に

しています。 さらに、 S P C大梁には、連続ケー

プールを配線して、全体に二次のプレストレス導入

を行うことにより、一体式プレキ ャスト S P C構

造を可能にしています。

この構造 システムは、工期の大幅な 短縮が図れる

とともに、これからの重層式人工台地に応用され

る画期的な構造システムです。

なお、このンステムは、黒沢建設附の開発した特

許工法で す。

2.重 層 P C構 造 シ ス テ ム

東京都築地中央卸売市場の重層駐車場は、 l 階は

卸売市場に使用し、 211皆を l 等矯と同等の20 l 大

型トラ ック駐車場、 311皆を釆用車専用駐車場とし

ています。

約2 0 m間隔の柱害IJ 、梁丈 1 m5 0の条件の もとで、

多径間述統ボ y クス桁に P C構造を適用した人工

台地型駐車場です。

建 物 の 全 長 114 mにエキス パ ンシ ョンジ ョイント

を設けることなく、プレストレスによる圧縮変形

を柱頭天端上に水平スライド機構を適用して、多

径間連続ボ y クス桁ラーメン構造を可能としてい

ます。 ここでは V S L 工法と 黒沢建設側の開発し

た K T B工法を適用しています。

3 .低 層 プ レ キ ャ ス ト P C構 造 シ ス テ ム

この大規桜な上繁シ ョッ ピングセ ンターは、でき

るだけ大空間を得るために、天井高を高〈、住を

少なくし、庖告i I i および駐車場の有効面積を大きく

し、加え て、大幅な工期短縮と工費の節減等の諸

条件を出l たした、画期的な構造システムです。 と

くに、この構造システムは プ レストレストコ ンク

リート構造により柱訓を 10 .2 m X IO.2 mのグリ y

ド計画で、梁丈70cmを可能にしています。

従来、プレキ ャスト P C繊造のコストが R C構造

や他工法の現場打工法より高いという認識を変え、

より低コストで、急速施工が可能となりました 。

しかも、乾式工法のため、給排水、杢吉開設備およ

び仕上げがより 早 〈、施工しやすく、工程管理を

確実にコントロールできる構造システムです。

柱の建方を改良した結果、従来の取付方法より重

機 1 台による取イ寸量が約 3 倍になりました 。

T ype l  . 重層プレキャスト S P C構 造 シ ス テ ム ー黒沢特許工法 施工例: 東京都三郷浄水場
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S P C フレーム

架構詳細図

T ype2 ・重 層 P C構 造 シ ス テ ム ・・ 黒沢特許工法 施工例東京都築地中央卸売市場駐車場

断面図

O T スラ 7 P C ポ y クスガ ダ O T スラフ

< 9  

卸売市場内部空間 架構詳細図

T ype 3 ・{ 民層 プ レ キ ャ ス ト P C才花造システム 黒沢特許申請工法

施工例 : 上猿シヨグピング

セ ンタ ( 埼玉 県 深 谷 市 )

l  性脚部を一体で製作して 、この 性脚

古1. 的取りf . I けを先行する 。

ＱｾｻＭｽ ｦｩｉｽには Ｑ ｍ 剤ＢｴＮ ｾ ｩ を行つ Ｎ

ト1脚 illJJ 後、 ただちに P C導 入 す る .

P C  羽 入 後 た だ ち に よ後 スラプ専

の盟主 e泣が可能である

屯i1::L

レベル調整用柱脚の据付架権詳細図

e黒 沢 建 設 株 式 会 社 …

本 社: 東京都新宿区西新宿8- 20- 2 アイリスピル 干160 T E L03(371  )3573(代表)

大阪営業所ー 大阪市西区新町2- 11- 3 井上新町ビノレ 干550 T E L06( 543) 0123(代表)

秦 野 工 場 神奈川県秦野市三屋字川原 135 干259- 13 TEL0463( 75) 1324(代表 )
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E 亙歯車轟a 重重

シルノ《ークール工法

( 略称、 s  c  s)  

西ヨーロ ッパを 中心に広〈採用されている S C S

工法は、年間80万m'の供給を行っており、日本で

は 、昭和41年 に現在のブドウ主主初f株式会社の前身

である日本シルパークール株式会社が西ドイツの

ノルムコ社との技術提携により製造 ・販 売 ・工 事

を笑施している。 神 奈川県厚木市、滋災県甲西町、

および九州の福岡県飯塚市に専用工場を持 ってお

り、昨年 Ｑ 年間の笑縦は Ｑ Ｐ 万 ｭ Ｇｾｾ に達してい る 。

1  . 用 途

表一 Ｑ の通りであり、北は北海道から南は ｾｴ ド 縄ま

で、約 1500件 、 約 110 万m'の実紡をもっ。

2  特長

2  - 1  長大スパン

・抜大長さ 2 4 m、cm単位てゆ設計可能。

・幅 寸 法 2 ，5 m で一定。

2 - 2  工J t l I短 縮

• S  C  S 版の架設工事は 1000m'筏度は 1 日で完了

する。

' 1
1皆同が大きい現場でも支保工は不要。

2  - 3.  ｾを ｩ 江

' S C S 版は薄肉シェル版であり、コ ンクリート

l援屋恨の約 1/ 2 筏度の重量となる 。水平投; ぷ而tl "r

当たり重hl 250kg/ 凶。

2  - 4 ，雨水処理性能に優れる

. S C S 版の形状は雨水を屋根而によどめない 。

2  - 5  バリエーションに富む

・述絞キール方式、プレキャスト平板との組み合

わせ、 トップ ライトの組み入れ、北光線の取り入

れ等、設計の自由 j支が高い 。

3  . 形状・規格

3 - 1 ， S C S 版の形状は 図ー 1 、 2 のごとく、

幅方向は双曲線で、スパン方向は半径 180 mの円

弧の形をしている 。版厚は中央部で6. 5cm、7 ，Ocm

および 7 ，4 cmの三極があり、端部にい くに従って

厚さを 3 - 4  cm徐々に地す。

3 - 2 ， P C鋼材は、 5 mm・7 mmの P C鋼線、 7

本より 9 ，3mmのP C鋼より線を使用し、 S C S 版の

スパン方向に 2 0 - 4 8本を 21洋に分けてたすき掛け

に配置する 。

3 - 3  コンクリート強度 F 28 =450k g/cm' 

3 - 4 .  S C S 版は両端支持の単純ば 1) 械造とし

て各版設計条例e に合わせ電算機にて計t ) : され、安

全が確認される 。

4  設計

4 - 1 ， S C S 版を使 った下昔11椛迭の構造計画は 、

スパン方向は独立住と考え、 ｦ 也 ｾｉｉ 寺の水平カは ｧ ﾭ

持ち柱としで計釣: する 。桁方向は柱、はりによる

ラーメン椛造とする 。

4 - 2 ， ｓｃｓ 版の ｴｩｾ ＵＧ ｬｊ . 組み合わせ ( 図 - 3  )  

4  - 3  . ア ンカ一部納まり例 ( 図 - 4 )  

4 - 4  軒先昔11納まり例 ( 図 - 5 )  

76 也 築 と社会/ 1983年 10月号

t  

X' + Y '  Z'  

版の形は ｾＭｃ ］ Ｑ で表されるＮ
1251. 1. 1. 1 . 1. 1. 1. 1. 112511251. 1. 1 . 1. 1. 1. 1 . 1. 1125 

2  6曲 1<実寸洛 2，揃 )

C  双 [111線のパラメータ

図 - 2  5  C  5 版幅方向断面図( 中央部)

5 C S 版の断箇定数

中心剖11早 t = 6 ，5cm I  t = 7 ，Ocm I  t= 7 ，4cm 

F ( 断面積 ) I  2，09Xl 伽 I2，21  X  1内 I2，31X  10' ，111' 

I ( 断而二次モーノ ント) 1 7，74 X IO' Cm・18 1同6 X lωO'耐 I8. 5臼 似3以X IωO'c

ゐ( 上側断I簡町係数) I  2，0ω9X lゆ0‘ 叫 I  2，2初OX IωQ
4

cni耐 12 ，29XI O' 耐

Zu(下fll1J断而係数) 2，81  X  10‘cm' 12，96X lO'C耐 1 3，09X 10・c耐

連 続

軽量コンクリート ，、

プレキャストコンクリート板

実 窓 コンクリ ート板

¥ ー / 一¥、ーノ ' - ノ ー一- ' -.，..ノ

北 窓

¥J /¥ J jL さ，_ ) ' - .

北 窓

ｉｉＱＱ ｜ ヘ ｟ｊ Ｏ ｾ ぺ主 Ｇ ｾ
図 - 3  5  C  5 版の配列・組み合わせ

表 - 1 S C S 工法用途別分類

ｼ体育館、講 堂、図 ｾＱ ｴ，Ｚ館、武道館、

教育 ・ |  

| 食堂、室内プール、射撃場、公民

訓 練 純 設 |

| 館、リハビ リテ- ; / ョン

| 工場、水産加工セ ンタ一 、給食セ

生 産 施 設 |

ンター

流通センタ一、合席、荷招1J 1;曲、

物 流 絡 設 |

- ，1 { - 7ー ケ y ト

l 浄水場、下水処理場、ポ ンプ室、

水処理地設|

l 汚水処底僧

ア 穂波町町立体育センタ-

J  

カ

ル

図- 4 アンカ一部納まり例

④フドウ建研繍式会社

本 社 l紅京初台点区台東 l 丁目 2- 1日本地所第二ピル

干110 T E L ( 03) 835- 2 6 6 I (代表)

大 阪 支 庖 大阪市点区平野町5丁目 30番地不動ビノレ

干541 T  E  L  (06)  2  0  1  - 3  7  3  7  

九 州 支 庖 悩 岡 市 防 多 区 博 多 駅 前 2 丁目 ]) - 16

〒812 T E L (092) 4 5 1 - 4 1 7 0  

名古屋支l吉 名古屋市中区大須4 - 10-40 カジウラテ ，，/ スピル

〒460 T  E  L (052)  2  6  2  - 3  8  0  1  

営 業 所 fI Il 台、滋ｾ、四国

工 場 Ｊ京、」仁平 ｬｈｒ 、厚木、滋 ｴｾ 、水仁 ｬ 、飯塚
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シ ン グ ル T 版

ダ ブ ル T 版

シングル T 版 は主としてプレテンション方式によ

り製作するが、必要に応じてポストテンション方

式も用いる 。床および屋根材に用い、当社の標準

規格として、幅2000mmの F.ST -200と帽 2500mm

の F.ST  -250カずある 。 スノ ぞンは 7 "レテンション

音11材 で20m余り、ポストテンション部材て'''35mく

らいまでが可能である 。運搬等のf相l約カサ' J f I わる場

合には、部材を工場で分割してっくり、現地で述

給するブロ ック工法がある 。

図 -1 にF・ST - 250の断面形状、断面諮定数、

および耐荷グラフを示す。

タ' フ' ル T 版 は、プレテンション方式による床・屋

根 ・壁材である 。 当社襟準規絡めF.DTー120は幅

1200mm、J IS  A  5412の認定品て¥スパンは 15m

くらいまでできる 。 またF'DT-250は中高2500mmて¥

スノ マン は19m くらいまて" できる 。

図 - 2に F.DT-250の断面形状、陸rr面諸定数、

および耐荷グラフを示す 。

当社では、これら規格商品のほかにも設計者の意

図にあわせて任意の P C製品をおとどけすること

ができる 。

1.  設計

1- 1  シング/ レT 版、ダフソレT 版は ljik，1i ! ; f りとし

て使用されるため、下部構造の構造計画はス パン

方向柱は独立と考え、 P C部材の地震時の水平力

は片持柱として計算する 。桁方向は柱、はりによ

るラーメン構造とする 。

1- 2  スラプ部材の配列による空間計画は 図 - 3

に示す。

各 種 pcml 材を屋線 ・床用として用いる場合には、

音11材の性能に応じて空間計画を行うことができる 。

スラプの上に打ち士首しする場所打コ ンクリートは

床間1)性を高めるほか 、スラブの不陸調獄、 スラプ

内配管に有効て頃ある 。

1- 3  設 計 段 階 で P C部材の運搬架設の計画およ

び調査を依頼することも、大12プレハブ材使用に

際して大切なことである 。

2.  設計・施工上の注意

2- 1  シングルT 版 ・ダブルT 版は単純ぱりとし

て使用されるため、とくに屋根材として使用する

場合には温度変化によ って、伸縮 ・そりなどの日

常運動が生じる 。 したが って、これら P C部材と

接する間仕切り、 '}j 側などは動きを l吸収できるよ

うな設計を行うことがとくに大事である 。

2-2 シングルT 版 ・ダブルT 版の平田問1)性につ

いてしばしば論議されるが、これについては、専

門学者の研究報告で十分な岡1) 性があるこ とが証 明

されている ( 図 - 4 )。

すなわちタフソレT 版間の結合を、く の字鉄筋によ

る溶接と、簡単な目地結合によ った場合でもいち

じるしい水平剛性と垂直剛性が得られることが、

実験でたしかめ られている 。

一 「 一 「

l f l nn円f l f l f l 日 円r(JIS) 部二部

図- 3. スラブ部材の配列による空間計画
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図ー 1 シン グルT版(F" ST -250/60- 130)  
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F .  DT -250/30 

F 目 DT-250/40 

F .  DT -250/50 

F  .  DT -250/60 

F  .  DT -250/ 70  

F  .  DT -250/80 

記 号

H : 金問 /  断而二次モー メン ト

A  断而 問 Z I :  1[(心軸より上織の断I而係数

W :  '11{: 立民き あた りの11U日 Z， :.ffi ，し、軸よ' ) 下緑町断面係数

111:  1f( ，し、軸 よ り U.ままでの距離

10 15 20 

ヲヌ宍百了'

図- 2 ダブルT版(F・DT-250/30- 80)

γ γ γ γ γ γ  

参考文献

中山 ・岡本本間 3 先生、材料試験、

第 8巻 第69号、 J une 1959 

図- 4 シングル T 品主・ダブル T

版の平面剛性

④フドウ建研繍式会社

本 社 東京r.! 1台東区台東1丁目2-1日本JI!!所第二ピル

干110 T  E  L(03)835- 266 1  ( 代表)

大 阪 支 底 大阪市東区平野町 5 丁目 30番地不動ピル

干541 T  E  L  (06)  20 1  - 3  7  3  7  

九 州 支 盾 制岡市時多区博多駅前 2丁 目11- 16

干812 T  E  L  (092)451- 4  170 

名古屋支唐 名古屋市中区大須4ー10-40 カジウラテ，7λ ビル

干460 T  E  L  (052)  2  6  2  - 3  8  0  1  

営 業 所 仙 台 、 滋 賀 、 問 問

工 場 東京、北干 ｉｈ 民、り木、 ｪ 諺 ｊｾ 、水口、飯塚
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P C埋 込 型 枠

P C合 成 ス ラ ブ

1  ，概 要

近年、建設技術の向上は著しく、目をみはる進歩

を遂げています。一方、大工、鉄筋工等の技術労

働者の不足が深刻とな っている中で、施工の省力

化 、 工 期 の短絡が要求され、また、 構造上では、

ひぴわれ、過大たわみ等の問魁の解決に苦慮して

いるのが、現状です。

そこでわが社では、その一端として永年培ってき

た、プレストレスト ・コンクリートの技術を活か

し、鉄筋コンクリートスラブ( 土木 ・建 築 ) に 使

用する P C埋 込 型 枠 ( 富 士 P Cパネル) を開発し

ました 。

F C板 使 用 例 ( 一 般 評 定 取 得 済 8 C. . J ー構 C75)

場所打コンクリート

F R板 使 用 例

板 傾

F C ー 15一世 12

F C ー 15一世 10

F C - 15一世 B

/ 場 ヤコンクリート

正J 河 J

富 士 P Cパネルは、三つの基本型よりなり、断面

} 惨状がチャンネル型の F C板 、 平 型 の F F 板 、 上

リブイ寸きの F R板 が あ り ま す。 いずれも曲げに強

くするため、パネルには、プレストレスを導入し

ています。 これらの製品は、大学その他の研究機

関の協力を得て、各種の試験研究を丞ね、数多く

の施工例をもとに改良を進めてきました。

その結果、 P C埋 込 型 枠 上 に コ ン ク リ ー ト を 打 設

し、合成スラブとする工法は、施工の合理化、ひ

びわれ防止はもとより、長スパンにおける無支保

工施工をも可能にしました 。

2  ，特長と種類

51士 P Cパ ネ ル の特長としては、 ① 銅 製 デ ッ キ プ

レートに比べ耐火性、耐腐食性などがすぐれてい

る。② 曲 げ に 強 〈、ひびわれに対する耐力が大き

い 。③ ＱＱｾ 肉断面なのでコンクリートカ ｹ ターによ

る切断や、配管用の穴あけが容易である 。 ④ 表面

は組而仕上げになっており、現場打ちコンクリー

トと完全に一体化する 。⑤ス ラプコンクリートの

地 工 に お け る 型 枠 ・配 筋 ・コンクリート打設が」回

中高に合理化される 。 などがあげられます。

. j事肉 ・チャンネル型断而の

ｐｃ 板ですか ら、 ｬｾ も続 く

て111] げに強い足I l 込但枠です。

したがって相当な長支附i ま

で、支保工なしでコン 7 リ

ート 打ち ができます。

• f，YI 宮11に必裂に応じて、現場

で主鉄筋を追IJII 配置して、

曲げ強さをl i ' I 強するこ とも

できます。

I 1 7 5  I  1叩 1LTP1て| 目。 I 125 I  

• 3 crnの P C板上 l師にリ プを

つけることによって 曲げ強

さを J苦しく地すことができ、

かなりの支問まで支保工な

しでコン 7 リート打ちがで

きます。

F F板 使 用 例

E匹ピ

150タイプ

板 傾

F  R  3X9X25(4世10)

F  R  3X9X25(6世10)

/ 場所打コン 1 ー

/ / /  

¥ー異形

78 挫築 と社全/ 1983年 10月号

250 タイプ

Z 冶ζ

・完成スラ 7 '!s; I(li が平而にな

り、スラブ厚 を小さくする

ことができます。

. jまが平簡で紋 もl写さがうす

<  . ひびわれ' に 強円、 スラ

ブができあがります。

斗b

向 上 敷 設 状 況(2)

同上敷設状況(3)

@富士ピー・エス・コンクリート

株式会社

本 J苫 干810 ｾＧ， ｜ｉ 尚市中央区天 �ｪｬＲ f l I 12篠 l 号

(反事i' ピノレ) 092- 721- 3468 

福 岡 支 庖 干810 O' ，i I 珂山中央区天神 2 T n 14得 2 号

Ｈ ￔＧ，｜ｉ品ｾＮＺｩｅ ＰＧピル Ｉ 092ー72 1- 3475

大 阪 支 J吉 〒530 大阪市北区z D J 2 T n 2 1f1: 1号

( 新侮IUピル) 06- 372- 0384 

東 京 支 底 干 105 ボJ;(ffW.!: 区新附 4 r l 124/件 8 o，;-

( 第二点i下if，t Ｇｊｾ ピノレ Ｉ 03- 432- 6877 

建築事業部 干8]0 ｴｩ ，ｩｉ崎市中央区 ｫｾＱＱ 2  J TI 12得 I サ

( 犬神ピル ) 092- 721  - 3486 

営 業 所 fJ，: t{ ， ｫ 由 Ｎ ｾ ・ 大分 ー 熊本山崎 鹿児ｽ［ ， ｉｪ

.  i中縦 ・北 IL' J+! '  ＱＮ ム ｊ Ｚｨ ・ ｖｾｬｦｬ ・ ｲ ，ＮＧｩ ｨｬ '  

'j-: 自11'/;'; ・朝ii i..) - hll fi  

工 場 山家ｻ主 ｩ ｮ 大村ｾｾｾｾ .  I j 木・大阪・

限JJl.[
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カルノくンW Tス ラ ブ

1  特徴

カルパ ンW T スラブは、適当量の プ レス トレスと

束ね欽鍛j とによ って補強された P R C構 造の 7 "レ

キャスト W T 版 で あ り 、 使 用 箇所 の用 途 に 応 じて

選 択 で き る よ う 、 従 来 の P C 構 造の WT ) 仮の特 徴

を生かしつつ、改良を加えた音11材 で あ り ま す。

特徴としてはつぎのような均、が挙げられます。

・プレストレスを適当な量 ( 平1t J l 5kg/ cm') に制

限してあります。 このため部材 の反りとクリー プ

変形が小きくなり Ｈ 従来 の ｐｃ 構造 の ｙｊＭｾ Ｉ 、仕

上 げが容易になります。

図ー 1 カルパン WT 3 0 0のp - (1 曲線

- プレストレス量と鉄筋量を適当に組み合わせる

こ とにより、たわみ制御 、ひびわれH，I胤 l を行うこ

とができます。

・細径の鉄筋 ( D 10 ) を使用しておりますので、

コンクリー卜の付着強度が高くな っています。

・カルパン W T スラブの復元力特性は、 R C構 造

と P C構 造 の 中間的 な性状を有しております ( 図

ー 1 参照 )。

- 従 来の W T スラブと同等の品質の材料を使用し

ておりますので、高い信頼性を有しております。

・その他、部材の取り付け 、白地処理 等 使 用上 の

特 徴 は 従 来 の W T スラブと変わらず、非常に迅速

容易に施工が行えます。

・リブのせいが30cmのカルパン WT 3 0 0に つ い て

は、 P R C指針制定に先だち、日本建築センタ

の柿造設計評定を受け、 i依祈試験等により耐力上

十分に安全なものであると認定されております。

2  . 形状・規格

形 状 ・規絡については、 図 - 2 、表ー 1 のとおり

です。

1200 

1190 

川 「|

図 - 2 断面寸法

表ー 1 カルパ ンWT 3 0 0の規格

センター評 P R C 指針による

主補強

呼 び 名 | 定によ る許 許 容モ 部材ｾ大
i高 註 ひ び わ

谷モーメント ーメント般日I j れ 服

S P O  
。

4. 02 3. 56 11 

S  P  1  1- D  10  4. 62  4. 22 lll ， 0.09mm 

S P 2  2- D  10 5.22 4. 88 lll ， 。。

S  P  3  3- D  10 5.83 5. 52 
lll "  

0.10 

S  P  4  4- D  10  6.19  6.17  
lll "  

0.10  

Jt.t k ひぴh れ恥iは、コ ノクリ ト円引怯岨l /: ! tを匝悦 したとき

的 11" てす

3  . 使用材料

コン クリー卜設計基準強度 F c  = 500kg/ cポ

ストレス導入 l時 ｆ ｾ＠ =  350kg/  cm'  

P C鋼材 P C鋼 よ り 線 S W P R 7 A  12 . 4O  

主補強鉄筋ｾ S D 3 5  ( D I O)  

4  用途

- 建 物 用 床スラブ、屋恨スラフ、外壁、間仕

切 壁 、 そ の他

・土 木 用 他 歩道紙、プラ y トホーム、仮設用床

版 、 水 路 等 各 極 貌 蓋l坂、その他

5  参考事項

- コンクリ ト強度、 P C鋼材は、実状に 応 じて

変 更 で き ま す。

・断面の形状は 、実状に応じて変更できます。 ま

た敷設面積が大きい場合は、スラブ幅広型の W T

スラブとすると経済的となります。

・同様な設計方法で、 S T スラブも可能です。

プレキャスト梁との接合詳細

場所打梁 との接合詳細

図 - 3 取付詳細図
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[S P N カルパン… の… 許容モ ーメントl
M / ;  7 ) レプ レスト レス IU1げモーメント= 3. 40t 町

医亙函

スパン 10= 7. 5m、仕上げ荷]):80kg/ m人 術 総 和:j]):300

kg/ m' の場合、図表より、スパン 中央断而は SP3に決

定する 。

図 - 4 カルパン WT 3 0 0の断面決定図表

ピー・エス・コンクリート

株 式 会 社

木 社 東京都千代田区丸の内三丁目 4 の l

新国際ビル (03)  216- 1981  

東京支底 東京都千代田区九段北四丁目 l の 3

日本ビノレ九段別 館 (03)262- 6105 

大阪支庖 大阪市北区西天満二丁目 6 の 8

堂島ピル ( 06)363- 2221  

循岡支l苫 橋間市惇多区中洲五丁目 6 の20

明治生命館 (092)  291  - 2244  

仙台支底 仙台市一番町二丁目 l の l

振興相互銀行ビル (  0222)23-8121  

事 務 所 名古屋 ・金沢 ・広島

工 場 鴨 宮 七 尾 水 島 伊 丹 ・水口・北上・

神町・ 久留米 ・銭函

挫 援 と社 会/ 1983年 10月号 79 



ｾ＠ r建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ M川

パ ッ クナ ン バー が そ ろっ て お り ま す。 購 入 ご 希望 の 方 は 日本 建 築 協 会 ま で( 電 話0 6 - 2 31- 9648) お 申 し 込 み 下 さ い 。 パ ッ ク ナ ンバー は 特 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950 ) で す。 な お 、郵 送 料 は 実費 い た だ き ま す。 年 間購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 。

事印は欠号

主¥そ
l  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12 

.  工事別建築 工事別建築

昭和39年 第 11 回 オリンピ ン

建築と照明 7 v  ハ ヴ 外 部 空 間 ホテル建築 鋼 管 精 造 施 工

青年建築家

宅地 ｉｾｉｊ 発
7 競技施設

交 通 施 設 材 料 集 成 材 料 集 成

( 45集 )

( 上 ) ( 中 )

工事} j l] 建 築
.  

中 小 企 業昭和40年

尾 崎 久 助 委 員 会 材 料 集 成 内 部 空 間 人 間 工 学 社 会 開 発

第 12 回

施 工の手続 建 物 管 理 建物と騒音 医 療 施 設

( 46集 ) 青年建築家 団 地

( 下 )

.  
‘・

公 害 と |
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

主 主 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 回 1970年 万 国

Jj旦k  図

最 近 の

市街地改造

(47集) 設 備 国 際 会 館 青 年 建 築 家 博 会 場 計 画 地 下 工 法 都市 ・建 築

.  
日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協 会50周年 社会と建築

都 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モントリオ

主主設資金 最 近の外装

第 14 回

建 築 と 生 命

( 48集 )

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青年 建 築 家

-・
.  .  .  

昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周年記念 幼 児 施 設 教 育 地 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群としての 都 市 の ア 第 15 回 新都市計画

( 49集 ) い こいの場

事業記録号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青年技術者 法の諸問題

.  鉄 筋 コンク
計画と住民

建築史の方
建 築 行 政 転 換

.  .  .  .  
昭和44年

建 築産 業 の

ト構 造

一中音Eから

老 人
向一現代に

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民家の系譜 第 16 回

九州、|カ・らの

( 50集 )
耐震設計の

と す ま い
よみがえる られる公害

報 告

構造と方向
再 検 討

の 報 告
過 去 一

す る も の 住 宅 生 産
問 題

と保存計画 青年技術者

ー民

昭和45年 現 代 社 会

建 築 と安 全

日本万国博 設 計 の グッドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

ア ィ ハ4 第 17 回 山陽 - 山陰

( 51集) と は 何 か と技術開発 システム1 l : . イ ン 運 動 問 題 おける契約 課 題 と 責 任 ロ ッ J ぞーー 青年技術者 から の報告

住宅 - 6 0年
都市エ ネル

.  .  

昭和46年
代の総括 と

虫干と 無 公 害 建 築基準法

都市生活と

企画と設計 解 体 工 学 都市と港湾

転換期のニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

( 52集 ) 70 年 代
み ど り ユータウン と吋b S て附2ぺ 建 築 生 産 青年技術者 レジャ空間

の 展 望
化 ヒ ル のプロセス

冬季オ リン
司.

都 市 住

昭和47年

ピ y クと

600号 インテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 絞 号 環 境 へ の 者11 市 防 災

第 19 回 北 陸 の

( 53集)

札 幌

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

01中学 ) アプローチ

青年技術者 新 建 築

泉北ニ ュー .  .  
昭和48年

建 築 教 育

タウンのコ 大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住宅一建築

新 用 途 地 域 構造と施工 仕上と材料

第 20 回 ヨーロ ソJ ξ

( 54集)
ミユ ニアイ

j レテ' イング 施 設 J レテ' インクe コミュニティ 家のすまい 青年 技 術 者

17) 

施 設
制 と 環 境 まちづくり

明 日 の 既成市街地 建築生産と 高層プレハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地

北然ニ ュー

流通機構の

ビ ル の 省

ブ 住 宅 の み ど

り 屋 銀 防 水 工
第 21 回 ピル日方災に

( 55集) 環 境 保 全 タウ ン計画 エネ ルギ化
事の失敗例

青年技術者 関する 12章

どうなるか 盤備の方策 変 容 構 造 設 計
とその対策

.  
p  c 板 を

.也

建築とプレ 生 活 排 水

.  .  
昭和50年

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 都 市 の 景 観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集 合住宅の

( 56集) 新 建 築 建 築 ・法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 青年技術者

工 業 化 住 宅 コンク リート の あ り 方
ターミナル 設 備

証 言 '76 ー 集( 主体の 結 露 防 止

.  

昭和51年

建築デザイ

建 築 基礎構

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地盤備

工場建築と 鉄骨憐造の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 回
設備からみ

( 57集) 造 の問題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイント 青年技術者
た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

.  
兵庫 県ー そ

- 日本建築協 コンクリー 思立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年
デザ インの

の風土と 建

全60周年記念号 卜の品質管
日影規制と

身障者施設 !RI 明 設 備

る構造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

( 58集)
動 向一部分 - ニ ュータ 理と行政指

法
大阪南港と芦

青年技術者

と 全 体
築 - 建築 界

ウンの管理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ 開 発 へ ギ ー 化

デ ザ イ ン 医療 施設
組合方式に C  A  D ー 司‘

昭和53年
の 動 向 一

水

病 院 建 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 段 段

( 59集 )
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技術者

ント ラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンビュータ

.  
ホアル建築

昭和54年

転 換 期 の

大阪南港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制l と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60集 )

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテ リア 青 年技術者 労 務 事 情

80年代 の都
.  .  - 揖27回青年技術

設計のため

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ - 最近の銀行達筆

住 宅 の 建築行政と

最 近 の

都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後の外装
者

の 新 耐 it

( 61集)
まちづくりの ネルギの趨勢 - 安井建築設計

耐 久 性 法 規 アメニティ 施設の設備 まちづくり 吹付仕上材
- 転憶にたつマン

歴史と展望 - 建築金物 事務所作品集 防 水 工 法 ンヨン ・集合住宅 設 計 法

台所まわり 災害と法ー 都市住宅 一 - 建聾物t 風- 1'
住宅 ・都市聾情企

障害者の幕

昭和56年

職 能 論

中固め論文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安 全 な 環 境 { 主まい手 ザイナーのために

団ー関西における 間仕切壁の 第 28 回

らしやすい

( 62集)
一 北 京 の '81  材 の 知 識

都市整備を中心と
性 能 評 価 背年技術者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想 - 日建設計作品集

した新公団の役割 f東I完と設備

医療 施設ー 都市長観
- 絵本にみるすま - 第29回青

昭和57年 新たな 商業 省エ ネルギ

地域 医療 と

近 畿 の

まちなみ美

大阪市庁舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いと まちづ( 1) 
年技術者

風土・空気

( 63集) 空間の展開 ーと 開 口部 地盤と地質 ( 第 l 期) 建 築 憐 造 作 品 集
- オ_ . エムホ . . 1也方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観への誘い
テル日航ビル 舎 建 築

昭和58年

関 西 の マイ コ ンの

多様化する 建 築 と

計画における
大 阪 駅 と

維持管理と

東海の将来 オフィス ・ プレストレ λ ト - 高30回青年I i 耐

集 合 住 宅

建 築 へ の

コミ ュニケー 者

( 64集 )

建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
ションとプレ

ターミナル

設 備 更 新

と 文 化 を インテリア - 鉄筋・コノクリ

- 大阪媛国際立ft
と 音

を 考 え る 利 用
ゼノテーショノ

ピ ) [ ， 考 え る の 変 革 一 卜 情 造 スポ - " j ホール

80 



図の黒丸で示した曲線は、 P / A が20kg/c o1の場合

の包絡線を示すが、この程度の圧縮応力ではじん

性は減少しないことがわかる。図中の破線は P / A

が10kg/co1と 20kg/c o 1 の場合の計算による終局耐力

である。終局面t力は図- 4 に示すように鉄骨鉄筋

コンクリートの柱の耐力計算と同様に鉄筋のみの

耐力と、無筋れんが壁の耐力との累加によって求

めることができて、計算の結果は実験による耐力

と良く一致している。

進められている P

無補強の組積造に高い耐震性能を持たせること

は基盤しいので、米国の太平洋岸やニュー ジーラン

ドなどでは、補強組積造のみが用いられている。

最近の R C造の耐震研究の経験を取り入れること

によって、 R C造に劣らない組積造を設計するこ

とは十分可能であると考え、筆者らは補強れんが

造の研究を行 っているので、ここに そのあらまし

を紹介する 。(2. 3)

1 1 0  

補強れんが造の話( その 1)  

補強れんが造の性状

関口部のない壁体部分や、関口部に隣接するE主

体部分で、壁の長さに比して高さが低い場合には、

面内方向の地震カによ って せん断破壊を生ずるこ

とが多い( 図- 5  a， b) 。 せん断力によるひび割れ

は図ー 5 (a) 、(b) のように斜め方向に発生するが、

ひび割れは図ー 5 (c) 示すように材軸と直角方向

に拡がるので、水平の壁筋が有効に働く。また関

口の上下の部分では鉛直方向の壁筋が有効に働く。

図- 6は一定軸力下で、くり返し曲げモーメン

トとせん断力を受ける壁体の履歴曲線の例を示す。

図 ( a) は壁の横筋比 P叩が0 . 8 5 %の場合で、 T' = 16  

- 23kg/co1、 L1 / h= O.∞06- 0. 001 r adi an で最大

耐カに透している 。図 - 2 に示す曲げ破壊の場合

に比べて、履歴ループは S 字型で、くり返しによ

る耐力の低下もやや大きく、じん性も比較的小さ

い。図 (b) は機筋比が0 . 2 8 %と小さいため、じん

性はさらに小さくなっている 。図( c ) は機筋比を

変えた場合の履歴ループの包絡線を示す。 P w= O

のものは、せん断ひび割れ発生後間もなく耐力が

下降するが、 P叫がt首加するに従い、ひび割れ発

生後耐力が上昇した後に下降

する 。 下降の勾配は P叫にか

かわらずほぽ一定である。図

のように耐力がひび割れ応力

度を下まわらない限界を L1u

とすれば、 L1u から発揮し得

る塑性率μ を決めることがで

きる 。

なお図 - 6 (a) 、 (b) のよう

な履歴ループは、 deg r adi ng

型 tri - li near モデル、 sl i p型モ

デル、 bi - l i near モデルの和と

して簡単に表され、これを用

いた動的応答解析は振動台実

験と良い対応を示している P}

4 . 補強れんが壁体のせん断性状
2 . れんが壁の圧縮性状

図 - 1 はれんが単体、白地モルタルおよび柱体

の圧縮応力一圧縮ひずみ関係を示す。れんがの強

度は400- 500k g/ c o 1 と高いが脆〈、白地モルタル

は100- 200k g/c o 1 とれんが素材より強度が低いが

脆さは少なく、位体は両者の平均的な性状を待っ

ている 。

貧若林

3 . 補強れんが壁体の曲げ性状

壁f本は地震力によって面外の曲げをも受ける 。

図ー 2 は補強れんが壁体がこのような商外曲げを

受けたときの荷重と変形との関係を示すが、 R C

造の床板と同様にじん性が大きく、その終局面f力

は R Cの終局強度式によって計算することができ

る。隣接する開口部の聞の部分は柱のような形と

なる 。図- 3 はごのように壁長に対して高さの高

い壁柱が、一定軸カ P ( 平均圧縮応力度 P / A =

10kg/ co1) と面内のくり返し 曲げモーメ ントとせん

断力を受けた場合の荷重一変形関係の履歴曲線を

示す。履歴ループは紡錘形に近く、くり返し載荷

による耐力低下も少なく、またじん性も大きい。

1. 地震国とれんが造

れんが造や石造などの組積造は20世紀初頭まで

は諸外国における中高層建築の主流であった。 そ

の後鉄筋コンクリート ( RC) 造や鉄骨 ( S) 造に

その座を殺ったが、現在でも諸外国では多く用い

られている 。

しかし、渡尾地震 ( 1891) 、サンフランシスコ地

震( 1906) 、関東地震 ( 1923) などで組積造は大きい

被害を受けたため 、わが国ではほとんど用いられ

なくなっている 。本来れんがはインシュレーショ

ンの材料としては優れており、また仕上材として

も独特の魅力を持っているため、米国やニュージ

ーランドのように耐震構造学の進んでいる地震地

帯では、耐震性のある組積造を発展させる努力が

。「
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補強れんが壁体の薗内曲げ性状
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壁体のせん断破犠
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工場の生産性の向上に関しては一般的に熱心で、

合理化は相当進んでいるが、 一方、事務所におい

ては事務作業の生産性の向上すなわち合理化には

かなり遅れが感じられる 。最近になって O A とい

う言葉がようやく定着してきたように思われる 。

この O A時代の到来で一番問題とな っているの

が照明環境である 。最近、 C R T ディスプレイと

相対して長時間作業する職種では、自の疲れとか

肩こり等、職業病として取り上げられる 一歩手前

までにさえな ってきている 。

問題点
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鉛直角60・から見た輝度 (cd/m')

図 2 C R T ディスプレイ見え方

(ルーパ断面図)

(。 8 2 叩 く6 方向)

に光が放射される よう設計し

てある。

従来、事務所における照明設計は、 J I S Z- 9110 

「照度基準」による照度値を目安として、机上面 (外観図)

の照度を確保することを第ー としてきた 。 この考 図 3 蛍光灯40W2 灯埋込形鰭具

え方は、天弁の反射率を 80%以上、墜の反射率を

40- 60%程度とすることで、相互反射を期待する

ことにより、手暗がり、あるいは顔等鉛直面を見

るに必要な鉛直面照度の不足をある程度補えると

していた。 この考え方では、効率主体の照明設計

が主流となり、光源露出形の照明器具が多く使用

されることとな った。

ところがO Aが普及し、 C R T ディスプレイが

事務所に入り込んできたため、新たな問題が発生

してきた。 ある条件下で、照明器具の高輝度部分

がC R T ディスプレイ面に映り込み、 C R T ディ

スプレイに表示された文字が読めなくなる現象で

ある 。 いい替えれば、ある条件下では、鉛直面照

度が高いことは、 C R T ディスプレイの見え方を

阻害することとなる 。

本質的には、照明単独あるいは C R T ディスプ

レイ単独での対策では不十分で、照明、 C R T デ

最低 l  

-420 ----< 

で曹るだけ650とする

図 1 人体計測値からみた C R T との対応
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イスプレイ両面からの対策が必要となる 。たとえ

ば現在の C R T ディスプレイは正輝度対比 (a音い

地に、明るい文字) であるが、事務所で扱われる

書類は白地に黒字であり、対比が異なる 。 このこ

とは舎類を見るときと、 C R T ディスプレイを見

るときでは、自の )1民応状態が異なることとなり、

目に過大な負担がかかり、疲労の原因となる 。

照明の要件

O A機器を扱う事務所においては、単に C R T

ディスプレイの見え方のみならず、つぎのような

ことを検討することが必要である 。

(1) キーボードや入力データ等の作業面に対する

照度を確保する 。

(2) C R  T ディスプレイ面、およびキーボード、

入力データ等の作業面とその周辺部との適切な輝

度比を設定する 。

(3) C  R  T ディスプレイ面に映り込む高輝度光源

を除去する 。

(4) C R T ディスプレイ面に表示される文字とそ

の背景の適切な輝度対比を設定する 。

(5) 住空間として必要な室内の明るさ感を確保す

るため、高輝度なものが直接自に入らないよう、

制とくに注意する 。

照明器具の特性

C R T ディスプレイと人間の関係は、 図 1 に示

すような関係となる 。天井と C R T ディスプレイ

のなす角が20- 30・の範囲のとき、従来の照明器具

鉛直角

。

図 4 40W2 * T 寝込蛍光灯器具の鉛i宣配光幽線
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図 5 A - A断面、照明書量具の輝度

具の輝度と見え方について実験をした結果を示す。

すなわち鉛直角 60- 80・の方向から見た照明器具の

輝度を 15cd/ば以下とすることが要求される 。

この観点から設計された照明器具が図 3 である 。

この照明器具の配光特性および輝度特性を、 図 4 、

図 5 に示す。 この照明器具を用いれば、 C R T デ

ィスプレイ面への映り込みがなく、見え方におい

ては好ましい照明環境が得られる 。

しかし、ここで新たな問題について考慮しなけ

ればならない。すなわち、鉛直面照度が得にくく、

器具効率が悪いことであり、この照明器具で得ら

れた照明環境は天井面が暗く、陰気な照明環境と

なることである 。 これらを解決してはじめて O A

時代に即した照明環境といえる 。 この理想の照明

環境を得る確たる手法あるいは理論は現在のとこ

ろ確立されていないが、前述のような照明器具を

使用し、机上面の水平照度は従来よりやや低めの

300- 5001x 程度に設定し、タスク/ アンピエント

照明の考え方を導入し、不足照度を部分的に補う

と同時に、天井面あるいは壁面の明るさを得るた

めに、 C R T ディスプレイの見え方を損なわない

よう適度に天井あるいは壁を照明することが必要

となる 。

まとめ

O A時代の事務所照明環境を検討する場合、 C

R T ディスプレイの特性、照明器具の特性、 O A

機器ならびに照明器具の配置計画等、総合的な観

点から十分な検討を加えることが大切となるが、

では高輝度部分がC R T ディスプレイ面に映り込 この分野においては、今後の研究成果が待たれる

み、見え方を低下させるところとなる 。 ところが大である 。

図 2 にC R T ディスプレイ面に映り込む照明器 ( あわた まさのぷ 目立照明株式会社設計部副部長)



o  施工材料の頁

つ

できるようになってきた。 C F R Cの特性

現在では研究開発も進み、 C F R Cの 特 性 が 以上の特性を備えた炭素繊維の長さ 3 - 3 0  

把 握 で き 、 実 用 例 も 出 て き た こ と か ら 、 こ の 問 、 直 径 15μmのものを、モルタル中に容草

欄を借りて紹介する 。 比 で 2 - 4 %混 入 し た 複 合 材 がC F R Cである。
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カーボンファイバーコン

クリート ( CFRC)

秋浜繁幸・阿川清二

炭素繊維の特性

ピッチ系炭素繊維の力学的性質を、他の各

種セメントコンクリート補強用繊維と比較し

て表 一 1 に示す。 同繊維は、アクリル繊維を

焼成してつくる炭素繊維( 略称、P A N系) に比

べ て 、 強 度 や 弾 性 係 数 は か な り 低 い が 、 そ れ

でも引張強度でスチール繊維の 3 侍 あ り 、 か

っ コ ス ト が P A N系のY s - 泊 と 安 価 な こ と な

C F R Cは、従来のコンクリートに比べて引

張 強 度 ・曲 げ 強 度 で 5 - 1 0倍、曲げ靭性( タ

フネス) で20- 30倍 、 伸 び 能 力 で50- 60倍と

著しく性能が優れている。 C FR Cの曲げ応力

度 ー た わ み 曲 線 を 図 - 1 に、繊維浪人率と 曲

げ強度の関係を 図 - 2 に示す。( いずれも鹿島

建設技術研究所データ)

C F R Cの実用例

ど、今後のセメントコ ンクリート補強用繊維 この C F R Cを、イラク共和国に建設された

としては非常に有望な性質を多々有している 。 高さ 4 0 m、 底 面 部 の 直 径45 mの半球ドーム 2

なお、セメント・コンクリート中に混ぜる つ で 構 成 さ れ る モ ニ ュ メ ン ト ( 写 真一 1 ) に、

セメント系の材料を繊維で補強することに 上 で 、 他 の 繊 維 と 比 べ て つ ぎ の よ う な 特 徴 が 世 界 で 初 め で 大 規 模 に 適 用 し 、 苛 酷 な 気 象 条

より、この材料の固有の欠点である脆性的性 ある 。 イ牛に耐え、かつタイル重量込みで60kg/rrr 以

質を改善しようとする試みは、古くから行わ 1  ) 炭素繊維はセメン卜・コンクリートの 下という超軽量タイルパネルの開発に成功し

れてきている。鉄筋コンクリートや石綿セメ 高 ア ル カ リ 中 で も 安 定 で 劣 化 が な い た め 、 長 た。 表 - 2 に、そのときに各種コンク 1) 一ト

ント系材料は、この代表例であり、近年では、 期間強度変化がなく、安心して構造部材とし の 比 較 を 行 ったものを示す。

鋼繊維やガラス繊維で補強したセメ ン ト系複 て使用できる 。 他にも、従来のアルミ製フリーアクセスフロア

合 材 ( S F R C，GR C ) も、実用化されている 。 2) 炭素繊維は人体に無害といわれており、 ーを、この C F R C製フリーアクセスフロアー

一 方、「鉄より強く、アルミより軽い材料」 国 内 外 の ア ス ベ ス ト フ リ ー の 要 求 に 応 じ ら れ に置き換えると、 1 枚 当 た り の 重 量 や 耐 力 等

とのキャッチフレーズで圏内市場に現れた炭 る。 の 性 能 の ほ ぼ 等 し い も の が 、 約 % の コ ス ト で

素繊維は、スポーツ用具等に採用され、その 3) コンクリートミキサー中で混練可能な 可能になると予想されている 。

高性能ぶりを発揮しているものの、高価格と ため、設備は従来のものがほとんど利用でき、 今後はこれらの例をはじめ、従来の鉄筋コ

いうことで建築物への適用は考慮の対象外で かつ押出成形、湿式吹付け、プレス成形、型 ンクリートでは不可能とされていた構造物の

あった。しかし最近になり石油や石炭のピッ 枠 を 用 い て の 流 し 込 み 成 形 の 、 い ず れ の 成 形 設 計 や 、 軽 量 で 自 由 な 形 状 の 部 材 の 生 産 が 可

チから低価格の炭素繊維をつくる技術が園内 法 で も 採 用 可 能 な た め 、 適 用 分 野 を 広 範 に 選 能になると予想されており、さらに積極的な

で開発された結果、セメント系複合材に応用 択できる 。 実用化への開発に期待が寄せられている。

表- 1 セメントコンクリート補強用繊維の内容

| 引張り強さ| 弾性係数' 1 . .

繊 維 の 種 類 I  -Ｂ［ｫｾ 刷 |  円 重

| 炭 素 鍋 1 3，5∞- 10，聞い .95-2.10 1  7.8 

スチール| 亜鉛メ ッキ鋼 I 3，5∞- 10，0∞い .95-2.101 7.8  

| ステンレス I 4，9∞- 10，0∞い .95-2.45 1  7.8 

耐アルカリ性ガラス | 凡脚~ぉ， 000 I  0. 70-0 叶 2.7 

1  (ピ ッチ系) 1  8，脚- 11，脚 1 0必 1  1. 6  

炭 素 卜... ......... 一一十 一一一一 十 ー 十

| ( P A N系) 1初，脚- 30，脚 12 ∞- 4. ∞い.7- 1. 9  

7 ス ベ ス ト I  5， 伽 9，脚 10.84- 1ωI 2.9 

ポ リ プ ロ ピ レ ン I  5，6∞- 7，叩 I o. ∞ぉ I 0.9 

コ ン ク リ ー ト 5-25 1  0. 1- 0.31 1. か2目 3
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図- 1 曲げ応カ度ーたわみ幽線

表ー 2 タイルパネル用コンクリートの性能比較

コンクリート種別 比 重

重量 kg/rtI (1)  

面す 久 性

(厚 d 4()on)  

普通コンクリート 2. 3 91 

軽量コンクリート 1. 8  78 

普 通 S F  R  C  2.4  93 
。

軽 量 S F  R  C  1. 2  63 

軽 量 C F  R  C  1. 0  58 

G  .  R  .  C  2. 0 83 ム
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図- 2 . 錐混入率と幽げ強度の関係

(1)  タイルを古めた量量

寸法安定性
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写真一 1 モニュメントドーム
( あきはま しげゆき 鹿島建設株式会社技術研究所 あ が わ せ い じ 鹿島建設株式会社大阪支底)
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- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

. カーテンウオ ールの内壁に

・ダクト、タンク 、パイプに

. 近代建築 ・プレハブの内装

・浴室、調理室の天井側壁に

・テレビ無人中継所、発電所

など ・重 ・弱電に

- その他あらゆる結露場所に

うすい塗膜 (0 .8- 2. 0 ミリ )

の塗布型防露剤セキユレー

トは工期の短縮、簡単かっ

経済的に皆様の問題を解決

しています。

エ ア レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根裏 折 板 吹 き 付 け 京 都 信 用 金 庫 ・ 北 山 支 庖

カ タ ロ グ 進 呈 申 し 出 で 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキュレート事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55 ( 三 和ビ ル )( T 541 ) T  E  L 大阪 ( 06) 203 - 533H代)

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 1 - l - 9 ( 干 1l 1) T E L 東京 ( 03) 844- 617 H代)



日本建築協会

月間の動き

昭和58年 8 月分

理 事

. A  

ｾ＠

正副会長会

17日 3 時 - 3 時50分 於建設交流館

出 席 者 塚 本 名 誉 会 長 、 福 田 会 長 ほ か 3 副会長

議 事 事 務 所 移 転 に 関 す る 件

定例理事会

17日 4 時 - 5  n寺 於建設交流館

出席者 福田会長、佐野、市川両副会長ほか20名

議事( 1 ) '83ひょうご憎改築フェア協賛の件

(2) 大阪21世紀計画懇談会( 建築 8 団体) 特別

委員選出の件

(3)  -事務所移転に関する件

(4 ) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

企 画 委 員
. A  

ｾ＠

24日 0 時 - 2 時 於本会会議室

出席者 福 田 会 長 、 三 品 委 員 長 ほ か 3 名

議事( 1 ) 事務所移転先の利用計画について

(2) 今後の協会のあり方について

編 集 委 員
. A  

2玄

「オフィス ・インテリアの変革」特集第 6 回編集

幹事会

9 日 6H寺- 9 時 於本会会議室

出 席 者 加 藤 特 別 幹 事 ほ か 3 名

議 事 「オフィス ・インテリアの変革」特集の本文

織成の検討

委員会

11 日 4 時 - 5 時 於本会集会室

出 席 者 渡 辺 理 事 ほ か 3 名

議 事 (1) 8 月号「東海の建築と文化を考える」持

集経過報告

(2)  9 月号「オフィス ・インテリアの変革」持

集経過報告

(3)  10月号「プレストレスト( 鉄筋) コンクリ

ート構造」特集報告

(4 )  11 月号「第30回青年技術者」特集報告

(5)  11月号「大阪城国際文化スポーツホール」

持集報告

(6 )  12月号「集合住宅と音J ( 仮称) 特集の企

画一設備分科会 ・施工材料分科会合同編

集幹事会案報告ー

(7)  1 月号特集の企画一計画特集ー

(8)  2 月号特集の企画一構造特集ー

(9)  3 月号待集の企画一計画持集

(10) 作品作風・新建築の折衝状況

(11) そのほか

(12) 収支状況報告

計画分科会

11 日 61侍- 8 時 於本会集会室

出席者 田中幹事ほか 3 名

議事( 1 ) 昭和59年 1 月号計画特集の企画

一特集テーマのアンケート結果をもとに

(2) 今後の計画特集について

広告企画小委員会

23日 4 時 - 5 時半 於本会集会室

出 席 者 横 山 委 員 長 ほ か 7 名

議事( 1 ) 9 月号「オフィスインテリアの変革」特

集広告収入報告

(2)  10月号「 プ レストレスト( 鉄筋) コンクリ

ート構造」持集広告途中経過報告

(3 )  11 月号「大阪城国際文化スポーツホール」

特集広告途中経過報告

(4 )  12月号 「集合住宅と音J ( 仮称) 特集広告

企画

(5) 作品作風関係報告

(6 ) その他

事 業 委 員
. A  

ｾ＠

正副委員長打合会

4 日 0 時半 - 2 時 於本会会議室

出席者 三品委員長ほか 3 名

ピルメンテナンス協会 : 早川氏

議事 大阪ピルメンテナンス協会会合に講師派遣

に関するイ牛

広報・研修分科会

11 日 6 時 - 7 時40分 於本会会議室

出 席 者 奥 村 幹 事 ほ か l 名

議事( 1 ) 本年度の研修会の企画について

(2) その他

若い会員の集い打合せ

26日 l 時 - 3時於ローレルクラプ( ナンパ)

出 席 者 ゲ ス ト 石沼恒夫氏

石古主査ほか2名

議 事 「ディスカバー大阪」の企画について

育教 委員
..0‘ 

ｾ＠

8 日 6 時 - 8 時 於本会集会室

出席者 佐身木、安盛両副委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 本年度建築工事実務講習会の開催につい

て

(2) その他

住 宅 委 貝

A

一

A

9 日 6 時 - 7 時半 於本会集会室

出 席 者 奥 村 委 員 ほ か 5 名

議事( 1 ) 今後の委員会活動について

(2) その他

建 築 8 団 体 会 合

事務局打合会

23日 0 時 - 2 時 於本会会議室

出 席 者 各 国 体 事 務 局 長

議事( 1 ) 新年交礼会に関する件

(2) 忘年懇親会に関する件

建 築 ク ラ ブ

朝食会

9 日 8  a寺- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 67名

当日は、神戸女子大学教授、木村武夫氏より、

大阪の地名とその由来などについて伺った。

若 い 会 員 の 集 い

奈良県・山添村を訪ねる

一山間部におけるコミュニティ装置と明治の名建

築・春日小学校その他

27日 8:50- 18 :30 ( 貸切パス 1 日行程)

講 師 高口恭行氏( 奈良女子大学 ・助教授)

山脇長生氏 ( 山添村役場厚生課長)

参加者 38名

主な見学先

・山添村コミュニティ装置

. 春日小学校

・菅生集落( 岡家)

. 毛原廃寺跡

・なべくら渓

8 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 1 社〕

総下電経産業側近畿電設営業所

〔個人会員 30名〕

陥王産 実 大西照夫 岡 田 幸一

加藤久郎 亀井 功 楠 正世

小 尾 克 郎 ，1、林
?主 国分 術治

3午斐親吉郎 河野十四春 佐 藤 和 夫

{主藤 進 佐野弥寿彦 斉藤悦夫

白 石 秀 三 巣 山 繁t量 杉浦 1嘩史

徳i尚 幸 俊 福 間 宮 投 藤 原 英 輔

松 田 和l男 総山崎嗣郎 水谷幸夫

南 治三 森山 富害郎 安 井 健 次

山本貞夫 吉 原 良 縫 吉 村 英 祐

コミュニティ装置

春日小学校

建築と社会 /1983年10月号 85 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号(英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 唐 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811- 3610)

テトカッパー防水

• 防水専業の研究 ・経験から 生れたす くない資源のパーフェ クトな防水層です.

この防水層は( 一層防水) 総工するだけで、防水は完量産です。

極度変化にイ申びがなく 、柔軟性に 窟み、耐酸、耐薬品性に{ 憂れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新工法

カ ッ パ ー 防 水 帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選ゑ

奥山化工業献鋭
本 社 東 京 都中央区銀座8- 4- 9

大阪本暗所大阪市淀川区東三国6- 1- 41

3・玉官瞳所崎玉県禍川市車1- 3- 30

厚木出視所神奈川県庫木市壷田 259

名古車品蝿新 名古屋市南区若車町33

九州出張所佐賀県佐賀廊諸富町大字路富津450

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両答回f l - 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東京・横浜・盛岡・仙台・水戸・静岡・岡崎・名古屋・富山・大津・京都・神戸・広島・高松 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

V E亙ヲ. z7l ' yト

特殊自: 日t明l

⑧ 
( 株) 新興建材工業所

左官作業の近代化を更にすすめる

叉- A -

ローヲー
一発で特殊「白モル タル」スタッ コが仕上げられます。

支庖・営業所

東京 ・仙台・高槻・明石・中国・四国・九州



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

本 社 東 京 都 港 区 浜 松町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2 7  l ( 代)

支 庖 北 海 道 東 北 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

震災司d: 処 毒 設 計地 工

φ 料 大 阪 城 口 研 究 所

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561 局4944 (  f"¥)  

神 戸 市 中 央 医 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 底 大阪市西区江戸掘1丁目 9 誹 25号 〒550 電話 (06)441-8231 ( 大代)

本 社 東京都中央区釘主2丁目 27昏17号 〒104 官官結 (03)535- 5251 (代表)

支 社 大 阪 ー 東 京 名 古 屋 街 問

支 底 札幌 ー仙 台 新 潟 金 沢 ー天理・岡山・広島高松

営業所帯広 ー 函館・青森・秋田 ー 盛岡・前編ー千築・償浜・静岡 Ｎｾ￦

涼 富 山 ー長野・桐井 京都 神戸 徳山総山・高知・北九州

熊 本 鹿 児 島 那 覇

出張所旭川・桐島・徳島ー長崎

海外支底 シンガポーJレ・ホ ンコン

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和殺傭 ・その他管工事一切の設計 ・施工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6-2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) ー741 1(的

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電 話 06- (443)  504H的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉 ・横浜 ・名古屋・金沢・四国・広島・ 福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉敷・ 松山・宇都宮・ 静 岡・苫小牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房

/ Y、¥ 環 境 衛 生 施 訟

1 1 =、l 荷 役 選 織 機 械

' - - ー/ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 郎

取締役支庖長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 r 目 2 2 帯 地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 日 比 谷 ・三信 ピ J レ

支 庖 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国・東北北陸 ・四国・シンガポール

営 業 所 繍 浜 ・ 静 岡 盛 田 ・向山・金沢・新潟 ・香 港

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 求 書 枇

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 梅田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京 都 中 央区 日 本 橋 蝋殺 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋・ 仙 台・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 繍 浜

。
本 社

東京本庖

大阪本庖

支 庖

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

棒式会桂三発空調

取締役社長 驚 藤 博

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371 

東京都新宿区西新宿 新宿住友ピ Jレ 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363ー 1371

仙 台 'n 大田T 2  r 阿 2 liI' 10 号 電 話0222- 61- 3002 

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 目号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 話092ー 761- 3795

脊森・秋田宇都宮 ・繍 浜 福 井 京 都 ー神戸，松江 ・高松 田下 関 沖 縄

cl eanOi r  

丸

ｏｾＡＡ 空 ＳＲｪ 襲捗 ｊ 雪合 ｦ さ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

E哩， よりよき環境へ技術で挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、ョー' 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 1電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナ ンス 部 大 阪 市 大 淀 区 銭 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0  5  7  1 代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

商昂，ｾきぞす。｜Ａｾ
，. .. 熱 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア . -

F  大気扇土

与 に / 許 焼 却 問

空 気 調 和 。搬送機設備

設 計 施 工

第・・エ索抹式会社

大阪支庖

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本社・設備部

大阪市北区西天満 5 - 11 - 12 電 06- 313ー 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 田 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128
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ｲ Ｍｭ｡ｯ側骨ｾ
空 気 聞 和 敏 備

位計施工

換気・除塵設備

東 洋 撚 工 . 織 王 窓 会 紙 大 隊 安 倍

大阪市西区軍司本町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

耳区役 東 京 続 中 央 区 京. 2 丁目 9 TEL ( 562)  1 3 5 1  

ｾ＠ a 名 古 屋 ・ 楠 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3535西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電医大阪 ( 458) 3531香

支底・営業所 信問・京書官・天理・川西

日差 ・冷 房 ・空 気 温 温 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ 凶

-+-

大阪支府 大 阪 市 北 区 芝 回 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 香 地

重段省ｉＦｾの防火材料

セメント系吹付材 ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 開 . 0 0 0 3 -1t 

アクリル系吹付材 ヱ パ ー サ ン ド 基 材 同 等

本 社 大阪市東住吉区駒川 2- 4- 22 電 話 (06) 702ー 7814- 7

東 京 事 象 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 級 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

88 

白れり

木材保存のトップメーカー

l' 孟dヨ・|

イ 主 ま い の ガ ン 細 胞、 し ろ あ り 公 害 を 宋 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

@ シロアリ予防 ・駆除 ・絡エ (10ヶ 年 保 Ai I 付)

1 サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防 刺 AS定)

@ 創造販売{ サ ンソイル( 土 i島処 理 制 )

I P G ス ケ ヤ ー ( 加 圧 注 入 防 腐 木 材 土 台 大 曳 周 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 嘗 揖 所 〒 541 大 阪 市 東 区 北 揖 3 T 自 7 f置 愛 ピ ル 冒06- 231 - 6406

化 成 品 薗 〒 101 車 京 相 手 代 田 区 神 田 靖 国 町 1- 昂 芝 惜 神 田 ピ ル 官03- 2同 国31

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 結 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満ト5-20 電 話 ( 06 ) 352- 3501附

三 軍 支 I吉 海 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 総 (0592) 26ー361鮒 勺

四 日 市 営 練 所 四 日 市 市 西 末 広 町 Z直結 (0593) 53ー 7431側

滋 賀 営 換 所 大 津 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 結 (0775) 22- 973鮒匂

@ 這 暖 農 協

ー・ ｆ 電｟ＮｾＮ，Ｎ
Ｍ・・・・・・・・・・・ー・Ｇ‘・ ｉｾＢＧ ＺｉｉｾＢ

③同掛足長橋部

巳駆

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山三葉桜ｾ念 ｩｩ

a  
ｾ＠

大阪市西区江戸堀 1丁目 22番7号

f t  06- 441 ー 1994 ・443- 0331

各 種 障 害 撤 去 ・ 砂 磯 層 穿 孔 撤 去 ・ 玉 石 層 穿 孔 撤 去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

本 社 盤 中 市 宝 山 町 22 番44 号 〒560 電 話 ( 06) 841ー 7121- 3  

工 均 鐙 中 市 利 倉 東1丁目 16is: 5号 干561 電 話 (06) 863- 0207 ( 代)

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 _ 0 6 倍加)111 1代

日本写憾セ ンヲー 干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル _ 0992 ロ6) 4371 

;章山写繍セ ンヲー 干708 ;童山市大手町8番S号機範庖会館 ，ω682 (4)  1771 

沖縄写楢セ ンヲー 干筑泊南風原村線被 沖縄印刷団地 雷α泡8 (55)  6100 



電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを
社

ム

-

A

式電陽

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 伶85) 1361(代)

大阪営業所 T E L  }c阪06(385) 1361  (代) 京都営業所 T E L 京都075(311) 1185( 代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

立本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ピ ル T E L 0 6- 3 1 3- 1101

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

電 気 工 事 設 計 施 工

社興
一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大 阪 市 東区 高廃備五丁目 二 八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 総 千 代 田 区 西 神 罰 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・偏 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ヶ所

キ土

底

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る H

電 気量宣傭 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 殴備

給 排 水 衛 生 役 僧 . I!! 十狼 lf; IJ御 陵 情 ・立体自動倉庫

エネ ル ギー 集 中監視 システ ム・回転式自 転 車置 喝

Z主 計 施 工

ー- r.&..o ｲＺ日ＮｊＮｦＮｬＮｊＮ畳一Ｍｉ］ＭｬＢ、ｾｾ
ニニヨＺＺＡｅｴ豊崎君宥車エ ｾｾｩ Ｍｉ

取締役社長 嘉 納 イ云 三

〒530 k 阪 市 北 区 丙 天 満 2 - 6 - 8 (堂ピル) T E L  06(364)  I  4  7  I  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 都 港 区 腕 儲ト 16(ニュー 軒情ピル ) T EL  03(504)  0  2  3  I  

T EL EX  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 息 市 北 区 金 城 三 丁 目 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

〒657 神戸 ' "揖 民岩邸中町1-2-9(エピ スピル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

&  

社

本 社

東 京 宣 唐

名 古 屋 宣 宮

神 戸 主 底

郎

フE

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  0 6) 4 5 2 - 1 1 5 1  (大代 )

東京・名古屋・広島・福岡

四

正

林

会代

社本

事業所

電気・計装・空調工事設計施工

1 7" ; 7ト園E気工: _ . ，; . ; ，ニアリレヲ漕儀式Q J U

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  0 6 - 36 4 - 3056 (代)

東京・ 神 戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 銚 ・苦 小 牧 ・浜 松 ・ 滋 賀

京都・ 高砂・ 三原・徳山・ 松 山・新居浜・福岡・沖縄

T必z

E ロ氷
取締役社長

社

支 1苫

事 業 所

&  

本

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

櫨

適

区

元
一

町

-

丁

目

七

間

二

電

話

削

五

O

六

五

代 表取 締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  (堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 様 原 ・ 甥 ・ 福 山

総合股備工司院〈般計・. 行〉

建築・電気・アンテナ・送電線・プラント ・針通産・空調・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

Standard 

奉仕感謝の唐

タ イ ル 工 事 施 工

22P羽 海 窯 零 歳 怠⑪ 

フ タ パ

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 1 3 - 3 3( 靭本町パ スf事前)

電 絶 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天理嘗割陣所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

聖士

ヨー

文化庁・宮内庁・各府県庁

E要文化事 社寺・天理教教会本部

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録 549771号) I  

渡辺式緩勾配安定瓦 Ｈ実 用新案 登録 出版中ｾｾｾｾ ｾ ｾ Ｉ 1製造販売

110751'  '  

各 和洋瓦 全 般 ・カラーベスト ・モ ニ エ Jレ瓦 ・セ キ スイカワラ U
達

4言 〉 顎 孟 宇 工 業 所

代表取締役 小 キ 木 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

御 用

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保回鉄工・総下電工仰・日本モニエル側・繍水化学工業側・富士スレート側特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市生野 区 林 寺 Ｑ 丁目 Ｕ 替 Ｑ Ｔ 号哩 ｾＵＴＴ

舘 0 6 ( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

大 阪 市平 野 区 工 場 兵 庫 県三 原 郡 ( 淡 路 島)

89 

営 業 所



特殊壁装材製造販売 和室に最適

・ 襲 婆 壁 紙 ・ ホ ウ シ ノ ン (無機質壁紙)

岡田ペーパー株式会社

悶( 動向型空白
。大 阪市 西区北堀 江 2 丁目 5 番 20号

T  E  L  06- 531- 4601('代)

ＰＶ Ｍ ＵＴ Ｑ Ｍ ＲＳＰｾ 附 Ｉ

90 

T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工場 干 580 大阪府松原市三宅中8丁目 l番9号

第一 〒639-11奈良県大和郡山市小泉町2744

第 二 〒597 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0 1

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防水・シート防本・モルタル防/ ] ，

・樹脂注 入緩着工 法 各種術1m注入桜丘補修工事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各樋樹脂注入 ・充坂 ・コーキング

・ シ ー リ ン ク 工 事 シリコン チオコール ・ウレタン・アクリル

・吹 付 工 事 7 7 リJレリシン・ 5単位タイ Jレ・その他

<>建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 杵 可 ( 般 ー53) 第 51225号

。日本 シーリン グ工事業銘 会4 員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  ， ... ι 、品. : : 1: . ' r. CI- - 1 - 1 ・主主主

見布目地所扇町ピル201 S  ¥4'ヨt:. l ""- : : 守守コ1If: . . . て74111

T E L  06( 3 15) 070 1 、.-.-， ....  ＮＮ｟ＮＮＮＮＮＮＮＮ唖ｾ .-#・

ョーニ.I nCS A ｔＢニ ＮＮｮｾｾ ，ニ .. ，ー

セキサン1¥イル ( S M.A C.P C. R C)  

カネライトフォーム A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 j賓 岡 ;告

本 社 〒 629- 31 京 荷s 府竹野l l 1 I 網野町下網野

T  E  L  ( 0772"l ) 2 - 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 営 業 所 〒 624 舞 鶴 市 街 米 1 6  0- 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代 }

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

製 造元 日曹マスヲーピｊｬＮ Ｙｾ 弐掠式会量

販 売元 凋 ｴ 三 ＢＧｉｊ コ園ｾ ｾＡＺｉ扇憧おＦ言電重量 ｚ 最主

与 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 窃 2-8811

大阪市: 業所 / 大 阪 市 東 区 北 汲 3 - 7 ・06-20霊-3294

。 ＢＢＮ＾ｊ｟， ｜ｩｾＭ 横代の断熱用シｾ人余、
J券二シ・ 司 令

目n/，l，イナ11ーシートP

目立バ イナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層 した，二重術造の断然費雇用二重防水シートです。

自主電線株式曾祉 制蜘刊 四 ｾＲｔ ｅｬ ＱＮＲｾ Ｈ 刊 図 ビルＩ

デンカC S Aファミリー製品

・子二J nCSA. … … … … … …………ーコンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張 性 混和 材 )

・子二J n弓ヌヨニJ .. … … … … ・… … ・… 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グ ラウト用無収縮材 )

ＮＷ，ＮニＮｉ ｮ 司 ｆ ＺｬＭ子吻 ｉｊｾ ………・・… … コンクリー卜躯体の漏水補修に
(止 水 ・補 修 用 急硬セメ ント)

.:;:，二J nES. … …… …・……… …… … ・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

・雪ニ.I nI I OOO・… … … … … … … … ・コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製 品 用 超 高 度 混和 材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T EL 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5) 8 3- 2 3 8 1  

dら



電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑憶に/

直ｾｾＫ圏直Ｋ圃圃Ｋ圏直宮Ｋ圃軍事｛ｉｊ
語 ｬ ｾ ｛￮｝ ｾ ｾｧｅｊｾ ｾ ｛ｉ｝閉園

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

. 新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備 を紹介

・ 特 集 業界，社会のニ ーズにこたえる諸テ ーマをと

らえて，必要知識を紹介

建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テ ー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内 ・海外ニュ ース，機器 ・文献ニュ ース

・会社だより，研究所だより その他

座. 講

「 符rm. l i l 1I 1・100 ( ( ・ 正 川 n込 次 第 見 本 送 付 i  

』

〒 104 東京都中央区銀座1-6-10(皆川ピル) 宮 03( 535) 6690 ・(561) 1765
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建築設備綜合協会

出 版 案 内 一一一好 評 発 売 中

建 築 構 造 問 題 快 答 集

日 A 5 ・430頁 定 価3，8∞円・送料300円

困 A 5 ・385頁 定価3，800円・送料300円

g A 5 ・373頁 定価3，800円・

納まりやすく 錨エ しや すい配筋の指導書

E配 筋 読 本 ・ 改訂版
井 上 1噂 ・ 北 小 路宏 共著

B 5 ・162頁 定価3，200円・ 送料300円

E宣言十者と現場マンのためのわかる溶縫

者 溶 接 読 本

井 上 博 著

B 5 ・149頁 定価3，000円・送料300円

と手で確かめた水と土の記 録

最新場所打ぐい工法

己 著

底
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編
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飯

尾
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まなぶ

同 編 集 部 編

8 5 ・279頁 定 価3，600円・送料300円

建築織造実務者を対象とした

山形骨組の応力計算

筒 井 助 幸 著

A 5 ・210頁 定価3，200円・送料300円

工事検査方法を解いた唯一の指導書 亀 田泰 弘 監修

震建築工事検査の実際
上巻 B5 ・453頁 定価6，000円・送料350円

下 巻 B 5 ・535頁 定価7，000円・送料350円



特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ! 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

アフターケフフー/

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i酎反規格 ｓ 小 波 ・ ｓ 大波 ・ ｖ ｾ 皮 ・ ボックス ｩ 皮 ・ ｗ ジャンポ ｩ 皮 ・ ｖ デッキ

sv ジ ャ ン ポi皮・其 のf也

4

4
』

i

』

a

，

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 苔 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 前 求 下 さ い

轡 市I J I !J 9 旭 川t 製造椋式会誼

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市H召和南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06) 412- 5131(代)

営 業 部 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松本ビル 屯話大阪 (06) 412  - 5131 ( 代)

支 l吉及工場 大阪 ・九州 ・名古屋 ・広島 ・束粂 ・刈谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

東 京 本 社 及 工 場 〒335 磁 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号' ; 0: ｾ Ｎ舌蕨 Ｈ Ｐ ＴＸＴＩ Ｔ ＲＭＳ ＱＱ ＵＨ 代Ｉ

支 庖 及 エ揚 東北

I 巻- 基礎篇

第 1 編 基 礎 第 2 編 総 合 計 画

第 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 編 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

E巻- 空気調和篇 Z;z zzzzzz- 十

皿巻一給排水・衛生篇 tz 

N巻- 資料篇

第 10編

第 11 編

給 排 水 ・ 衛 生 計 画

給 排 水 ・ 衛 生 機 器

給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 応 用

上 下 水道第 12編

価格 セy ト価格 ( 1 + 11 + 田巻 ) 分冊価格( I ， II ，m各 巻 共 ) 町 巻 資 料 篇 は 1 冊

空 術 学 会 員 価 ・・ ・37000 円

定 価 . . . 44000 円

空 衛 学 会 員 価 ・・ ・13000 円

定 価 ・・ ・16000 円

空 衛学 会 員 価 … 5000 円

定 価 ・・ . 7000 円

送料

申込 現金書留 または本学会指定の振込用紙にでセ y ト数明記の上，代金 ・送料をご確認のうえ，最寄りの郵便局ま

方法 たは銀 行へお払込み下さい。

訳 空気調和・衛生工学会

〒 160 東京郎新宿区北新宿 1- 8ー 1 ( 中島ピル) T E L東京 (03) 363- 8261  ( 代表)

郵 便 振 符 口 座 東 京 9 ー 37842番 振 込 先 銀 行 三 和 銀 行 大 久 保 支 庖 ⑧0053986呑
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地 区

北 海 道

東 北

関 東

最大の敵。

貴重な資源“ 水" も建物にと って最大の

敵となることもあります。

日本アスは多年の経験 と実績を生かしで

完全防水に取り組むプロ 集団です。

会 社 名

目 本 防 水総 興株 式 会 社

日本 防 水 総 策 側 旭 川 出 張 所

日 本 防 水 総 業側 釧路 出 張 所

日 新 建 工附 札 幌 出 張 所

大 和 エ 蝶附 苫小 牧 出 張 所

大 和 防 水 工 業 株 式 会 社

卜ー フ ジ エ 策 株 式 会 社

開 発 株 式会 社

北 原 建 材 工 按側 仙 台 出 張 所

協 和 建 材 工 業側 仙 台 支l苫

日 新 強 工側 仙 台 支 庖

日 新 磁 エ附 青森 出 張 所

日 新 建 工仕掛郡 山 出 張 所

葵 工 業 株 式 会 社

伊 政 建 材 株 式会社

い わ き 建 材 エ 喋 株 式会社

春 日 工事鞄株式会 社

金 岡 工 業 株 式会 社

北 原 建 材 工事睦株式会社

木 下 工 雛 株 式会 社

所 在 地

札 腕 市

旭 川 市

釧 路 市

札 幌 市

苫 小 牧 市

札 幌 市

札 幌 市

秋 田 市

仙 台 市

多 賀 城 市

仙 台m

w森 市

1郡山市

江 東 区

台 東 区

中 野 区

民 111 区

新 宿 区

別I布 市

電 鋸

T  E  LOl l ( 231  ) 75 11'代

T  E  L OI66( 47)  1050 

T  E  LOI 54 ( 23) 2056 

T  E  LOl l ( 512) 8081れ:

T  E  LOI 44 ( 34) 3358 

T  E  LOl l ( 641 ) 1717 

T  E  L 011 ( 822) 0331  

T  E  L OI 88( 24)  2233 

T  E  ｌＰ ＲＲＲＨＹＶＩＶ ＷＶＸｻ Ｇｾ＠

T  E  L 02236( 6) 1136.  

T  E  L 0222( 73)  Ｑ ＹＲ Ｑ ｻＧｾ＠

r  E  L OI 77( 22) 3155 

T  E  L 0249( 23)  1677 

T  E  L 03( 632) 3385- 9  

T  E  L 03( 842) 1431 f¥: 

T  E  ｌＰＳ ＨＳＸＹＩ Ｔ ＵＶ ｈｾ＠

T  E  L03( 802) 3871代

T  E  ｌＰＳＨＳＶＳＩ Ｔ ＳＴ ｈ ｾ＠

T  E  L03( 307)  1661{ t  

T  E  ｌＰＳＨＶＳＴＩＰＸＲ Ｑｻ ｾ＠

地 区

東 海

近 畿

会 社 名

三 井 工 業 株 式 会 社

三 億 建 材 工 操 株 式会 社

合資会社，青谷高庖沼津支腐

大，也建エ株式会社

重 喜 防 水 工 操 株 式 会 社

辰 巳 防 水 エ 諜 有 限 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 諜 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

池 田 渡 管 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 神 原 商J苫

国 際 工 事 株 式 会 社

清 水 興 業 株 式 会 社

旬 新 工 材 株 式会 社

日 新 建 エ側 大 阪 出 張 所

日 本 綜 合 防 水 側 大 阪 支l苫

ヒ カ リ 工 業 株 式 会 社

フ タ パ 興 操 株 式 会 社

所 在 地

静 岡 市

盟相官市

電 話

T  E  L 0542( 85) 9151- 2 

T  E  L 0 532( 45) 8211代

T  E  L0559( 21 ) 9610  

T  E  L 052( 211 )  1885代

T  E  L 052( 991  )OI I H1: 

T  E  L 052( 501)  1401代

T  E  L 052( 761) 6181代

T  E  L 052( 411 ) 6621 

T  E  L 052( 721) 2211代

T  E  L 052( 571) 5541{'t 

T  E  L 052( 33 1) 1531代

T  E  L 06( 699) 5757- 9  

T  E  L 0 6(909 )  1433 ， ( 908) 1282 

T  E  L 0 6( 21  1  ) 6385- 6  

T  E  L 0 6( 372) 0250- 3  

T  E  L 0 6( 541 ) 3785- 6  

T  E  L 0 6( 326) 3845- 6 

T  E  L 0 6( 361  ) 0471- 5  

T  E  L 0 6( 395)  1051代

T  E  L 06( 385) 2781  代

協 立 工 業 株 式会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式会社

株 式会 社 東 京 ンンタ J レ

東 京 涯 膏 株 式会 社

j世田 区

港 区

足 立 区

練 馬 区

荒 川 区

足 立 区

渋 谷 区

渋 谷 区

北 区

T  E  L03( 432) 35 17 ・ ( 433) 8485

T  E  ｌＰＳＨＸＸＳＩＳ Ｑ Ｓｈｾ＠

有 限 会 社 丸 椋 商 底

久 下 商 盾

is 混2市

名 古 昼 市

名 古 屋 市

名 古 艮 市

名 古 屋 市

名 古 昼市

名 古 屋 市

名 古 屋 市

名 古 屋 市

大阪 市

守 口 市

大 阪 市

大阪 市

大阪 市

大 阪 市

大阪 市

大阪 111

OX fJl il i  

大 阪 市

京 者IIil1

京者11市

神戸 市

神戸 市

T  E  L 0 6( 351  ) 2150イt

T  E  L 075( 311  ) 2044- 5  

信 越

北 陸

東 海

協 力 組 合 員

日 新 強 工 株 式会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式会社

日 本防 水 総 換附 東 京 営 業 所

野 口 工 材 株 式会 社

輔自国工事提株式会社

宮 士 工 材 株 式会 社

磁 jl l l _ 腎興換株式会社

フ タ パ 興 県 側 東 京 営 業 所

古 川 株 式会 社

オヒ傑 jl l l _ 背エ娘株式会 社

大 和 エ 幾 株 式会 社

，皮育 也 材 株 式 会 社

有 限 会 社 神 守 磁 材 社

金 港 涯 腎 株 式会 社

不 二 防水 エ 築 株 式会 社

オヒ原挫材工柴鮒 千 葉 営 築 所

三 和工 蝶 株 式会 社

石 田 建 材 エ 梨 株 式会社

石 田 訟 材 工 柴側 大 宮 支 l苫

石 田 建 材 工 柴附 宇 都 宮 出 張 所

; 度青磁材附宇都宮出張所

株 式会 社 奈 良 屋

盟主住防 水 エ 喋 株 式 会 社

株 式会社 仙 嶺

株 式 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖

一 公 エ 蝶 株 式 会 社

制刑折橋商底金沢営柴所

マ J レセ化挫株式会社

石 橋 建 材 株 式会社

協 和 雄 材 エ 換 株 式会 社

北 海 道 ク レ ミ ス 工 業株 式会 社

株 式会 社 ソ ロ 防 水 北 海 道

株 式会 社 防 水 セ ン タ ー

株 式 会 社 亙 述 防 水 エ

株 式会 社 畠 興 建役

関 東 株 式会 社 大 ニ 商会

日 jl l l _ 工業株式会社

合 資 会 社 中 西 商会

糖 f言jl l l _ 膏株式会社

マ サ ル 工 業 株 式会 社

- 建 設 省 束 計 第240号 認 可

製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社

千 代 田 区

江 東 区

中 野区

港 区

拘 束 区

江東 区

民 川 区

千 代 田 区

航 jf[ 'ri 市

蛾 浜 市

横 浜 市

千葉 市

市 川 市

ＱＮ Ｎｾ 山 ｾｪ 叶 Ｗ

大 H 市

こド l m.t{i li

ドf.II i可市

水 戸 市

10，結市

絵 本 市

問問i I J

r.r.J向 ili

金 沢 市

金 沢 市

ｮｾ 升 Ｚｲ Ｑ Ｑ

i N水 市

札 税 市

本LI見m

本LI且rll

部f広 市

砂 川 市

荒 川 区

叩 J(.f 市

板 崎 区

車合f島市

江 東 区

T  E  L03( 994) 3861  

T  E  L03( 803)  3481代

T  E  L03( 870) 6231 代

T  E  ｌＰＳＨ Ｔ ＰＳＩＰＱＷＱ ｻＧｾ＠

T  E  L 03( 464) 3588代

T  E  L03( 903) 4 151- 2  

T  E  L03( 263) 48ol イt

T  E  L 03( 634) 0 163代

T  E  L03( 367)  16 11 

T  E  L 03( 591  ＩＲ ＴＹＱ ｦｾ＠

T  E  L 03( 834) 4 151代

T  E  L 03( 643) 3963代

T  E  L03( 802) 475 1イt

T  E  L 03( 861  ) 2706- 8  

T  E  L 0468( 22)  4288 

T  E  L 045( 421  ) 6521- 2  

T  E  L 045( 23 1) 4461 

T  E  L 0472( 22) 316H t  

T  E' L0473( 57) 5 153イt

T  E  L 0273( 27) 3302イt

T  E  L 0486( 5 1)  125H't 

T  E  L 0286( 2，1  )41 9.  

T  E  L 0286( 22 ) 9737 

T  E  L 0292( 4 1  ＩＵ ＱＴＱｻ ｾ＠

T  E  L 0255( 24) 3402 

T  E  L 0263( 58) 3188{1: 

T  E  L 0766( 22) 0999 

T  E  L 0766( 23) 0391  

T  E  L 0762( 47 )4 139 

T  E  L0762( 42) 5151  

T  E  L 0776( 23) 0775 ・0885

T  E  L 0543( 45) 2221{ t  

T  E  LOI I ( 882) 1232イt

T  E  LOI I  ( 751)  1736代

T  E  L OII ( 683) 56 16イt

T  E  ｌｏ ｉ ＵＵＨＲＵＩＵＷＷｍｾ＠

T  E  L OI255( 4) 11 66f¥: 

T  E  L03( 803)  2651- 2  

T  E  L 0552( 32) 5477 

T  E  L 03( 961)  Ｑ ＹＲＴｦｾ＠

T  E  L0474 ( 38) 4511 

T  E  L 03( 643) 59 I Ht  

中 国

四 国

北 九 州

南 九 州

中 部E

九 州

東 洋 建 材 株 式 会 社

中 村 濃 青 工 操 株 式会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

有 限 会 社 ミサ キ 商会

マルフジ工事睦株式会社

束 中 国 防 水 エ 諜 株 式 会 社

株式会社三，羊技越

三 和 防 水 工 業 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 側 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商会

和 光 工 業 株 式 会 社

大 三 エ 柴 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 盾

側 マ J レマス河野商l苫松山 支l苫

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 側 高 知 支 庖

安 政 工 事 株 式 会 社

加 茂 装 備 株 式 会 社

草 野 工 撲 有 限 会 社

日 建 エ 材 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 三 宮 工 材

安 磁 工 事 株 式 会 社

山 崎 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 大 二 商 会

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商会

よ J京 建 設 工 業 社

静 穏 防 水 工 業 有 限 会 社

株 式 会 社 岩 昇

小 野 建 材 株 式 会 社

長 登 工 業 株 式 会 社

日 精 エ 撲 株 式会社

株 式 会 社 名 神 防 水

名 涯 工 業 株 式 会 社

合 資 会 社 明 光 建 材

北 陸 涯 膏 エ 襲 株 式 会 社

吉 田 防 水l苫

株 式 会 社 沖 縄装 英エ

相I歌 山 市

大阪 市

聞はJ i行

大 竹 市

u: ，［Ｎ ，ｾ＠ TI1 

rJ; !;) ;市

広 ｽＺ ， ｾｭ

宇膏11市

松 江 市

高松 111

徳};"，'j r! i

今 治 市

松山 市

松 山 市

町知i市

街岡 市

福 岡 市

jt 1U+l rl i  

n; ，岡市

北九 州 市

大 分rl1"

J Hr.1i V日

北九 州 市

富山奇 市

延 Wij 市

鹿 児 山 市

沖剥E県

名 古 屋 市

一 宮 市

敏i ;'!.. 市

名 古 屋 市

金J尺市

岐 阜 市

名 古 屋 市

名 古 屋 市

町 Jl J 県

岐 Ｔ 主日 ｉ ［ｾ

jq';¥l U県

T  E  L 075(  672 ) 5351- 5  

T  E  L 0 78( 341  ) 5884  '  1223 

T  E  L 078( 84 1  ) 3551代

T  E  L 0734( 22) 3922 

T  E  L0720( 57) 3293 

T  E  L0862( 72 ) 1221代

T  E  ｌＰＸＲＷＵ ＨＲＩＵ Ｑ ＵＵｻＧｾ＠

r  E  L 0822( 83) 3366{'t 

T  E  L 0822( 61  ) 6371代

T  E  L 0822( 64  )2761 

T  E  L 0836( 21  )0760 

T  E  L 0852( 38)  132 1  

T  E  L0878( 51  ) 6811代

T  E  L 0886( 31) 4161代

T  E  L 0898( 32 )5000代

T  E  L 0899( 22) 2121 

r  E  L 0899( 31  ) 6261代

T  E  ｌＰＸＸＸＨＴＵ Ｉ ＴＸＰＰｻ Ｇ ｾ＠

T  E  L 092( 561 )7012千t

T  E  L 092( 561  ) 6250 

T  E  L 093( 922) 7631イt

T  E  L 092( 74 1  ＩＶ ＶＶＵｻＧｾ＠

T  E  L 093( 371  ) 1468代

T  E  L0975( 36) 2326- 7  

T  E  L  09588(  2  ) 2200 

T  E  L 093( 941 )5441 

T  E  L 0985( 47 )6155代

T  E  L 0982( 33) 2455- 9  

T  E  L 0992( 23) 9395- 6  

T  E  L 09889( 2) 2368 

T  E  ｌＰＵＲＨＵＰＳＩ ＱＱ ＷＲｻＧｾ＠

T  E  L0586( 24 ) 0505 '  1678 

T  E  L 0582( 31  )7158 

T  E  L052( 751  ) 8141 

T  E  L0762( 49  ) 4593 

T  E  L 0582( 71  )7459 

T  E  L 052(  721  ) 5381代

T  E  L 052(  524 ) 14 11 

T  E  L 0765( 22) 4523 

T  E  L05732( 5) 3297 

T  E  L 0988( 87) 3847 

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部

関 東 支 部

中 部 支 部

関 西 支 部

九 州 支 部

北 海 道 支 部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19( 岐 阜 正 ピル )

大 阪 市 西 区 新 町 1 - 1  2  - 2  

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0

札 幌 市 中 央 区 南3条 西 13- 3 1 9 ( 柴 田 ピ J レ4 F )  

f i ( 8 7 0 ) 5 0 5 1 - 2  

日 新 工 業 内 宮 ( 882) 2424( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 741 ) 6257( 代 表 )

日 新 工 業 内 合 ( 533) 3191( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 451 ) I 095 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 f i ( 2 8 1) 6328( 代 表 )
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ものが摩耗に強〈、しかも表団 j写の 1 ミリ

は、すべてが実有 効IB- - 一 これが、耐久性

に大きな差のつ く迎由です。

空港では、おもにメンテナンスイ ージー

や歩行感のよさなどで採用された A Cフロ

ア。改めて強さも 実証 され、J ! 占り替えも

再度 ACフロアが採用されました。

1日歩行者数、約15，000人。空港階段て: ACフロアは4年間、延べ2，200万人

の歩行量に耐えました。

階段の踏み面は、床材て最も摩耗の激

しい箇所のひとつです。さすがのACフロ

アも、貼 って 4 iot=- { f 過ぎるとご覧のとおり

一一〈 の穴は、 1 日歩行者 15，000人 という

背酷な粂件下て， ACフロアが4年間耐え

た結果です。

他のビニル系床材では、せいぜい1年 ・/

その差はどこにあるのでしょう。

日本には、床材の耐久性に ついての選定

基準がありません。 ACフロ アの品質は、

ヨーロ ッバの高 い基準 (U. P. E. C. ) をな識

したもの。塩ビリッチの表層は、材質そ の

〈 “ ヒューマンな床材" )  
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